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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　荒あれ狂くるう大気のなか、装そう甲こうに身を固めた竜りゆうたちが飛ひ翔しようしていく。

　一ひと際きわ大きな一頭がブレスで雷らい雲うんを消し飛ばし、その後ろを一糸乱れぬ動きで群が続く。

　蒸気を吐はきだす鉄の装甲。その各所には多くの荷が括くくりつけられていた。

　常に暴風が吹ふき荒れるこの空域。物資を輸送できるのは、竜たちの編隊だけだ。

　彼らが目指すのは、空の一点。

　天を衝つくような雲のなかから今、巨きよ大だいな建造物が現れようとしている。

　数多あまたの雲が千切れ飛び、まず見えたのは堅けん牢ろうな城じよう壁へき。

　次いで見えたのは、煉れん瓦が造りの居館や倉庫。

　敷しき地ちの中心には、氷のように透すき通った塔とうが建っていた。雲間からの光を幾いく重えにも反射し、塔は眩まばゆい輝かがやきを放っている。

　ようやく全体像が見えてくる。すべての土台となっているのは、一つの島だ。

　だが竜たちが飛んでいるのは、遥はるかな空である。

　魔ま術じゆつに通じている者ならば、すぐに気づくだろう。

　一国を滅ほろぼせるほどの膨ぼう大だいな魔ま力りよくが渦うず巻まき、島を飛行させていた。

　竜たちの編隊は蒸気を吐きだし、大きく旋せん回かいする。

　やがて彼らは暴風の壁かべを裂さき、島の一角に降り立った。

　砂すな埃ぼこりを上げ、石いし畳だたみの地面に着地する。

　城壁の内側はまるで別世界のように風が遮しや断だんされていた。

　暴風と魔術の城壁を越こえられるのは、竜たちだけだ。

　他ほかの何なん人ぴとも島に近づくことはできない。それほど厳重な守りが敷しかれている。

　なぜならば、ここには絶対の禁きん忌きが封ふうじられているからだ。

　──『魔ま王おうの絵画』。

　かつて世界を滅ぼさんとした魔王が、その心血を注いで描えがいた絵画である。

　絵画には魔王の血肉と恐おそるべき魔術が込められ、もしも世に放たれれば世界を七度は滅ぼすと言われている。

　この島にはそんな『魔王の絵画』、総数６００枚以上の作品群が封じられていた。

　地上の人々は秩ちつ序じよと平和の象しよう徴ちようたるこの島を見上げて、こう呼ぶ。

　神々に築かれた奇き跡せきの島、魔王の忘れ形見を封じる希望の檻おり──『天空の大だい監かん獄ごく』と。







　一章




「マスター、おかわり。シェリー酒の一番強いやつ！」

　店にくるなり大声で注文し、少年はバーカウンターに突っ伏ぷした。

　グラスを磨みがいているマスターが面めん倒どうくさそうに首を傾かしげる。

「あー、間ま違ちがってたら謝るが。リオン、また絵が売れなかったのか？」

「そうだよ、そうですよ！　悪いかコンチクショウ！」

　突っ伏したまま、少年──リオン・ハイレインは叫さけぶ。

　マスターがその横にコースターを置きながら、

「売れない絵え描かきは大変だな」

「売れないって言うな！」

　リオンの職業は絵描きである。ただし毎月ほとんど売れない。

　今朝けさも新しい画商が王都にきたというので早さつ速そく売り込みに行ったのだが、一目見た途と端たんに突き返され、こうして泣く泣く酒場にやってきた次し第だいである。

「画商たちに見る目がないんだよ。今日の奴やつだって下手な愛あい想そ笑い浮うかべてさ、『あー、君の絵はなんというか前衛的？　いや独創的？　ちょっと私なんかじゃ目め利ききが難しいね。ハハハ』だってさ！　くそぅ……ハァ、マスター、シェリー酒」

「お前さん、まだ十六だろ。ほれ、オススメの特とく濃のうミルクだ。家か畜ちく用のカーバンクルから搾しぼった名産品だから美味うまいぞ」

「子供扱あつかいしないでくれよ。いいじゃんか、一杯ぱいくらい。地方の領地じゃみんな赤ん坊ぼうの頃ころからビネガー漬づけだぞ」

「残念、ここは王都だ。未成年の飲酒はご法度はつとなのさ。近衛騎き士し団にしょっぴかれたくなかったら我が慢まんしろ。どうしてもって言うなら裏の馬車から盗ぬすむんだな」

「お？　持ち主が盗んでいいって言うなら窃せつ盗とうじゃないよね？」

「ただし、馬車を引いてるのはユニコーンの亜あ種しゆだ。盗ぬす人つとには徹てつ底てい的に抵てい抗こうするよう躾しつけてある。刺さされたら死ぬぞ？」

「……やー、美味いミルクだわー。このまろやかさが最高だねー。コンチクショウ」

　諦あきらめて目の前のグラスを傾かたむける。本当に美味いのがちょっと悔くやしい。

　ここは大通りの一角にある野外酒場だ。

　路上に帆ほを張ってテントを作り、道行く人々に酒を提供している。

「それで、今度はどんな絵を描いたんだ？」

「マスター、興味ある？」

「いや、ただの社交辞令だ」

「そこまで見たいって言われちゃ仕方ないな。なあ、みんなも見てくれ！　世紀の大作なんだ」

　リオンは顔見知りの客たちにも声をかけ、立て掛かけておいた包みをいそいそと解ほどく。

　マスターも含ふくめ、全員が例外なく「えー……」と心底面倒くさそうな顔をしているが、気づかぬふりで口を開く。

「郊こう外がいにさ、処しよ刑けい場があるだろ？　そこにラズラエの花が一輪咲さいてたんだよ。陽ひに透けるような青がすげえ綺き麗れいでさ。今回の作品は絶対、歴史に残る名画になると思うんだよ。つまりみんなは歴史の生き証人になるんだ。だからそういう気持ちで見てくれよ。心の準備はいいか？　いくぞ？　三、二、一……はい！」

　一息で布を取り去り、マスターと常連客たちにお披ひ露ろ目めする。

　沈ちん黙もく。

　常連客たちは無言で顔を見合わせる。

　ゴホン、と咳せき払ばらいをしたのはマスター。

「あー……リオン？　これはなんの絵だったっけ？」

「だから処刑場に咲いたラズラエの花だよ。見れば分かるだろ？」

「……スマン、ワシにはヒドラの進軍に見える」

　途端、常連客たちが噴ふきだした。そして口々に言う。

「だよな！　逆立ちしたって花には見えねえよ。なんで茎くきから触しよく手しゆが生えてんだ？」

「ひょっとしてあのヒドラの顔が花びらなのかしら？　そりゃ街の画商程度じゃ目利きなんてできないわねえ」

「逆に王宮の御ご用よう絵師にでも見せたらどうよ？　芸術性が高すぎて一いつ般ぱん人には理解できないだけかもしれねえぞ？　万に一つだがな」

　みんなの容よう赦しやない物言いに、リオンは顔を引きつらせる。目じりにうっすら涙なみだを浮かべ、

「……せ、先月は一枚売れたんだぞ。ちゃんと評価してくれる人だっているんだっての！」

　すると客の一人がしたり顔で、

「んー、確かに魔ま除よけとしては評価できそうだ。歩兵部隊に持たせればゴブリンだって逃にげだすぜ」

　客たちの大笑いが木霊こだました。

　リオンは地団太を踏ふみつつ──クソッ、こうなったら本当にシェリー酒盗まなきゃやってられん、と思っていると、マスターがぽんと肩かたを叩たたいた。

　珍めずらしく気き遣づかわしげな顔で、

「やっぱりさすがに難しいんじゃないか。なんというか、お前さんの……その右手では」

　そう言われ、リオンは右手を隠かくすようにして身を引いた。

「……いや、そんなことはないよ」

　リオンの右手には分厚い革かわ手て袋ぶくろが嵌はめられている。

　人前でこの革手袋を外すことは絶対にない。

　絵を教えてくれた師し匠しようとの約束なのだ。

　別に怪け我がや火傷やけどの痕あとがあるわけではないのだが、他人から見れば、そういったものを隠すためだと思うだろう。

　リオン自身、この右手のことを上手うまく説明できはしないのだが。

「別に右手が動かないわけじゃないんだ。絵を描く時は普ふ通つうに外してるし。だから俺の絵が認められないのは、きっと時代が俺に追いついてないせいなんだ」

「それはない。まったくない。手のせいじゃないなら純じゆん粋すいにお前さんの実力だ」

　真面目まじめに言ったのに、一息で言い捨てられた。

　むぅ……とリオンがふくれっ面つらをしていると、マスターは帆の陰かげから顔を出し、空を見上げる。

「ふむ、そろそろか。みんな、帆を畳たたんでくれ。『天空の大監獄』が空を通る時間だ」

　すると常連客の一人がグラス片手に肩を竦すくめる。

「おいおいマスター、従業員扱いかよ。俺たちも一応、お客だぜ？」

　しかしマスターはパンパンッと手を叩いて急せかす。

「そういうのはツケを払はらってから言うんだな。ほら早く。一日一回、あの大監獄を見ながら酒を飲めるっていうのがウチの売りなんだ。ここで観光客を逃のがしたら、お前さんたちのツケを取り立てるぞ」

　へーい、とみんなしぶしぶ立ち上がる。

　ツケを払う当てがないので、リオンものろのろとその列に加わった。

『天空の大監獄』の通過は、王都の名物だ。毎日同じ周期で空の上を飛んでいるので、通り道の店はどこもお客の呼び込みに使っている。

　その『天空の大監獄』には、かつて魔王が描いた絵画──『魔王の絵画』が山のように封じられているという。

　遥かな昔、世界は魔王に滅ぼされかけた。

　魔王は数多あまたの魔ま術じゆつを駆く使しし、どんなに屈くつ強きような戦士も倒たおし、世界を混こん沌とんに帰そうとした。

　その窮きゆう地ちに現れたのが、天から降臨した『外がい殻かくの神々』だ。

　古いにしえの神話にも伝えられていたその神々は、長い戦いの末にとうとう魔王に勝利し、世界に平和を取り戻もどした。

　だが魔王は瀕ひん死しの重傷を負いながらも百年の時を逃げ続ける。そうして各地に絵画を残した。

　──なぜそんなことをしたの？

　寝ね物もの語がたりでこの話を聞いた子供たちは必ず首を傾げる。

　すると親たちはわざわざ怖こわい顔を作ってこう言うのだ。

　──魔王はね、絵画に魔術を込めたんだよ。

　絵画に魔術を込めることで、魔王は『外殻の神々』に気づかれないように密ひそかに自らの力を残そうとしたらしい。

　だがいつの世も悪は栄さかえない。

　企たくらみに気づいた『外殻の神々』は各地に散らばった絵画を捜さがし出し、『天空の大監獄』を築いて封ふう印いんした。

　天から降臨した神々の力は、空の上でこそ最も力を発揮する。逆に魔王の力は地上でこそ猛もう威いを振ふるった。ゆえに大監獄は天上に築かれた。

　そうして数百年が経たった今も、魔ま王おうの描いた悪あしき絵画は空に封印されている。

「なあ、リオン。『天空の大だい監かん獄ごく』の絵を描いたら観光客に売れるんじゃないか？」

　帆の方へ歩きながら、常連客の銅板屋がそう言ってきた。

　リオンは「確かにそうだな」と頷うなずいた後で、「でも」と付け加え、

「大衆に迎げい合ごうするつもりはない！」

　胸を張って言い切った。

「ああ、こりゃしばらくは売れないな。家賃払はらえるのか？」

「や、うん、それは……マズいかもだけど」

　食事はマスターがツケで食べさせてくれるが、大家に「今日、絵が売れたら家賃払うから！　絶対払うから！」と約束してしまっている。

　でも売れなかった。もう追い出されるかもしれない。考えるだけで頭が痛い。

　とぼとぼと歩くリオンを見て、同じく常連客の靴くつ職人とロウソク屋が苦く笑しようする。

「しっかしリオンはいつまで経ってもまったく上達せんなぁ。そろそろ誰だれかが徒と弟ていにして引き取ってやった方がいいんじゃないかね？」

「いやところがね、アレでも一応、才能はあるらしいですよ。いつだったか、それこそ御用絵師のお偉えらいさんの目に留まったとかで」

「ハア？　リオンが王宮仕えになるってか？　いやいや冗じよう談だんだろ。あの絵だぞ？　正直、ウチの孫より下手くそだ」

「それが私らみたいな平民には分からんような芸術性？　があるんだとかなんとか。ウチのロウソクを買ってくれてる貴族様が言ってたんだから間違いないです。でもリオンの師匠筋に問題があるとかで、取りやめになったらしいですけど」

「それ、リオンは知ってるのか？」

「言えないですよ、こんなこと。王都での成功は絶対にない、って言ってるようなものじゃないですか」

「まあなぁ。リオンが王都にきてかれこれ二年ぐらいか？　師匠の免めん許きよ皆かい伝でんを貰もらったから一旗揚あげるために王都にきた、って以前に言ってたが……その師し弟てい関係が仇あだになったか。まあ職人にもよくある話だが……」

　世せ知ち辛がらいねえ、と二人は首を振る。

　と、帆の一番端はしの紐ひもを解こうとしていたランタン屋がふいに大通りの先を指差した。

「おい、近衛騎士団がくるぞ。どっかで殺しでもあったか？」

　土つち煙けむりを上げ、ユニコーンに乗った騎士たちが大通りの先から向かってきていた。

　白銀の鎧よろいに身を包み、立派な盾たてや槍やりを手にしている。

　絵のモチーフになるかな……いやあれはないか、と思ってリオンが見ていると、なんと騎き士したちが目の前で止まった。

　颯さつ爽そうとユニコーンから下りたのは、先頭を走っていた女騎士だ。

　彼女だけは兜かぶとを被かぶっておらず、美しいブロンドの髪かみを風になびかせるように帆ほの内側へ入ってくる。

　なんだなんだ、という好こう奇きの視線にもまったく動じず、女騎士は言った。

「わたしは王立近衛騎士団・第四隊騎士長、キリカ・スワロウテイル。みなさん、悪いけどちょっと手を止めてもらえるかしら？」

　悠ゆう然ぜんと笑えみを浮うかべながら、女騎士──キリカは腰こしに手を当てる。

　口調こそ柔やわらかだが、そこには拒きよ否ひを許さない響ひびきがあった。

　キリカの名を聞いた途と端たん、「あ、あの飛ひ燕えんの騎士か！」とみんなが目を丸くした。

　そんななかリオンだけが首を傾かしげ、マスターにコソコソと尋たずねる。

「誰あれ？　有名人？」

「おいおい、物を知らんなお前さんは。昨日今日、王都にやってきたような田舎いなか者だって彼女のことを知ってるぞ。あれは王都に名高きキリカ・スワロウテイル。化物揃ぞろいの近衛騎士団のなかで、さらに『飛燕の騎士』という二つ名を与あたえられた王都の英えい雄ゆうだ」

　ふむふむと頷くリオンへ、マスターはさらに説明を加える。

「近衛騎士団は王都の治安を守る一方、国境から侵しん攻こうしてくるゴブリンの迎げい撃げきもやっている。そのなかでもとくに獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしているのが彼女さ。一度の戦いくさで百体のゴブリンを斬きり伏ふせたという伝説もある。間違いなく歴史に名を残す人物だ」

「へえ、なんかすごい人なんだな」

「お前さんは絵に無関係なことだと本当に興味を持たんな……」

　完全に他人ひと事ごとでリオンは飛燕の騎士を眺ながめる。

　しかし彼女が次に放った一言で、他人事ではなくなった。

「このなかにリオン・ハイレインって絵え描かきはいる？」

「え、俺？」

　反射的に声を上げてしまい、全員の視線が集まる。

　ビンゴ、と口笛を吹ふき、キリカがこちらへ近づいてきた。

「ふーん、キミがそうなの？　意外ね。もっとゴツくて暑苦しい奴やつかと思ってた。歳としはいくつ？」

「十六だけど、それがなんだ？」

「わたしの一つ下ね。やっぱり若い。それに結構カワイイ顔してるじゃない」

　ふわりとブロンドの髪が舞まい、キリカが顔を覗のぞき込んでくる。

　彼女は息も掛かかりそうな距きよ離りに顔を寄せ、

「ね、お姉さんのこと描いてみる？　綺き麗れいに描いてくれたら、屋や敷しきの舞ぶ踏とう室に飾かざってあげるよ？」

　様子を窺うかがっていた常連客たちが一気に沸わいた。マスターが珍しく熱っぽく口を開く。

「すごいじゃないか、リオン！　あの飛燕の騎士に絵を献けん上じようできるなんて、立身出世のチャンスだぞ！」

　だがリオンはまったく気負わず一息で、

「断る」

　と、言い切った。

　マスターと常連客たちは啞あ然ぜんとし、キリカはムッとした顔で体を引く。

「へえ、そう。理由を伺うかがってもいいかしら、画が伯はくさん？」

「あんたを見ていても描きたいって衝しよう動どうが湧わいてこない。面おも白しろくないんだ」

「お、面白くないですって？」

　キリカの端たん整せいな顔が引きつった。それでも無理やりな笑みを浮かべ、

「い、一応、わたしこれでも王都の英雄なんだけど？　自分で言うのもなんだけど、キミぐらいの歳の男の子なら憧あこがれの対象よ？　挨あい拶さつを交かわしただけで感動して泣いちゃう新兵とかもいるくらいなんだけど？」
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「他人があんたにどんな印象を抱いだいてるかなんて知らん。でも俺はモチーフに妥だ協きようはしない。たとえこれが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだとしても、描きたくない絵は描かない」

「頑かたくなな奴ね……。フン、まあいいわ。どうせただの冗談だったし」

「冗談だったのかよ」

「お生あい憎にく様さま。でもキミの描いた絵だったらここに一枚持ってきてるのよ」

　なんだって？　とリオンが目を瞬しばたくと、キリカはパチンッと指を鳴らした。

　すると背後に控ひかえていた騎士の一人が布にくるまれた額がく縁ぶちを持ってくる。

　はらり、と布が解ほどかれた。

「リオン・ハイレイン。これはキミが描いた絵で間違いないわね？」

　それは窓辺のリンゴを描いた絵だった。

　とろりと腐くさりかかったリンゴに窓から斜しや陽ようが差し込んでいる。

　確かにリオンの絵だ。右みぎ端はしにサインも入っている。

　先月にたった一枚だけ売れた、例の絵だった。

「確かに俺の絵だ。でもそれが……、って──うわっ!?」

　頷いた瞬しゆん間かん、目の前を剣けん筋すじが一いつ閃せんした。

　キリカが抜ぬき放った剣だ。前まえ髪がみの端を切られたリオンは驚おどろいて尻しり餅もちをつく。

　騎士の瞳ひとみが冷たく見下ろしていた。目の前に切っ先が突つきつけられる。

「そう。──では、リオン・ハイレイン。汝なんじを王家への第一級反逆罪で捕ほ縛ばくする」

「は、はあ!?　何言ってんだ!?　俺が国家反逆罪？　そんなわけないだろ！　俺は王族なんてつまんない連中に興味はないぞ!?」

　途端、チャキッと切っ先がさらに顔へ近づき、息をのむ。

「これは王陛下より賜たまわった宝ほう剣けんアスカロン・ジータ。気をつけなさい。王族に仇あだなす者がいるならば、この剣は千里を越こえてその敵を斬り裂さくわ」

　まるで宝石のように透すき通った刀身が、冷や汗あせを流すリオンの顔を映しだす。

「……や、待ってくれ。それでも納なつ得とくできない。なんでその絵が反逆罪になるんだ？　説明ぐらいしてくれたっていいだろ？　騎士ってのはこんなに理り不ふ尽じんな連中なのか」

「そうね、無知な平民に知を授さずけるのは確かに騎士の務めだわ。あまりに明らかな罪だけど、説明ぐらいしてあげましょう。相手がたとえ罪人であろうとも、騎士は慈じ悲ひ深いものよ。首を斬り飛ばすその瞬間までね」

　宝剣を突きつけたまま、キリカは視線を絵に向ける。

「あの絵は王陛下を描いたものね？　左側の四角いものは太古の魔ま方ほう陣じん。そこから放たれた魔ま術じゆつが王陛下の顔半分を溶よう解かいさせている。……なんて惨むごたらしい。こんな絵を描くなんて許されざる行こう為いだわ」

「……や、待て。それは違ちがう。大いに違う」

「言い逃のがれはできないわよ。王宮の御ご用よう絵師が鑑かん定ていして、確かに王陛下への叛はん意いを描いたものだと結論が出たわ。そんな絵に律りち儀ぎにサインまで残すなんて、よっぽど強い反逆の意志を持っているのね」

「いやいや、だから違うって」

「けれど残念だったわね。王都にはわたしたち王立近衛騎士団がいる。キミがいかに邪じや悪あくな意志を秘ひめていようとも、すべて我らの剣が打ち砕くだくわ。観念なさい」

「だから違うっつってんだろ！　それは窓辺の腐りかけたリンゴだ！　玉座で踏ん反り返ってるジジイなんてつまんないモチーフ、誰だれが好き好んで描くかっての！」

　勢い任せに立ち上がり、王を罵ののしった瞬間、キリカの瞳が怒いかりに燃えた。

「この無礼者ッ！」

　宝剣の刀身が光を放ち、稲いな妻ずまのような一閃が空気を引き裂いた。

　リオンの両足に横一文字の傷が走る。

「……っ！」

　血が噴ふきだし、再び地面に崩くずれ落ちる。

　しかし斬り裂かれたのはリオンの両足だけではなかった。

　野外酒場の帆を支えていた柱、そのすべてがズ……ッと音を立てて斜ななめにズレる。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、さらにその延長線上にあった建物の壁かべにもビキビキッと凄すさまじい亀き裂れつが走った。

　キリカの斬ざん撃げきはリオンの両足を斬り裂き、さらには間合いの遥はるか外側の建物にまで及およんでいた。

「いいこと？　騎士とは主君に仕え、その忠誠を誇ほこりとする者。わたしの前で王陛下への侮ぶ蔑べつを口にすることは絶対に赦ゆるさないわ」

　ヒュンッと剣が風を切り、流れるような動作で鞘さやへ納められる。

「見た目は派手だけど皮一枚よ。その程度の傷に留とどめてあげたことを感謝するのね」

　リオンは苦く悶もんの表情で傷を押さえ、キリカを睨にらみつける。

　だが騎士の視線はどこまでも冷ややかだった。

「せいぜい自分の行いを後こう悔かいすることよ。これから一生、空の上で」

「……空の上だって？」

　不ふ穏おんな響きに総毛立った。

「ちょっと待ってくれよ、空の上ってまさか……っ！」

　リオンが声を上げるのとほぼ同時、斬られた柱が限界を迎むかえ、帆が大通りに倒たおれ始める。

　通行人から悲鳴が上がる。しかしキリカは至って冷静な表情で、天空を指差した。

「そうよ」

　その瞬間、ふいに空が陰かげった。同時に轟ごう音おんが響いてくる。

　現れたのは、島。

　巨きよ大だいな島が空に現れ、酒場の上空を通り過ぎようとしていた。

　突とつ風ぷうが大通りを駆かけ抜け、倒れかけていた帆が舞い上がる。

　するとキリカの鞘から再び剣が抜かれた。倒れそうになっていた帆が一いつ瞬しゆんで細切れにされ、無害な布切れとなって紙かみ吹雪ふぶきのように飛び散っていく。

　飛燕の騎士はブロンドの髪を風になびかせて言った。

「キミはこれからドラゴンの下もとへ連行される。行き着く先は遥かなあの島──」

　宝剣が天へと掲かかげられた。

　折しもその切っ先へ重なるように、島がリオンたちの頭上へ到とう達たつする。

　騎き士しは無慈悲に言い放つ。

「──『天空の大だい監かん獄ごく』よ」







　その直後、リオンは騎士たちによって捕縛された。

　申し訳程度に両足に包帯を巻かれた後、ご丁てい寧ねいにも鉄の枷かせをかけられて、荷物のように馬車へ詰つめ込まれる。

　そうして連れてこられたのは、練兵場のようなだだっ広い場所だった。

　しかしそこが練兵場でないことは明らかである。

　目の前に竜りゆう──ドラゴンがいたからだ。

「おいおい、冗じよう談だんだろ……」

　世界でも最強の一角に数えられる生物、ドラゴン。

　大監獄へドラゴンの編隊が飛んでいくのは何度も見たことがある。

　だが間近で本物を見るのなんて初めてのことだ。

　その体は教会の鐘かねよりも大きい。獰どう猛もうな咢あぎとは人間ぐらい一飲みにできるだろう。

　全身はまるで重じゆう騎き兵へいのような鉄の装そう甲こうで覆おおわれていた。各所には鍛冶かじ場の排はい気き口のようなものが付いていて、まるで呼吸のように熱い蒸気が噴きだしている。

　その存在感にリオンはただただ圧あつ倒とうされる。

「さて覚かく悟ごは出来たかしら？　一度飛び立ったら呼吸も満足に出来なくて死ぬほど苦しいらしいから頑がん張ばってね？」

　そう言って、目の前に立ったのはキリカだった。

　彼女が指差す先にはドラゴンの装甲があり、そこには棺かん桶おけのような籠かごが括くくりつけられている。どうやらあの棺桶に詰め込まれて大監獄まで輸送されるらしい。

「……ふざけんな、誤解だって言ってるだろ！　こんな仕打ちが騎士や王都のやり方なのか!?」

「罪人はみな、自分は無実だと言い張るわ」

「だから罪人じゃないっての……っ！　だいたい『天空の大監獄』は『魔ま王おうの絵画』を封ふう印いんしてる場所だろ!?　なんでそんなところに送られるんだ!?」

「今教えてあげてもいいけど、どっちにしろ収しゆう監かんされれば分かるわよ。それより誰か親しい人に言い残すことはある？　騎士の情けで言こと伝づてぐらいは伝えてあげるよ？」

「んなことはどうでもいい！　それより──」

「あ、それよりわたしのこと描かいてみる？」

　からかうようにキリカが顔を寄せてくる。小首を傾かしげて流し目を送り、

「これが最後のチャンス。純じゆん粋すいに芸術的な絵を描くのなら、ちゃんと屋や敷しきに飾かざってあげる。地上に自分の足そく跡せきぐらい残したいでしょう？」

　その瞳には一応慈悲のようなものがあった。

　しかし翻ひるがえせばこちらの陳ちん情じようなど聞く気はないということだ。リオンは奥歯を嚙かみ締しめて俯うつむく。

「……あんたを描くくらいなら、俺はそっちのドラゴンを描くよ。頭がカタイ小物な騎士より巨大なドラゴンの方が魅み力りよく的だ」

「こ、この期ごに及んでそうくるか」

　キリカは顔を引きつらせ、「ふふ」と黒い笑みを浮うかべた。

「なら、このまま地じ獄ごくに直行決定ね。あ、空の上だから一応、天国かな？　檻おりのなかで一生後悔しちゃいなさい！」

　そしてリオンは棺桶に詰め込まれる。ドラゴンはすぐさま空へと飛び立った。

　急きゆう上じよう昇しようによって、臓ぞう腑ふを抉えぐるような衝しよう撃げきが襲おそってくる。

　気温が一気に下がり、雪山に放り込まれた時のような冷気が肌はだを刺さす。

　空気が足りない。吸っても吸っても呼吸ができない。まさしく地獄のような時間だった。

　棺桶のなかには頑がん丈じような鎖くさりとフックがあり、あらかじめ体がしっかりと固定されている。

　もしもそれがなかったら、苦しさのあまり棺桶から飛び出していたかもしれない。

　すでに意識は朦もう朧ろうとしていた。

　リオンの体が限界に達し始めた頃ころ、ドラゴンが向かう先では雲海が晴れ、城じよう壁へきが見えてきていた。程ほどなくして暴風と魔術の障しよう壁へきを抜け、地面が近づいてくる。

　しかしリオンには当然ながらその状じよう況きようを知る術すべはなく──不意打ちのような着陸の衝撃がきて、完全に気を失った。




　鉄てつ格ごう子しの閉まる音がした。

　次いでどこかに寝ねかされる感覚。しばらくすると頭にひんやりとした何かが載のせられた。

　誰かがそばにいる気配がする。リオンはパチッと目を覚ました。

「──どこだ、ここ？」

「はわっ」

　誰かの驚き声を耳にしながら、リオンは体を起こす。すると目の前に鉄格子。

「クソッ、夢じゃなかったか……っ」

　駆け寄って鉄格子を叩たたく。

「ちくしょう！　出せ！　俺は無実だ！」

　大声で叫さけぶものの、虚むなしく反はん響きようするだけだった。暗くて見通せないが、かなり広い空間らしい。

　どうやら気を失っているうちに収監されてしまったようだ。目の前の鉄格子がすべてを物語っている。

「……とりあえず状況の把は握あくだ」

　まずは自分の体を確かく認にん。気を失っている間に何かされた形けい跡せきはない。服もそのままだ。

　キリカに斬きられた傷は痛むものの、幸い無理をしなければ動くのに支障はなさそうだ。

　両手の枷は外されていた。右手の革かわ手て袋ぶくろもそのままだ。

「よし、次は周囲の状況。──それで、君は誰だ？」

「え!?　あ、えっと……」

　突とつ然ぜん、リオンに話しかけられ、その少女は目を白黒させた。

　目がパッチリとしていて、愛らしい顔立ちをしている。リオンよりはだいぶ年下だろう。まだ幼い少女だ。

　目が覚めた時から、リオンは少女の存在に気づいていた。だがとりあえず害がなさそうなので二の次にしていたのだ。

　戸と惑まどった表情をしている少女へ、リオンは言葉を重ねる。

「俺と同じように檻のなかにいるってことは、君も罪人って扱あつかいをされてるのか？」

「あ、はい……あたしもあなたと同じように囚しゆう人じんです」

「囚人……罪人よりはマシな言い方か。監獄に収監されたことは違いないしな。で、なんで君はそんなに驚おどろいた顔をしているんだ？」

「……や、あの、あなたに色々とびっくりしちゃって。というか普ふ通つう、目が覚めて檻のなかだったら、もうちょっと色々戸惑うと思うんですけど、……状じよう況きよう把は握あくが早いですね」

「ああ、何度か似たような経験があるんだ。以前に山さん賊ぞくや辺境の部族に捕つかまったことがあってさ。さすがに空の上は初めてだけど」

　王都にやってくる前、リオンは師し匠しようと世界中を放ほう浪ろうしていた。

　もちろん罪などは犯おかしていないが、破は天てん荒こうな師匠だったのでこういう経験も一度や二度ではない。

「はぁ、壮そう絶ぜつな人生ですね」

　少女は感心したようにこくこくと頷うなずく。

　ふと見ると、石いし畳だたみの床ゆかに白い布が落ちていた。

　さっき頭に載せられたのはこれだろう。どうやら介かい抱ほうしてくれていたらしい。

　リオンは布を手に取る。

「これ、ありがとな。おかげで目覚めが爽さわやかだった気がする」

「いえいえ、あたしにできるのはこれくらいですから。……って、あ！　広げちゃダメです！」

　畳たたんで返そうと思い、布を広げる。

「ん？」

　下着だった。

　どうやら自分の下着を氷ひよう囊のう代わりにしてくれていたようだ。

　少女は腰こしの辺りでモジモジと手を組みながら頰ほおを赤らめる。

「その、他ほかに適当な布がなかったので、あの……すみません」

「いや、改めてありがとな。おかげで目覚めが爽やかだった」

　丁寧に畳んで下着を差し出した。

「物もの怖おじしない方ですね……」

「とんでもない。十分驚いているぞ。檻のなかなんて切せつ迫ぱくした状況で、それでも人に施ほどこしをできるのは善人の証しよう拠こだ。すごく感謝してる」

「や、そういうことではなくて……いえ、まあいいです」

　少女は恥はずかしそうに両手で下着を受け取った。

　穿はこうかやめようか迷うような間を置いた後、少女はリオンの視線を気にしながら下着をそばの木箱に収めた。

　見回してみると、檻のなかは三歩も歩けば端はしから端に行きついてしまうほど狭せまかった。

　壁は石造りで、窓はない。部屋の隅すみには木箱がいくつかある。少女の私物が入っているのだろう。

　ただでさえ狭い檻だが、さらに面積の半分は二段ベッドで埋うまっている。

　二段ベッド。ということはこの檻は二人用。リオンと少女で定員らしい。

「で、良かったら教えてくれないか？　ここは本当に『天空の大監獄』なのか？」

　少女が木箱の蓋ふたを閉じるのを待って、リオンは問いを口にした。

　スカートの裾すそを直しながら、少女が頷く。

「はい、ここは紛まぎれもなく『天空の大監獄』。あなたがいるのは、遥はるかな空の上ですよ」

「だったら疑問が出てくる。俺は今まで『天空の大監獄』は『魔王の絵画』を封ふうじる場所だって思ってた。なのにここは文字通りの監獄だ。一体どういうことなんだ？」

　自分が罪人扱いされたことは、キリカたちの誤解だということでまだ筋が通る。

　だが罪人として連れてこられたのがこの『天空の大監獄』であること、そしてここがあつらえたように監獄然としていることは筋が通らない。

　見れば、少女の服装にも違い和わ感かんがあった。

　彼女もリオンと同じく囚人だと言う。

　王都で罪人や囚人と言えば『ボロ切れのような服を着て、鉄球のついた足あし枷かせを付けられる』というイメージだ。しかし少女はひどくすっきりとした服を着ていて、リオン同様に枷もされていない。

　上手うまく言えないが、今の状況にはまるで歯車が嚙み合っていないようなひどい違和感がある。喩たとえるなら、異国にでも迷い込んだような気持ち悪さがあった。

「話すと長いです。だから順番にいきましょう」

　後ろに手を組み、少女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「まずは自己紹しよう介かいをしませんか？」

　リオンは、ふむ、とあごに手を当てた。

　……絵になりそうな笑顔だ。

　数々の疑問が頭の隅に追いやられ、少女への興味がむくむくと湧わいてくる。

　リオンの沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのか、少女はぺこりと頭を下げた。

「あたしはレオナ・ローズライン。ここに収監される前は、王都の貴き賓ひん青せい楼ろうノワール座で踊リトりル・ド子ールをしていました」

「ノワール座？　元老院御ご用よう達たしの超高級青楼じゃないか」

　世情には疎うといリオンだが、何度か外観のスケッチに行ったことがあるので、その店のことは知っていた。

　平民で言う娼しよう館かんのようなものだ。しかし青楼となると相手にするのは貴族のみである。

　なかでも貴賓青楼の名を冠かんするノワール座は選えりすぐりの血統でなければ門もん前ぜん払ばらいを喰くらうという、王都一の格を誇ほこる店だ。

「まあ、あたしはお客を取れる歳としになる前に収しゆう監かんされてしまったので、青楼のお姉さん方みたいなすごい技わざや経験はないですけど」

「なるほど。けど踊り子だったってことは舞まいは得意なわけだ？」

「はい、あたしの舞ぶ踏とうは殿との方がたの視線を惹ひきつけてやみませんでしたよ？」

　レオナは得意げに言うと、その場で綺き麗れいにターンしてみせる。

　するとふわりとスカートが舞い、

「わひゃっ!?」

　下着を穿いてないことに気づいたのか、慌あわててスカートの裾を押さえる。

　レオナは真っ赤な顔で窺うかがうようにこちらを見て、

「み、見えちゃいました？」

「ああ。脇わき目めも振ふらずじっと凝ぎよう視ししてたから完かん璧ぺきに見えた」
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「そこは噓うそでも見てないって言って下さい！」

　半泣きで抗こう議ぎされるが、リオンはじっと彼女の顔を見つめていた。

　考えているのは、この娘こを描かくにはどんな構図がいいだろう、ということだ。

　だがその途と中ちゆうで、はたと気づく。

　そもそも手元に画材も紙もない。描こうとしても、ここでは何一つ描けないのだ。

　恐おそるべき絶望に襲おそわれ、リオンはがっくりとその場に膝ひざをつく。

「え!?　ど、どうしたんですか、突然この世の終わりのように項うな垂だれて！」

「いや……ようやく己おのが身に起こった悲劇を自覚したんだ。なんてところに連れてこられてしまったんだと……」

「はあ、そうですか……あの、じゃあ差さし支つかえなければでいいですけど、そろそろあなたのお名前も教えてもらっていいですか？」

「ああ、そっか……俺はリオン・ハイレイン。王都で絵描きをしているんだ」

　憔しよう悴すいした表情のままリオンが自己紹介すると、途と端たんにレオナは目をきらきらさせた。

「青楼にも座付絵師さんたちがいました。あたし、すごいなぁってずっと思ってたんです。絵が描ける人って尊敬しちゃいます。リオン、すごいですっ」

「え、そう？　すごい？」

「はいっ。とっても！」

『魔ま王おうの絵画』という忌いむべき存在があるせいで、絵描きという職業は一いつ般ぱん的にあまり快く思われない。需じゆ要ようがあるので廃すたれはしないが、墓はか掘ほり人などのように忌き避ひされることが多い。

　それこそ酒場の常連たちのような気心の知れた相手でもない限り、絵描きと名乗ればだいたい『……なんでわざわざ絵描きになんて？』という顔をされてきたので、レオナの反応は素す直なおに嬉うれしかった。

「まあ、俺くらいになるとやがては歴史に名を残す画が伯はくになるよね！」

「きゃー、リオンすごいですっ。たとえばどんな絵を描くんですか？」

「んー、そうだな。最近、描いたのは──」

　リオンは意い気き揚よう々ようと語り始める。

　と、そうしているうちに、ふいに檻おりの外から声が響ひびいた。

　野太い男の声だ。

「囚人共の点呼を開始する！　檻の解除申しん請せい！　全員整列せよ！」

　すると、ふいに鉄てつ格ごう子しの上下に光が生まれた。

　光の瞬またたきに導かれるように鉄格子がひとりでに浮うき上がり、檻が開く。

「魔ま術じゆつ光こう？　この鉄格子、魔術が使われてるのか……？」

　魔術とは、自然の理ことわりを捻ねじ曲げ制せい御ぎよする奇き跡せきの業わざだ。

　かつては文明を支える術として隆りゆう盛せいを誇ったものの、その魔術を極きわめた魔ま導どうの王──魔王が世界を滅ほろぼしかけたことにより、『外がい殻かくの神々』の降臨以降は行使が厳しく制限されている。

　その制限はやがて担にない手の減少と魔術の特権化に繫つながり、現在、日常的に魔術を利用しているのは主に王族や一部の有力貴族だけだ。

　普通の平民が魔術を目にすることがあるとすれば、王族・貴族が祭事のパレードなどをする際、隊列の添そえ物として魔術の炎ほのおを騎き士しに持たせている時ぐらいだろう。

　それくらい魔術は希少なもののはずだが、大だい監かん獄ごくではたかが鉄格子に魔術を組み込んでいるらしい。恐ろしいほど贅ぜい沢たくな話だ。

　腕うでを組んで唸うなっていると、ふいにレオナが背中を叩たたいてきた。

「点呼の時間です。リオン、立って下さい！　外に出ますよ！」

「え？　檻の外に出ていいのか？　なんで？」

「いいから早く！　それから外ではあたしの動きを真似まねて、決して目立たないようにして下さい。絶対ですよ!?」

　先ほどまでの明るい表情から一転、レオナの顔は強こわ張ばっていた。

　空気が変わったのを感じ取り、リオンは黙だまってレオナに従う。

　彼女の後について外に出た。

　いつの間にか明かりがついている。松明たいまつではない。見上げると、高い天てん井じようでガラスの球が光を放っている。そこではガラス球自体が放っている光とは別に、魔術が行使される時に現れる淡あわい輝かがやき──魔術光もきらめいている。

　たかが鉄格子の次は、たかが明かり程度だ。

　魔術の行使には源となる魔ま力りよくが必要なはずだが、この『天空の大監獄』には一体どれほどの魔力が溜ため込まれているのだろう。

「さて……」

　明かりがついたのを幸いと思い、ざっと周囲を観察する。

　視界に広がった景色は、やはり見慣れないものだった。

　普ふ通つう、牢ろう屋やというものは地下や塔とうに点在するものだが、ここでは檻をすべてひとまとめにして管理しているらしい。

　まず長い廊ろう下かがある。その廊下の両側に三階建ての牢屋が延々と続いていた。

　リオンとレオナがいた檻は二階だ。各階にはそれぞれ通路があり、二人は二階の通路で檻を背にして立つ。目の前は吹き抜けになっていて、各階が見渡せるようになっていた。

　囚しゆう人じんたちは逃にげ出す様子もなく、直立不動でそれぞれの檻の前に立っていた。

　リオンはさらに胸中で眉まゆをひそめる。

　女だけ……？

　檻の前に居並ぶ囚人は、すべて女性──それもまだ年若い少女たちだけだった。男はリオンだけである。

　しかも彼女たちは格好が妙みように艶なまめかしい。

　レオナが子供なので気づかなかったが、囚人たちの服はサイズがキツく作られているようで、胸やヒップのラインがひどく目立っている。

　襟えりぐりも広く取られていて、その胸むな元もとに目をやったリオンはさらに眉をひそめた。

　囚人たちの胸元に妙な模様がある。

　……焼印？　いやタトゥーを彫ほられているのか？

　形は一人一人バラバラだが、囚人たちにはそれぞれにタトゥーが彫られている。

　ちらりと横に立つレオナに目をやる。

「…………」

　するとリオンの視線に気づいたのか、レオナは自分の襟をそっと開いた。

　薄うすい胸元の少し上、やはりタトゥーがある。

　一方、当然ながらリオンの胸にはそんなものはない。

　状じよう況きようはまだ摑つかめないが、このなかで自分が浮いた存在であることはなんとなく分かった。

　レオナの言う通り、ここは大人しくしていた方がよさそうだ。

「点呼開始！　４０９番、ヨシ！　４１１番、ヨシ！　４１６番、ヨシ！」

　列の奥から何かを数える声が聞こえてきた。

　先ほど響いてきたものと同様、その声は男のものである。

「……牢ろう番ばんか何かか？」

　ぽつりと呟つぶやくと、同じような小声でレオナが答えた。

「……そうです。でもここでは『牢番』ではなく『看守』と呼びます」

「ふむ、看守ね」

　しばらくすると、看守がここまでやってきた。

　これまた見慣れない格好だ。ぺしゃんこの帽ぼう子しに、のっぺりとした革かわの上着を着ている。

　相当頑がん張ばれば騎士の着るサーコートに似ていると言えなくもないが、それにしては羽やラフなどの装そう飾しよく品がほとんどない。

　唯ゆい一いつ、目立つものといえば、左手に銀細工のブレスレットをしていることだろうか。

「４８８番、ヨシ！　……ふむ、４８８番。お前が今回のお守もり役やくか。どうだ？　新入りのこいつは」

　目の前にやってきた看守が値ね踏ぶみするようにそう言った。

　４８８番とは、どうやらレオナのことらしい。看守の問いにレオナは事務的に答えた。

「まだ会ったばかりですから。あたしからはなんとも」

「ふん、つまらん奴やつめ。よお、新入り。ドラゴンの乗り心ごこ地ちはどうだった？」

　一方、新入りとはリオンのことのようだ。

　ドラゴンの乗り心地については文句の一つも言いたいところだったが、レオナから目立つなと言われている。なので事務的な返答を真似ることにした。

「途中で気を失ったので、なんとも」

「なんだ、これまたつまらんことを言う。さっきは大声で無実だとか叫さけんでいただろ？　ちゃんと聞こえていたんだ。もっと己おのれの不ふ遇ぐうを訴うつたえていいんだぞ？　なあ、おい」

　どうやら看守はリオンをからかいたくて仕方ないらしい。山さん賊ぞくにも似たような手合いはいた。レオナの言う通り、こういう時は目立たない方が無難である。

「いや、今はなんとも」

　言葉少なにそれだけ言うと、看守は興きよう醒ざめしたらしく、舌打ちして点呼の仕事に戻もどった。

「……こんな感じでよかったか？」

「上出来です。リオンが対応力のある人でほっとしました」

　囁ささやき声でレオナと言葉を交かわす。だがそれからいくらも経たたないうちに、

「４９７番！　なんだその反はん抗こう的な目は!?　この俺に何か文句があるのかッ！」

　列の後ろの方から看守の怒ど鳴なり声が響いてきた。

　慎しん重ちように目を向けると、さっきの看守が囚人を殴なぐり飛ばしていた。

　囚人の少女は鉄格子に激げき突とつし、痛みに震ふるえながら叫ぶ。

「は、反抗的な目なんてわたししてないですっ。間ま違ちがっても看守様に逆らったりしませんから……！」

「その言葉がすでに反抗的だろうが！　俺がしたと言ったらしたんだよ！　このゴミクズが！」

　看守はさらに囚人の腹を蹴けり上げた。

　囚人は泣きながらゴホゴホッとえずく。その頭を看守の靴くつが踏ふみつけた。

「誰だれのコレクションにも入れんゴミクズなお前らを飼ってやってるのは誰だ？　この俺だ！　俺が正義だ！　そんな俺に対してお前はなんて言うべきだ？　なあ？」

「ご、ごめんなさい……さ、逆らってごめんなさい、赦ゆるして下さい……っ」

　そんな光景を前にして、他ほかの囚人たちは真っ青な顔で震えている。

　リオンはぽつりと呟いた。

「……あれはちょっとやり過ぎだよな」

　そうして看守に向かいかけた瞬しゆん間かん、レオナに手を摑まれた。

「駄だ目めです。我が慢まんして下さいっ」

「けど……」

「あの程度じゃ命までは取られません。だから堪こらえて。この監獄で看守に逆らったら生きていけませんっ」

　そうしている間に看守は満足したようだ。

　一仕事終えたという感じで汗あせを拭ぬぐうと、看守は点呼に戻り、乱暴されていた囚人もふらつきながら列に戻った。列に並んでいる囚人たちは控ひかえ目にほっとした顔をしている。

　そこにはどこか慣れのようなものが窺うかがえた。

　どうやらこの大監獄では今のようなことが日常的に行われているらしい。

「……なるほど、確かに地じ獄ごくみたいなとこだな、ここは」

　リオンは無感情にそう呟いた。













　点呼が終わると、囚人たちは一列になって移動させられた。

　数人の看守に監かん視しされつつ、扉とびらを通り、階段を下りていく。

　そうして連れてこられたのは、広場のような開けた場所だった。

　ただし四方に石造りの監視塔が建っていて、周囲は柵さくに囲まれている。

　看守たちはそこへ囚人たちを置いてけぼりにし、どこかへいってしまった。

　おそらくは監視塔に移動したのだろう。

　看守がいなくなると囚人たちは敷しき地ち内を思い思いに闊かつ歩ぽしだした。

「自由時間です。あたしたちもどこかに座りましょう」

　レオナに連れられ、柵のそばの段差に腰こしを下ろした。

「ずっと檻おりにいるとおかしくなってしまう囚人もいるので、一日に一回こうして外に出る時間があるんです」

「外って言うけど……レオナ、ここは本当に外なのか？　少なくとも俺の知ってる空はあんな色はしてないぞ」

　リオンは頭の上を指差した。

　その空はまるで染せん料りようで塗ぬりたくったような均一な赤だった。

　夕暮れ時なわけではない。そもそも太陽の姿がどこにも見当たらなかった。

　無機質で不自然な赤い空だけが延々と広がっている。

「リオンの言う通り、厳密には外ではありません。ここは地下なんです」

「地下？」

「この監かん獄ごくが島の上に建っているのは知ってますよね？　今いる場所は、その島の内部に作られた収しゆう監かん区画です」

「空の上にいるのに地下か……滅め茶ちや苦く茶ちやな話だな」

「あたしたちは監獄の地上階のことを『地表』って呼んで区別してます。『地上』はやっぱり元いた地面の上だって思いたいから。ちなみにあの空は魔ま術じゆつで投とう影えいした空です。だから色が不自然なんだと思います」

「なるほど、あれも魔術か……」

　この監獄は細部から広域に至るまで、様々な魔術が行使されているらしい。

　どうもここでは地上での常識は通用しないようだ。

　整理しなければならないことは山ほどある。

　おそらくレオナは答えてくれるだろうが……とりあえずリオンは目の前のことをまず訊きくことにした。

「なあ、レオナ。ひょっとしてこれ、わりと簡単に逃げられるんじゃないか？」

　周囲は柵で囲われているものの、それは羊の放牧に使うような木組みと縄なわの簡素なものだ。

　監視塔には看守たちの姿があったが、しかし囚人が柵を越こえようとしたならどんなに急いでも間に合わない。

　無論、ここは空の上。しかも島の内部。

　柵を越えた程度で逃げられるとは思わないが、それにしたってあまりに杜ず撰さんだ。

　リオンの意図を汲くみとり、レオナが軽く肩かたを竦すくめた。

「新入りさんがまず最初に考えることですね。でも残念ながら柵から出ることすらあたしたちには不可能です。なんで看守たちがあんな高いところで吞のん気きにサボっているかと言うと、それで充じゆう分ぶんだから。そっちの柵を見てみて下さい」

　レオナが背後の柵を指差した。

　見ると、細い木組みの上に手のひら大の生き物がいた。

　毛玉のぬいぐるみのような可愛かわいらしい姿をしていて、その周囲には小さな星のような光が舞まっている。

「えーと、これは……混血種？」

　世界には大きく分けて二種類の動物がいる。

　在来種と混血種だ。

　在来種は馬や鳥やイノシシなど元からこの世界にいた動物たち。

　混血種はユニコーンやゴブリンやドラゴンなど『外がい殻かくの神々』の降臨以後に誕生した動物たち。混血種は強い魔術耐たい性せいを持ち、なかには魔術を行使するものもいる。

　目の前の毛玉は魔術光を舞まわせているので、混血種だろう。

　リオンの視線に気づいたのか、毛玉はくりっとした目を瞬しばたき、首を傾かしげた。

「こんにちは。こんにちは。ごきげんよう。何か御ご用ようですか？」

「しゃ、喋しやべっただと!?」

　思わず腰を浮うかせた。

　在来種であろうと混血種であろうと、どちらも動物である。そして動物は喋らない。

　ゴブリンやオークは人語に近い唸うなり声を発するが、それだって明確な言語ではない。

　なのに、事もあろうか目の前の毛玉は人語を喋り、それどころか挨あい拶さつまでしてきた。

「この子たちはミタマと言います。言わば監獄の監視役です」

　見れば、柵の上には何匹びきものミタマが点々と座っている。

　それらが一いつ斉せいにこちらを見た。

「「「はい。ミタマはお前らを監視します。逃にげたら。殺します。よ？」」」

「可愛い顔してさらっと物ぶつ騒そうだな……」

　つまり実際に囚しゆう人じんを監視しているのは看守ではなく、このミタマたちだということなのだろう。もしも逃げようとすれば、ミタマたちの魔術が飛んでくるというわけだ。

「……うん、なるほど。確かに人間が見張ってるより恐おそろしい」

「でも、逃げようとしなければこの子たちは無害ですから」

「ほほう……」

　指先で突つつくと、ミタマはくすぐったそうに「えへへ。うひひ」と身を捩よじらせる。

　描かきたいとは思わないが、なかなか興味深い生き物である。

　レオナと一いつ緒しよにミタマをいじっていると、ふいに何かが飛んできてリオンの頭に当たった。

「……？」

　拾い上げてみると、小さなサンユの実だった。

　すり潰つぶすと綺き麗れいな赤になり、女性が紅を引く時によく使われる木の実だ。

　リオンも絵具を買う金がない時にたまに使う。

　サンユの実は対面の段差から投げられたもののようだ。

　見れば、そこには十数人の囚人たちが座っていて、こちらを見てニヤニヤと笑っている。

「ふむ……」

　辺りの空気が張りつめていくのを感じた。

「……レオナ、あれは厄やつ介かいな奴やつらか？」

　サンユの実をいじりながら訊くと、頷うなずきが返ってきた。

「……はい、あたしたち４００番台の囚人を仕切っているのが彼女たちです」

「なるほど、確かにそういう雰ふん囲い気きだ」

　実は最初から奇き妙みようだとは思っていた。

　レオナたちはみな囚人服を着ている。

　だがあちらの段差にいる囚人たちだけは例外なのだ。

　彼女たちは誰も彼も綺麗なドレスを着ている。絹やシルクのショールまで羽織り、まるで王都の淑しゆく女じよのような格好だ。爪つめや髪かみもよく手入れされていて、なかにはふわりとスカートの広がった本格的なイブニングドレスの者もいる。

　その一角だけが監獄とは思えない華はなやかさに満ちていた。

「彼女たちは看守付きの囚人たちなんです」

「看守付き？」

「リオンやあたしが収監されているのは、大勢の囚人を一緒くたに管理する雑ざつ居きよ房ぼうというところです。でも特定の看守に気に入られた囚人は個別の独どく房ぼうに移されます」

「ああ、つまり看守の後ろ盾だてを手に入れた囚人ってことか」

　どこの監獄でも看守に取り入ることができた囚人は強い。

　物の便べん宜ぎを図はかってもらえることは当然、囚人同士の力関係でもトップに立てる。

　あれはそういう連中なのだろう。リオンはサンユの実を掲かかげながら言った。

「落とし物だ。返そうか？」

　すると対面からイブニングドレスの囚人が答えた。

「ええ、ちょっと手が滑すべってしまいましたの。お手数ですけど、こちらに持ってきて下さらない？」

　どうやら彼女が頭のようだ。

　手入れの行き届いた髪、綺麗に紅を塗った唇くちびる。

　監獄にいるにはあまりに不ふ釣つり合いな美しい少女だった。

　ただ唯ゆい一いつ、相応ふさわしさを見み出いだすなら、右目に海かい賊ぞくのような黒い眼帯をつけていること。

　イブニングドレスと眼帯のミスマッチさが妙みような凄すごみを感じさせる囚人だった。

「分かった。今そっちに持ってくよ」

　気軽な口調を装って歩き始める。

「さて、どうするかな」

　ここでは自分は新入りだ。

　さっきの看守ではないが、仕切っている連中が新入りに何をしたがるかはだいたい予想がつく。それが囚人ならば尚なお更さらだ。

　するとレオナが後ろからついてきた。どうやら付き合ってくれるらしい。

　歩きながら小声で尋たずねる。

「あいつの名前は？」

「囚人たちは本名を名乗りません。彼女はジャッカルというあだ名で呼ばれています」

「またずいぶん物々しいあだ名だな」

「……ジャッカルは執しつ拗ようで残ざん虐ぎやくです。淑女ぶってはいますが中身はケダモノのような人間です。後ろ盾が特一級看守だから誰だれも逆らえません。それをいいことに過去には囚人殺しだってやっている。だからリオン……」

「ん、分かってる。極力、逆らわないようにするよ」

　段差のところまでくると、リオンは真ん中に座っているジャッカルへサンユの実を差し出した。

「どうぞ。空の上じゃ木の実一つも貴重だろ？　気をつけて」

「ご親切にどうも。助かりましたわ」

　ジャッカルは手を伸のばし、しかし寸前でわざと手のひらを返した。

　サンユの実が地面に落ちる。

「あら、わたくしとしたことが。ごめんなさい、もう一度拾って下さらない？」

「お安い御用さ」

　リオンはにこやかに笑って屈かがんだ。

　途と端たん、後頭部へジャッカルの踵かかとがきた。ご丁てい寧ねいにも踵の尖とがったルイスヒールの靴くつだ。

　鈍にぶい痛みと共に体重がかかってくる。

　レオナが「何するんですかっ」と声を上げるが、リオンはそれを手で制した。

　空いた手でサンユの実を取り、ジャッカルへ再度差し出す。

「手が滑るっていうのはよくあることさ。足もまた然しかりってね。どうぞ、お嬢様」

「あらあら、そこそこ従順な新入りのようですわねえ」

　ジャッカルはそこでようやくサンユの実を受け取り、

「でもね？」

　途端、カッと両目を見開き、さらに足を踏ふみ込んできた。

　勢いをつけて何度も何度も踵が振ふり下ろされる。

「あなた馬ばぁ鹿かッですの!?　自由時間になったらいの一番に挨拶へくること！　それがわたくしへの礼れい儀ぎ！　新入りにとって絶対不ふ可か避ひのルールなんですのよ!?　分かってる!?　ねえ、あなたはそこのところ分かっているのかしら!?」

　ジャッカルがドレスの端はしを舞わせ、さらに大きく足を振り上げた。

　体勢的に首の骨を折られかねない。

　マズいと思った瞬しゆん間かん、間に入ってきたのはレオナ。

「やめて！　やり過ぎです、ジャッカル！」

　ルイスヒールの靴を振り払はらい、レオナは守るようにリオンの頭を抱だき締しめた。

「落ち着いて下さい！　挨拶にこなかったのは、お守もり役やくのあたしがちゃんと教えなかったせいなんです。だからリオンを許して……っ！」

　たたらを踏んだジャッカルをドレスの囚人たちがあわてて支える。

　取り巻きたちに体を預けたまま、ジャッカルは壊こわれた人形のように首を曲げた。

「あらまあ……あなた、もしかして今わたくしを突き飛ばしましたか？　サンサギ」

「サンサギ？」
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　リオンの疑問に答えたのは、レオナ。

「……あたしのあだ名です。三流詐さ欺ぎ師しで、サンサギ」

　ぎょろりとジャッカルの瞳ひとみがレオナを捉とらえた。

「ねえ、サンサギ。世の中にはして良いことと悪いことがありますわよね？　あなたが新入りできた時、わたくしはずいぶん可愛かわいがってあげたものです。そんなわたくしを突き飛ばすのは良いこと？　悪いこと？　ねえ、どっち？　ちゃんと教育してあげたのにもう忘れちゃった!?」

　唐とう突とつにがばっと起き上がり、ジャッカルが両手でレオナの顔を摑つかむ。

　そのまま血管が浮き出るほどの力でギリギリと締めつけ、叫さけぶ。

「身ぐるみ剝はいで！　逆さに吊つるして！　失神するまで何度も何度も叩たたいて教えてあげたのに！　この４００番台のトップは誰!?　敬うべきは誰!?　ちゃんと教えてあげたでしょう!?　なのになんで突き飛ばしたの!?　なんで!?　ねえなんで!?」

「お、おい、やめろ！」

　その異常な表情に危険なものを感じ、リオンはジャッカルの手を振り払おうとする。

　だがそれよりも一いつ瞬しゆん速く、ジャッカルが天を仰あおいだ。

　仰あお向むけに倒たおれていきそうになったところを、取り巻きたちがまた慌あわてて支える。

　そのままひどく覚おぼ束つかない口調でジャッカルは呟つぶやいた。

「あー、ダメだ。これ完全にダメですわ。わたくしね、好意を無下にされるのが一番堪こたえますの。せっかく親切心を見せてあげたのに、サンサギがこんなに悪い子だったなんて。ああ、わたくし、哀かなしくて胸が張り裂さけそう」

　そしてジャッカルはふっと手を伸ばす。天へ向かって。

「ミタマさん、おいで下さる？」

「はーい。はい。何か御ご用ようですか？」

　柵さくにいたミタマがぱっと姿を消し、星のような光と共にジャッカルの手のひらに現れた。空間転移。事も無げに行使されたが恐ろしく高度な魔術だ。

「通信申しん請せい。特一級看守のわたくしのご主人へ、首輪の解除申請をお伝え下さいな」

　そこにいたすべての囚人がぎょっとした。

　ジャッカル側の囚人ですら諌いさめるような口調になり、

「あのっ、ジャッカル様！　それはさすがに──」

「ハア？　誰に口を利きいてるんですの!?」

　ジャッカルの指先が囚しゆう人じんの目へ突つっ込まれた。

　絹を裂くような悲鳴が辺りに響ひびく。危機感を露あらわにし、とっさに叫んだのはレオナ。

「リオン、逃にげて！」

「あらあら、逃がすとお思い？　──捕とらえなさい。逃がしたら全員、目を抉えぐりますわ」

　取り巻きたちが真っ青な顔で飛び掛かかってきた。

　相手が少女たちとはいえ、多勢に無勢。二人はあっという間に羽は交がい締じめにされてしまった。

　そしてミタマが光を舞わせ、空中でターンする。

「通信完かん了りよう。通信完了。特一級看守の許可が下りました。首輪の封ふう印いんを解除します」

　この時、遅おそまきながらリオンは気がついた。

　看守付きの囚人たちは首輪をしている。一方、レオナたちにはそれがない。

　ミタマの言葉をなぞるように、ジャッカルの首輪の外装部分が外れていく。

　同時、その胸むな元もとのタトゥーが禍まが々まがしい光で輝かがやき始めた。──魔術光だ。

　リオンは思わず声を上げる。

「あんた、魔ま術じゆつ師しなのか……!?」

　魔術師とは依より代しろとなる導どう具ぐや祭さい儀ぎを必要とせず、己おのが身一つで魔術を扱あつかえる人間のことだ。だが魔術が特権化した現在、ほとんどの魔術師は王族や貴族に召めし抱かかえられ、公おおやけに姿を現すことはめったにない。

　平民にとっては、それこそ魔ま王おうや『外がい殻かくの神々』の如ごとく伝説のような存在だ。

　だがそんなリオンの驚おどろきに対し、ジャッカルは小こ馬ば鹿かにするように首を振る。

「わたくしが魔術師？　あはっ、なんという無知！　その様子ではサンサギはまだ何も説明してませんのね。まったくグズな子！　ええ、よろしいですわ新入り。よくお聞きなさい。──わたくしたちは魔術師なんて高こう尚しような存在じゃありませんことよ」

　次の瞬間、ジャッカルの胸で魔術光が弾はじけた。

　雨あま粒つぶのようになった光はジャッカルの周囲を舞まい、やがてその背後に再び集つどい、形を成した。

　魔術光によってジャッカルの背後に描えがきだされたもの、それは──一枚の絵画だった。

　毒々しい、斑まだら模様の睡すい蓮れん。

　まるで水面を侵しん食しよくするように咲さき誇ほこる睡蓮の群が空中に描きだされていた。

「なんだ、これは……っ！」

　それを見たリオンは、胸を貫つらぬかれるような衝しよう撃げきに襲おそわれた。圧あつ倒とうされたといってもいい。

　目の前で起こっている不可思議な現象にではない。

　絵具でもなく、染せん料りようでもなく、魔術光によって描かれた絵画──その圧倒的な存在感にだ。

　構図、色使い、精密性。すべてが暴力的なまでの感動を与あたえてくる。こんな絵は見たことがない。

「これが『魔王の絵画』ですわ」

「……っ!?」

「あらあら面おも白しろい顔。あなたはおかしいと思いませんでしたの？　『天空の大だい監かん獄ごく』は『魔王の絵画』を封ふう印いんせし島。けれどその実態は文字通りの監獄でしかない。その喰くい違ちがいを不思議に思ったことは一度もなくて？」

　確かに、目が覚めて最初に考えたのはそのことだ。

　地上では『大監獄は絵画の封印をしている』と言われている。

　だが実際にリオンが目にした『天空の大監獄』は『少女たちを収しゆう監かんする文字通りの監獄』だ。

「わたくしたちは『魔王の絵画』のキャンバスなのです」

　ジャッカルが語る真実に、リオンは言葉を失った。

　魔王は絵画を描えがく際、恐おそろしく不道徳なものをキャンバスに選んだ。

　それは、うら若き少女の肉体。

　魔王は少女たちの肉体に絵画を描き、彼女らの魂たましいへ魔ま力りよくを注ぎ、『生命ある魔導具』として自らの魔術を残そうとした。

　現在でも物に魔術を付加して効果を永続させる方法は行われている。鉄てつ格ごう子しやガラス球がそうだ。しかし魔王は事もあろうにそれを人間に施ほどこしたのだ。

「ゆえに、わたくしたちはここに囚とらわれておりますの。忌いまわしき『魔王の絵画』そのものという扱いでね」

　そう言ったジャッカルの瞳がふいに黄金に染まり始めた。

　ふっと左手を掲かかげると、背後の絵画が再び光に戻もどり、ジャッカルの薬指に集まる。

　そうして現れたのは、指輪。まるで魔王との契ちぎりの証あかしのように、光は指輪に姿を変えた。

　その宝石部分には、睡蓮の絵が宿っている。

「絵画一枚につき、一つ。魔王の魔術が封じられていますの。その絵画を自らの魂から呼び出し、こうして指輪としてまとうことで、わたくしたちは魔術を行使できますのよ」

　リオンは我知らず息をのんだ。

　つまりここに収監されている少女たちはみな、魔王の魔術を有しているのだ。

　世界を滅ほろぼしかけたほどの恐るべき魔術を。

　そして遅まきながら気づく。──その魔術が今、この身に降りかかろうとしている。

　講こう釈しやくはここまでと言うように、ジャッカルの顔にニタァと邪じや悪あくな笑えみが広がった。

「さあ、キャンキャン喚わめいて五体を爆ばく散さんさせなさい！」

　瞳の黄金が輝きを増し、ジャッカルの体から魔術光が溢あふれだす。

　指先に集つどった光が真っ黒な結けつ晶しように変わった。

　そして腕うでの一ひと振ふりで放たれる。

　取り巻きたちが転がるように逃げだした。

「リオン、危ない！」

　悲鳴染じみた声を上げ、レオナがリオンを突き飛ばした。

　間かん一いつ髪ぱつで結晶は通り過ぎ、背後に飛んでいくと──大だい爆ばく発はつを巻き起こした。

　砂利じやりや瓦が礫れきが舞い上がり、突とつ風ぷうに背中を煽あおられる。

　何度も地面を転がり、ようやく顔を上げ、リオンは絶句する。

「な……っ!?」

　つい先ほどまでレオナと座っていた階段状の段差。

　それが粉こな微み塵じんに弾け飛び、放射状の陥かん没ぼつができていた。まるで大たい砲ほうの一いち撃げきだ。

「わたくしに宿った絵画は作品番号４０４番、タイトルは『薄うす紅べにでない睡蓮』。込められているのは『魔力の結晶化』の魔術ですわ。使い方は色々あるけれど、今のように極限まで魔力を圧縮すると、強力な爆発を引き起こすことができますの。どう？　お気に召したかしら？」

「おかしいだろ……っ」

「何がですの？」

　リオンはふらつきながらなんとか立ち上がる。

「囚人たちがキャンバスなのは分かった。だがそれでも『天空の大監獄』が『魔王の絵画』を封じてることに変わりはないはずだ。なのに封じてるはずの絵画の力をどうして自由に扱える？」

「あら、簡単なことですわ」

　綺き麗れいに手入れされた爪つめの先で、ジャッカルはトントンと自分の首輪を叩く。

「看守の方々には限定的に絵画の封印を解く権利が与えられておりますの。なかでもわたくしのご主人は選ばれし特一級看守。ミタマを通してお願いすれば、いつでもこうして封印を解いて下さいますわ」

　ジャッカルの左手に再び魔力の結晶が出現する。先ほどより小さいが、今度は数がある。

「うふ、一撃で肉にく片へんになるのと、ゆっくりと時間をかけてミンチになるの、どっちがお好みかしらぁ？」

「……悪いが、どっちも御ご免めんだ」

「じゃあ、こうしましょう」

　あらぬ方向へ魔力の結晶が放たれた。

　どこへ投げてる？　とリオンはいぶかるが、一瞬でその顔に緊きん張ちようが走る。

　十数個の結晶が向かう先にいるのは、レオナ。

　リオン同様、最初の爆発で吹ふき飛ばされたのだろう。地面に倒れたまま、動けずにいる。

「レオナ！」

「リオン、きちゃ、ダメ……です」

　とっさに駆かけ寄ろうとするリオンを押し留とどめるように、レオナは笑った。

　自分は大だい丈じよう夫ぶだ、というように。

　──また、その笑顔か……っ。

　爆発が連れん鎖さし、レオナの小さな体が木の葉のように吹き飛ばされる。

　リオンは走り寄ろうとするが、視界の端はしでジャッカルがさらに結晶を作っているのが見えた。このままレオナのところに駆けつけても狙ねらい撃うちにされるだけだ。

「く……っ、ちくしょう！」

　断腸の思いで踏ふみ留まり、方向転てん換かん。もつれる足でジャッカル目掛けて走りだす。

　包帯から血が噴ふきだすが構わない。

　ジャッカルがもう一度レオナへ結晶を放つ前に止める！

「歯ぁ食いしばれ、クソ野や郎ろう！」

　怒いかりに染まった目で、左の拳こぶしを握にぎり締しめた。

「あらあら、お怒りですの？　男の子ですわねぇ。でも甘いですわぁ♪」

　ジャッカルが今度はこちらへ結晶を放った。

　だがリオンは鋭するどく目を細め、勢いを保ったまま紙かみ一ひと重えでそれを避よける。

「あらお上手。でも残念、そっちは囮おとりですわ」

　ジャッカルが逆の手を振ふり抜ぬいた。結晶ではなく、ただの魔ま術じゆつ光こうだ。

　禍まが々まがしい光が風に運ばれるようにリオンの左手へまとわりつき、

「──っ!?」

　そこで結晶化した。

　結晶には見た目からは想像もできない重量があり、引っ張られるように左手から転てん倒とうした。

　するとジャッカルが勝ち誇った目でこちらを見下ろし、頭を踏みつけてきた。

「ふふ、いいザマ。重くて身動きが取れないでしょう？　わたくしの結晶はこういう使い方もできますの。ちなみに爆発させるだけじゃなく、その状態から粉々に砕くだくこともできますのよぉ。今結晶を砕いたら、あなたの左手どうなると思います？」

「ご忠告痛み入るな。でも悪いんだが……」

「なんです？」

「──左手なんて知ったことかッ！」

　叫さけびながら、リオンは思いきり体を捻ひねった。

　確かに拳を振り上げることは難しい。だが振り子のように振ることはできる。

　鎖くさり付きの鉄球を投げるようなイメージだ。左手を鉄球に見立て、リオンは全体重を乗せて振り抜いた。

「は？」

　目の前で起こったことが理解できなかったらしい。ぽかんとした顔のジャッカルへ結晶化したままの左手が激げき突とつ。

「──ぁッ!?」

　潰つぶれたカエルのような悲鳴を上げ、吹っ飛ぶ。

　今度は支えてくれる取り巻きもいない。ジャッカルは顔面から地面に激突した。

　すると魔力の結晶は砂のようにサラサラと崩くずれていく。

「やっぱりか。術者の集中が途と切ぎれれば、結晶化も解除されると思ったんだ」

「な、なんで……っ!?」

「なんで分かったのかって？　昔、ブルゼン地方の鉱山でコカトリスに石化されそうになったことがあるんだ。下半身まで石にされたんだけど、間一髪、矢がコカトリスに命中したら石化は解除された。だからその時と同じ要領でいけるかもってな」

　地面に倒たおれたまま、ジャッカルが啞あ然ぜんとした顔をする。

「ば、馬ば鹿かじゃありませんの……っ!?　ただの推測でしょ！　もし間ま違ちがってたらあなたの左手は粉々に砕けてたんですのよ!?」

「右手さえ残ってれば絵は描かける」

　それだけ言い放ち、レオナの下へ駆け寄る。

　取り巻きの囚しゆう人じんたちはリオンが通ろうとすると、みな恐れるように道を開けた。

「大丈夫か、レオナ？」

「は、はは……無む茶ちやし過ぎですよ、リオン」

「君ほどじゃない。待っててくれ。すぐ止血する」

　レオナの体はあちこち火傷やけどや出血でひどい有様だった。リオンはまず服を脱ぬがせようと手をかけるが、その背後でゆらりとジャッカルが立ち上がった。

「まぐれが一発当たったくらいでいい気になってるんじゃありませんわよ……」

「……邪じや魔まをするな。こっちは忙いそがしいんだよ。まだ向かってくるっていうなら、次は本気で容よう赦しやしないぞ」

「いいからこっち向けってんですよ、このクソ馬ぁ鹿がッ！　わたくしの美しい顔を殴なぐってタダで済むと思うんじゃありませんわよぉッ！」

　レオナを庇かばうようにして、リオンは再び振り向むく。

　ジャッカルと真っ向から睨にらみ合う。

　当初こそ大人しくしているつもりだったが、もはやそんな段階ではない。

　別に自分が馬鹿にされようが頭を踏まれようが構いやしない。

　だが事がレオナに及およべば話は違う。

　あの少女は自分を介かい抱ほうしてくれ、看守や囚人のやり過ごし方を教えようとしてくれた。

　言ってみれば恩人だ。その恩人がこんな扱あつかいを受けて黙だまっていられるほど、リオン・ハイレインは腐くさっていない。

　そして何よりリオンはすでに決めていた。

　レオナをモデルに絵を描きたい。

　なのにモデルを傷つけられて黙っている奴やつがいるとしたら、そんな奴は絵え描かきじゃない。

　ジャッカルの瞳ひとみがさらに黄金に輝かがやき、リオンの左手がゴキゴキと指を鳴らす。

「ふふふふ、覚かく悟ごなさい？　グチャグチャに顔面を陥没させてあげますわぁ」

「こっちの台詞せりふだ。相手がクズなら俺は女だろうと容赦しねえぞ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気。それが今まさに弾はじけそうになった時だった。

　あまりに遅おそまきながら、看守の怒ど鳴なり声が響ひびいてきた。

「貴様ら何をやっている！　散れ散れ、騒そう動どうを起こすな！　懲ちよう罰ばつ房ぼうにぶち込むぞ！」

　数人の看守たちが囚人たちを蹴けり飛ばすようにやってくる。

「４０４番、首輪を戻もどせ！　命令だ！」

「ハア？　雑ざつ居きよ房ぼうの三級看守如ごときがこのわたくしに命令をしますの？　ガタガタ言ってるとお前らも顔面吹っ飛ばしますわよぉ」

「貴様がバルドロック殿どのの所有物だろうと規律には従ってもらう！　我々から署長へ進言することもできるんだぞ。そうなれば困るのは誰だれだ？　バルドロック殿だぞ？」

「……チッ」

　舌打ちをしてジャッカルが背を向ける。首輪が閉じ、魔術光が消えていく。

　続いて看守はリオンの方を向いた。

「貴様もだ、新入り！　初日から騒動を起こすな、馬鹿が！　そんなことでここの仕事が務まると思うなよ？」

「……ここの、仕事？」

　囚人に対して言うにはおかしな物言いだった。

　だが疑問を口にする暇ひまもなく、看守たちに追い立てられてしまう。

　一いつ瞬しゆん顔を向けると、ジャッカルもこちらを振り向いていた。

　射殺すような目で睨みながら、唇くちびるが動く。

　……必ず殺してやる、と。

　リオンは無表情で一いち瞥べつし、レオナの止血を始める。







　その後、リオンとレオナは看守に連行され、他ほかの囚人よりも先に雑居房へ戻された。

　看守から施ほどこし程度に受け取った包帯だけではレオナの傷には足りず、リオンは自分の足に巻いていた包帯を足してなんとかレオナの傷を覆おおう。

　レオナは今、ベッドで浅く息をはいて眠ねむっている。傷は酷ひどいが命に別状はなさそうだ。

　少女の寝ね顔がおを見ながら、リオンはさきほど見聞きしたことを脳のう裏りで反はん芻すうする。

「『魔ま王おうの絵画』か……」

　今思い出しても震ふるえが走るほど美しかった。

　あの圧あつ倒とう的に力強く、鮮あざやかな筆ひつ致ち。さすがに魔王と呼ばれる者だけはある、というのはおかしな感想だろうか。

　だが『魔王の絵画』が気になるのは、それだけが理由ではない。

　……似ているのだ。リオンがずっとひた隠かくしにしている、あるものに。

　革かわ手て袋ぶくろに覆われた自分の右手を見つめ、呟つぶやく。

「まさかな……」

　自分の想像を否定するように首を振った。

　するとベッドでレオナがうっすらと目を開いた。

「リオン……」

「目が覚めたか。気分はどうだ？」

「爽さわやかな目覚め……とはいかないかもです」

「何かで頭冷やそうか？」

「……うーんと、でも、たぶんもう布がないでしょう？」

「君の下着がある」

「あはは、やめときます」

　ちょうど出会った時と逆の位置だった。

　あの時、寝ねていたのはリオンだが、今はレオナがベッドで浅い呼吸を繰くり返している。

「……ごめん。俺を庇ってくれたせいでこんなことに」

「気にしないで下さい。あたしが最初にちゃんと挨あい拶さつに連れていけばこんなことにはならなかったです。……それにいつものことですから。ジャッカルたちはしょっちゅう雑居房の囚人で遊んでるんです。あたしも初めてじゃありません」

「レオナ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、別に辛つらくはありません。青せい楼ろうもそう変わらなかったですし、傷つけられたり虐しいたげられたり……いつものことです」

「馬鹿言うなよ。そんな辛いことばっかりが日常であってたまるか」

「……うーん、あ、でも楽しいこともありましたよ」

　熱に浮うかされるような遠い目で、レオナは空中に手を伸のばした。

「……舞まいを踊おどる、舞ぶ台たいの上。嫌いやなことばかりだったし、お金で作られた輝きだってことも分かってたけど、でも……舞台の上にいる時は、不思議と世界が綺き麗れいに見えました」

　それはきっと青楼で踊り子をしていた時のことだろう。

　泣きそうな顔で、弱々しくレオナは笑った。

「そっか……」

　──やっぱり君は笑うんだな。

　この少女はいつも笑え顔がおを見せようとする。でもその薄うす皮かわ一枚向こうに深い影かげがあることにリオンは気づいていた。

「よし、俺は決めたぞ」

　レオナが伸ばしたその手をリオンはそっと握にぎる。

　とても小さな手だ。両手で包み込めば、すっぽりと収まってしまいそうなほど。

　こんな小さな手から、今までどれだけ多くのものがこぼれ落ちていったのだろう。

「レオナ」

　静せい寂じやくに満ちた檻おりのなかで、少年は言った。

「──俺と脱だつ獄ごくしよう」

　少女は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をし、それからゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

「……本気ですか？」

「ああ、本気だ」

「ありがとう……」

　瞼を開くと、レオナはまた微笑ほほえんだ。

「その気持ちだけで十分です」

「レオナ、俺は──」

「リオン」

　そっと手を振ふりほどき、レオナは指先をリオンの唇に当てた。

「あなたはそんなことしなくていいんです。そんなことしなくても、あなたはここで生きていける」

　何か確信めいた言葉だった。まただ。さっき看守に仕事がどうのと言われた時と同じ違い和わ感かん。しかしそれを問う前に、鉄てつ格ごう子しの向こうから足音が響いてきた。

　点呼の時の看守だ。

　看守はリオンたちの檻の前で止まると、ひどく気安い口調で信じられないことを言った。

「リオン・ハイレイン、外に出ろ。お勤めご苦労さん。お前はこれで釈しやく放ほうだ」

「は……？」

　ワケが分からず、眉まゆをひそめるリオンの前で魔ま術じゆつ光こうが輝き──鉄格子が開かれた。







　雑居房の看守によってリオンが連れてこられたのは、署長室という場所だった。

　室内の様子はとにかく異様の一言だった。

　頭ず蓋がい骨こつを模した燭しよく台だいや動物の生皮でできたテーブルクロスなど、奇き怪かいなオブジェで溢あふれている。

　そしてそれ以上に正気を疑いたくなるのは、壁かべの両側に裸ら体たいの少女たちが立たされていることだ。

　全員、首輪をしているので看守付きの囚しゆう人じんたちなのだろう。

　だがジャッカルたちのような煌きらびやかさはなく、青あお痣あざだらけだったり、虚うつろな目で涎よだれを垂れ流していたり、まっとうな状態ではない。

　リオンの視線を感じたのか、何人かの囚人は羞しゆう恥ちを浮かべて顔をそむけた。

　しかし大半は覚おぼ束つかない表情で宙を見ている。

　リオンを案内してきた雑居房の看守はすでにいない。

　代わりに監かん獄ごくの要人と思われる二人の人物が部屋の奥にいる。

　一人はすらりと背筋を伸ばして立っている長身瘦そう軀くの男。

　もう一人は執しつ務む机に座っているロングヘアの女。

　男の方がゴホンと咳せき払ばらいをした。

「さて、では自己紹しよう介かいをしましょうか。私はバルドロック特一級看守。この『天空の大監獄』で副署長をしています。私自身は呼び名に拘こう泥でいなどしていませんが、私を呼ぶ時はバルドロック副署長と呼びなさい」

　バルドロックは神経質そうな声こわ音ねでそう言い、やや体を開くと執務机の女の方へ手をかざす。

「そしてこちらにいらっしゃるのが『天空の大監獄』の支配者、アルカマリア監獄署長です。決して失礼のないように」

　リオンは沈ちん黙もくを保った。

　いきなり釈放だと言われ檻から出されたと思ったら、大監獄のトップと思われる人間たちの前に連れてこられた。まだ事態が把は握あくできない。ここは相手の出方を見るべきだ。

　こちらの沈黙を恭きよう順じゆんの意と汲くみとったのか、バルドロックは言葉を続けた。

　それはリオンの静観を突つき崩くずすには十分過ぎる言葉だった。

「リオン・ハイレイン、今この時から貴様を『天空の大監獄』の看守に任命します。階位は二級看守から。せいぜいこの監獄のために尽つくしなさい」

「ちょっと待て……一体、どういうことだ？　あんた今、俺を看守に任命するって言ったのか？　俺はついさっきまで雑ざつ居きよ房ぼうの檻に放り込まれていたんだぞ？」

　バルドロックがピクリと眉を上げたが、答えたのは女の方──監獄署長たるアルカマリアだった。

　その髪かみは黄こう砂さのような色をしており、服装は看守のものと似ている。だが折り目正しいバルドロックのものよりずっとラフな作りで、胸むな元もとやヘソが扇せん情じよう的に露ろ出しゆつしている。

　アルカマリアはスティック型の鞭むちを手でいじりながら言った。

「新入りの看守がきたらまずは雑居房に放り込むのがここの仕し来きたりだ。おかげでこの監獄がどういうものか肌はだで分かっただろう？　感謝するがいい」

　一瞬、啞あ然ぜんとした。しかしすぐに猛もう然ぜんと声を荒あらげる。

「感謝だって？　こっちは危あやうく殺されかけたんだぞ！」

「口を慎つつしみなさい、馬ば鹿か者！　署長に対してなんという口の利きき方か！」

　バルドロックが足音高く近寄り、リオンを殴なぐり飛ばした。

　不意打ちを喰らって床ゆかに倒たおれたリオンへ、バルドロックは署長を称たたえるように手を広げ、

「署長は言わばこの監獄の女王！　本来ならば二級看守の貴様如ごときが口を利ける方ではありません。弁わきまえなさい！」

「だから俺が看守ってどういうことだよ!?」

「貴様は選ばれたのだ」

　アルカマリアが口元に扇情的な笑みを浮かべる。

　そして合図のように鞭を一ひと振ふりすると、バルドロックが執務机の方へ戻もどり、背後のカーテンを開いた。

　すると西日が差し込み、リオンは思わず目を眇すがめた。だが次の瞬しゆん間かん、目を奪うばわれる。

　空だ。魔術で投とう影えいされた空ではない、本物の夕焼けである。

　何度か階段を上がって署長室に連れてこられたのだが、いつの間にか島の地上階──レオナの言っていた『地表』にきていたらしい。

　だがリオンが目を奪われたのは、夕焼け空にではない。

　──氷のように透すき通った塔とう。

　署長室の窓から、恐おそろしく美しい塔が見えた。

　塔はその身に夕焼けの光を幾いく重えにも反射させ、宝石のようにきらきらと輝かがやいている。

「あれは『天空の大監獄』の中心、氷ひよう珠ずの塔だ。あそこに住む『塔の住人』に我々は選ばれたのさ。貴様も、バルドロックも、そして署長たるこの私もな」

「『塔の住人』……？」

「『外がい殻かくの神々』さ」

「……っ、実在していたっていうのか？」

「おとぎ話の存在だとでも思っていたか？」

　数百年前に魔ま王おうを打ち斃たおした『外殻の神々』。

　その姿は実に様々な形で人々に伝えられている。

　ある時は天てんを衝つくような巨きよ人じんの姿で描えがかれ、またある時は空の一点に輝く星のような姿で語られる。

　この目で『魔王の絵画』を目にした直後ではあるが、古いにしえの神々が実在すると言われると驚おどろきを禁じ得ない。だがこの監獄署長が次に口にした言葉は、さらに信じ難がたいことだった。

「彼らはおとぎ話の存在ではない。れっきとした人間だ」

「人間、だと……？」

　輝く塔を背にし、そうだ、とアルカマリアは頷うなずいた。

「『外殻の神々』の正体は人間だ。ただし彼らは異世界からやってきた」

　鞭の先せん端たんが氷珠の塔を指し示す。

「この世界が滅ほろぼされようとした時、彼らは異世界からやってきた。魔王を打ち斃すためにな。そして数百年が経たった今なお、あの氷珠の塔から世界を見守っている。まあ実際、あそこにいるのが『外殻の神々』本人たちなのか、それともその子孫たちなのかまでは私も知りはしないがな」

　窓まど際ぎわのバルドロックが言葉を引き継ついだ。

「この『天空の大監獄』は彼らの世界の監獄をモデルにして築かれています。地上の監獄との違ちがいは貴様も多少なりとは感じていたでしょう？」

　確かにここにきた当初から、まるで異国に迷い込んだような気持ち悪さがあった。

　それはこの監獄が異国どころか、異世界の監獄を模して作られたものだかららしい。

「『塔の住人』は世界のすべてを知覚している。そして時折、新たな看守や囚人を指名するのだ。それを私が地上に伝えると、近衛騎き士し団をはじめとする王都の戦力が問答無用で捕ほ縛ばくし、この空へ送ってくるという寸法だ。すべては神の意志。誰だれも逆らえんし、逆らわん。その絶対的な命令の下、貴様はここで看守になることが決まったのだ」

「……冗じよう談だんじゃない。神に選ばれたから俺はここにいるっていうのか……？」

「そうだ。その通りだ」

　リオンの言葉は揶や揄ゆであったが、アルカマリアは真顔で頷いた。

　その表情にはある種の真実味があった。

「……一つ教えろ。なんで俺なんだ？」

「誰にも分からん。神のみぞ知ることだ」

　わずかの間、沈黙が下りる。それを慇いん懃ぎんな口調で破ったのはバルドロックだ。

「ちなみに一度この監獄にきたならば、何なん人ぴとたりとも地上に戻ることは赦ゆるされません。囚人は当然のこと、看守であっても例外ではない」

「一生ここで過ごせってことか？　これから死ぬまでずっと？」

「安心しろ。すぐに慣れる」

「慣れる？　この掃はき溜だめみたいな環かん境きようにか？　俺は御ご免めんだ」

「ふふ、心配するな。貴様が思っているよりこの大監獄はとても楽しい」

　アルカマリアの鞭が鋭するどく執務机を叩たたいた。壁かべ際ぎわの少女たちがビクッと震ふるえる。

　同時、アルカマリアが呪じゆ文もんのようなものを口ずさんだ。その左手のブレスレットが光を放ち、呼応するように少女たちの首輪の外装が外れていく。

「第一封ふう印いん、解除」

　途と端たん、少女たちのタトゥーが輝き、その背後に魔術光の絵画を形作った。

　ジャッカルの時のように指輪になりはせず、絵画は空中に存在し続ける。

　人面の実をつけた奇怪な大樹、六本の腕うでを持つ髑どく髏ろの騎士、天に昇のぼろうとする蛇へび……いくつもの絵画が署長室を彩いろどった。

　あまりにも壮そう観かんな光景にリオンは思わず言葉を失う。

　その様子を見て笑えみを濃こくすると、アルカマリアは立ち上がった。

「『魔王の絵画』は全部で６６６枚。それぞれの絵画は描かれたテーマに応じて自らキャンバスを選ぶ。私が見たところ『魔王の絵画』はキャンバスの罪や穢けがれを求めて宿ることが多い。つまりだ、これらの絵え柄がらはこいつらの心の醜みにくさそのものというわけだ。見ろ、こいつらの顔を。裸体を見られるよりも絵画を見られることに羞恥を感じているだろう？　私はそういう囚人が好きでな。積極的に集めている」

　アルカマリアの言う通り、少女たちはさっきよりもずっと辛つらそうに唇くちびるを嚙かみ締しめていた。

　意識が定さだかでなさそうな者たちさえ、低く呻うめいたり小刻みに顔を震わせて不快さを露あらわにしている。

　リオンはとっさに無表情になろうと努めた。

　絵え描かきとして、絵画から受ける感かん銘めいを否定することはできない。だがそれで彼女たちを傷つけることは間ま違ちがっている。

　意識を切り替かえるために疑問を口にした。

「集めてるってのはどういう意味だ？」

「素す晴ばらしい質問だ。私の言こと葉ば尻じりをよく聞き留めたな。ご褒ほう美びに教えてやろう。この監かん獄ごくにおいて、私は部下たちが囚しゆう人じん共をコレクションすることを奨しよう励れいしている」

　囚人である少女たちは、人間である前に『魔王の絵画』として扱あつかわれている。

　絵画は魔ま術じゆつの強力さや見た目の美しさによってランク付けがされており、より高品質の絵画を持つ看守には署長によって一定の地位が約束される。

　よってこの監獄では囚人の売り買いやトレードを日常的に行っているらしい。

「当然、自分の所有物とした囚人は好きにしていい。犯おかすもよし壊こわすもよし、望むようにして構わん。なあに『魔王の絵画』に見み初そめられるだけあって、こいつらはほとんどが地上で実際に罪を犯した罪人ばかりだ。心を痛める必要はない」

　コツコツコツとブーツを鳴らして歩いてくると、アルカマリアは囚人の一人の前に立った。

「ちなみに私は絵柄に準じた形でこいつらを弄なぶるのを趣しゆ味みにしている。具体性のある絵柄は肉体的に、抽ちゆう象しよう的な絵柄は精神的に、という具合だ。たとえばこいつは分かりやすい。作品番号２４２番、タイトルは『ひび割れた静物』。絵柄は見た通り、亀き裂れつの入った陶とう器きやグラスだ。こういう場合は、極きわめて単純に肉体へ亀裂を入れてやる。こういうふうにな！」

　鞭がしなり、少女の肌を引き裂さいた。くぐもった悲鳴が署長室に響ひびき渡わたる。

「おい、やめろ！」

「気にするな、これは私の所有物だ」

「そういうことじゃない！」

「ああ、封印の心配か？　案ずるな。囚人が死んでも『魔王の絵画』はまた新たなキャンバスを捜さがして宿る。我らはそこにまた封印を施ほどこし、収しゆう監かんする。世界に危機は訪おとずれない」

「だからそういうことじゃない……っ！」

「だがそいつは人殺しだぞ？　元は給きゆう仕じ人だったらしいがな。地上にいた頃ころ、遊び半分に毒を盛って立て続けに主あるじを三人殺してる」

「は？」

　啞然として振り返る。すると少女は後ろ暗いことがあるかのように目をそむけた。

　罪人だからってひどい目に遭あっていいとは思わない。

　だがどうしても勢いを削そがれてしまう。

　それを見て、さて、とアルカマリアが肩かたを竦すくめた。

「二級看守の貴様には、まずは雑ざつ居きよ房ぼうから一人、気に入った囚人を与あたえてやる。自由時間に何人もの囚人を見たはずだな？　貴様にすり寄ってきた囚人でもいい。貴様を軽かろんじた囚人でもいい。好きな囚人を貴様の独どく房ぼうに移し、飼い殺せ」

　……ああ、そうか。

　レオナが言っていた意味が今、やっと分かった。

　脱だつ獄ごくなんてしなくてもリオンはここで生きていける、と彼女は言った。

　もしもここで生きるなら、欲よく望ぼうのまま少女たちを自由にできる。しかも相手は罪人なのだと自分に言い聞かせれば、良心の呵か責しやくを感じることもない。

　看守にとってこの監獄は、天国なのだ。

「……もしもそれでも看守にならない、って言ったらどうする？」

「そう言うのは貴様の自由です」

　ぽつりとこぼすようにリオンが言うと、バルドロックが歩み寄ってきた。

「けれど、その前に良いことを教えてあげましょう。自由時間に貴様が殴なぐり飛ばした、囚人４０４番を覚えていますか？」

　囚人４０４番。殴り飛ばしたという事実と、４０４番という番号から察するにジャッカルのことだろう。

　バルドロックの両手がリオンの肩を摑つかんだ。

「あの４０４番は私の所有物です。まったく可か哀わい想そうに、お人ひと好よしなあの子は頰ほおを腫はらして泣いています」

「へぇ……」

　あのジャッカルにお人好しなんて要素があっただろうか。

　少し考えた後、リオンはある答えに行き着いた。それを腹の底に留とどめ、肩を竦める。

「怒おこってるのかい、副署長？」

「まさか。おもちゃを叩かれた程度で怒るようでは副署長の任は務まりません」

　そう言いつつ、両りよう肩かたを摑む腕にギリギリと力が込められてくる。

「ただ面子メンツの問題はある。いいですか、リオン・ハイレイン。貴様が看守となり、私たちの部下となるならば、まあ水に流しましょう。しかしもしも拒きよ否ひするのならば、私は貴様を自由にして良いと署長から許可を頂いている」

　……飴あめと鞭むちってわけか。

　もしも看守になることを受け入れれば、一生少女たちを慰なぐさみ者にして生きていける。

　だが逆に断ろうとすれば、この副署長からなぶり殺しにされるという寸法だ。

　リオンは決断を迫せまられた。

「そうだな……」

　バルドロックに肩を摑まれたまま、リオンは小さく吐と息いきをはいた。

　どんなに考えようが、そもそも選せん択たく肢しなんてない。

「アルカマリア署長。バルドロック副署長。決めたよ。俺は──」







　それから一時間ほど経って、リオンは雑居房に戻もどってきた。

　鉄てつ格ごう子しをくぐり、レオナの寝ねているベッドのそばで膝ひざを折る。

「リオン……」

　レオナが静かに瞼まぶたを開いた。どうやら起きていたようだ。

「看守になったんですね」

「ああ、なったよ」

　今、リオンは制せい帽ぼうを被かぶり、体には制服、足にはブーツを履はいている。

　右手の革かわ手て袋ぶくろは健在だが、左手には術式を制せい御ぎよする銀細工のブレスレットをつけている。

　どこからどう見ても、立派な看守の出いで立ちだ。

　署長と副署長の言葉を受け入れ、リオンは看守となった。

「俺がこの監獄に連れてこられたのは看守としてだったこと、レオナは最初から知ってたんだな」

「囚人になるのはキャンバスたる少女たちだけです。それに新入りの看守が雑居房に放り込まれるのは、いつものことですから」

　雑居房の三級看守やジャッカルはレオナのことを『今回のお守もり役やく』と言っていた。

　新入りが放り込まれる檻おりの囚人をそう呼ぶのだろう。

「リオンは何級看守なんですか？」

「二級だ。雑居房から一人、囚人を所有物にしていいと言われた。俺用の独房も用意してもらえるらしい」

「良かった。たまに署長の機き嫌げんを損そこねて閑かん職しよくの三級にされる人もいますから。……でも自由時間にもっと他ほかの囚人を紹しよう介かいしてあげればよかったです」

「その必要はないよ。俺の独房に連れていく囚人はもう決めてる」

　リオンは制服のポケットから首輪を出した。

　これを囚人に嵌はめることで魔術認にん証しようが行われ、その囚人を所有物──リオンの手持ちの絵画として決定できるのだそうだ。

　ちなみにそれぞれの囚人番号は、絵画の作品番号をそのまま付けたものらしい。

「ひょっとしてなんですけど……その首輪、あたしにくれるんですか？」

「ああ、そのつもりだ。……でも、その前に一つだけ訊きかせてほしい。レオナ」

　そして、リオンは尋たずねる。極めて自然な口調で、しかしはっきりと確信を帯びた声で。

「──どうしてジャッカルを裏切ったんだ？」

「え……」

　ベッドの上で、レオナが両目を見開く。リオンは続けた。

「さっき副署長がジャッカルのことを『お人好し』って言ったんだ。あのジャッカルをだ。身内の贔屓ひいき目めにしても不自然な言葉だろう？　それで思い出したんだ。ジャッカルもあの時、不自然な言葉を言っていた。『せっかく親切心を見せてあげたのに』ってね」

　似合わないはずの『お人好し』という言葉。そして『親切心』という言い回し。

「それで俺はこう思った。ひょっとしてジャッカルはあの時、誰だれかに頼たのみごとをされていたんじゃないか、って。『親切心』で頼みごとを受けて、結果殴られることになった。だから『お人好し』なんだ」

「…………」

「で、実は他にも気になってたことがある。レオナはどうして、俺にジャッカルへ挨あい拶さつさせることを忘れていたのかってことだ。最初にここで看守が点呼を始めた時、レオナはいち早く警けい戒かいしてくれた。そんな君がジャッカルみたいな危険人物へのお伺うかがいを忘れるだろうか？　──で、ピンときた。レオナもあの時、不自然なことを言っていた」

　リオンは静かに少女を見る。

「俺をジャッカルから庇かばってくれた時、君は『やり過ぎです、ジャッカル』って言ったな？」

　レオナが目を逸そらした。リオンは構わず続けた。

「おそらく、君とジャッカルは最初から何か取り決めをしていたんだ。でもそれは決けつ裂れつし、ジャッカルは暴れ、最終的に俺にぶん殴られることになった。だから副署長は『お人好し』なんて言ったんだ。……違ちがうかい？」

　レオナは黙だまって目を伏ふせていた。リオンはただ待った。

　だがいくらもしないうちに、少女は盛大にため息をついた。

「あちゃー、バレちゃいましたか」

　ぺろりと舌を出し、ベッドから傷だらけの体を起こす。

　そして、大人びた仕草で髪かみをかき上げた。

「正解ですよ。あたし、実はジャッカルと取引してました」

「どういうことか、教えてくれるな？」

「ええ。そもそもの始まりは、あたしが今回のお守役になれたところからです」

　レオナ曰いわく、雑居房の囚しゆう人じんたちにとってお守役は千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだそうだ。

　新入りの看守に上手うまく取り入ることができれば、彼女たちは看守付きになって雑居房から抜ぬけ出すことができる。

　お守役の任は持ち回りだが、なかなか順番は回ってこない。

　だからレオナにとって今回のことはまたとない機会だったらしい。

　署長室での惨さん状じようを見れば、看守付きになることは必ずしも幸福だとは限らないが、最も身近な看守付きがジャッカルであるレオナたちにはやはり希望に見えるのだろう。

　晴れてお守役の任を摑んだレオナだが、一つ問題があったらしい。

　これまでの傾けい向こうを見ると、新入りの看守たちは最終的に性的な魅み力りよくのある囚人を選ぶのだそうだ。

「なんていうか、あたしはその辺ちょびっとだけ自信がないので……」

「なるほど、よく分かる」

「ハッキリ頷うなずかないで下さいっ。まだ成長途と中ちゆうなんです！」

　小さな胸を隠かくして叫さけぶ。まったくと唇を尖とがらせ、すぐに咳せき払ばらい。

「だからあたしは一計を案じることにしました。幾いくばくかの蓄たくわえを元手にジャッカルへ取引を持ちかけたんです。新入りに難なん癖くせつけにきて下さいって。リオンがジャッカルに絡からまれて困ってるところに、あたしが駆かけつけ、丸く収めるって筋書きです。下半身の事情より世よ渡わたりの才が必要と知ったあなたはあたしを選び、あたしは見事に雑居房を脱だつ出しゆつ。ついでに今後の主導権もゲット、っていう作戦でした」

　話を聞き終え、リオンは「ふむ」と頷いた。

「良い作戦だったと思う。成功してればだけどな」

「まー、大失敗でしたね。苛いじめだすと熱中するジャッカルの性せい癖へきを読み切れませんでした。反省です。あーあ、リオンはいいカモだと思ったんだけどなぁ」

　レオナは大げさに肩かたを落とす。もはや何一つ取り繕つくろう様子はない。

「全部が全部、演技だったわけか？　下着を氷ひよう囊のうにしたのも含ふくめて」

「そーですよ？　恥はずかしがる姿とか可愛かわいかったでしょう？」

　レオナはベッドの上でぺろんとスカートを捲まくった。

　リオンは「大した役者だ」と肩を竦すくめる。すると、

「──あたしね、噓うそつきなんです」

　唇に指を当て、レオナは秘密を打ち明けるように囁ささやいた。

「あたしのあだ名、覚えてますか？　三流詐さ欺ぎ師しで、サンサギ。青せい楼ろうにいた頃ころ、お姉さんたちの手て駒ごまになってよく使いっ走りをやってたんです」

　青楼はよく『権けん謀ぼう術じゆつ数すうの渦うず巻まく魔ま窟くつ』と言われるが、実際その通りだったらしい。

　浮うき世よのしがらみは門の外に置いてくる、というのが青楼でのルールだ。

　なので客同士、対たい抗こう勢力や商売敵がたきが隣となりの部屋で遊んでいるなんて事もザラにある。

　そこで踊り子たちの出番だそうだ。

　彼女たちはベッドのなかで有益な情報を入手し、それを特定の客に売りさばく。

　レオナがやらされていたのはその逆パターン──客から金をもらい、噓の情報を流してまわる、という仕事だ。

　前座の踊り子は客の部屋を行き来する。レオナは分別を知らない子供の振ふりをして、あの手この手で虚きよ偽ぎを振りまいていた。

　ある意味では情報屋とも言えるだろうが、すべてが巧こう妙みような噓であり、最終的に詐欺師として捕つかまったのも納なつ得とくできる話だそうだ。

「『前のお部屋でこんなお話を聞きましたぁ』って言うと、偉えらい人ほど簡単に信じてくれるんです。おかげで生き馬の目を抜くような青楼でもあたしはなんとか生かしてもらえました。噓をつくのがあたしの処世術です。生きるためなら呼吸のように噓をつき、誰彼構わず騙だましてまわります」

　けれど、そのうち終わりがきた。

　誰がヘマをして、どこで尻しつ尾ぽを切られたのかは分からない。

　でも最終的に裁判台に立たされたのは、レオナだった。

　そうして『天空の大だい監かん獄ごく』に送られたんです、と笑ってレオナは囚人服の胸むな元もとを開く。

「『魔ま王おうの絵画』はね、キャンバスの罪や穢けがれに魅ひかれて宿るんだそうです」

　細い指先で示したのは、胸元の紋もん様よう。

　リオンはこの一時間で副署長から簡単に魔ま術じゆつの概がい略りやくを説明されている。

　囚人たちの胸元のそれはタトゥーではなく『呪じゆ印いん』と呼ばれる魔術的な刻印だ。

「あたしに宿った絵画は作品番号４８８番『霧む海かいの騙し絵』。封ふうじられているのは、霧によって人々を惑まどわす魔術です。人を騙して生きるあたしにピッタリでしょう？」

「ああ、確かによく似合う」

　リオンが頷くと、レオナは形のいい眉まゆを寄せて苦く笑しようした。

「きっぱり言いますね」

「俺は噓は得意じゃないんだ」

「でしょうね。だからあたしも見み抜ぬかれた。あたし、きっと正直者には勝てないんです。あーあ、上手くいくと思ったんだけどなぁ」

　大げさな顔をしてレオナはうなだれる。そこでリオンは「いやいや」と手を振った。

「最終的には上手くいったじゃないか。だって俺が独どく房ぼうに連れてくのは君なんだから」

「……はい？」

　首輪を差し出すと、レオナはぽかんとした顔でこちらを見上げた。

「……え、なんで？　だってあたし、あなたを騙そうとしたんですよ？」

「ああ、そうだな」

「それでなんであたしを迎むかえ入れるんですか」

「だって結局、俺を庇ってくれたじゃないか。そんなボロボロになってまで」

「それはただ寝ね覚ざめが悪かっただけですっ。あのまま死なれたらあたしが殺したみたいだから！」

　少女が指を突つきつけてくる。

「よく考えて下さい！　あたしは魔王に魅み入いられるくらい、噓が染しみついてるんです。きっとまたあなたを騙しますよ？　それでもいいって言うんですか？」

「そう！　実はそこが一番気に入ったんだ」

「はい？」

「よく聞いてくれ、レオナ」

　リオンは真っ直すぐに少女の目を見る。

「綺き麗れいなだけの人間なんて面おも白しろくない。かといって汚きたない人間を描えがいてもつまらない。心こころ惹ひかれる面と忌き避ひされる面、両方合わせて初めて美しい絵が生まれるんだ。清せい濁だく併あわせ持もってこそ、絵は完成する。君は俺を騙し、俺を助けた。君は清濁併せ持った人間だ。分かるか？　君は俺に描かれるべき人だ」

「え？　や、えーと……なんの話？」

「俺はレオナをモデルに絵を描きたいんだ」

「……は？」

　啞あ然ぜんとしているレオナの手を取り、ぎゅっと握にぎり締しめる。

「君は噓をつく。生きるために人を騙す。時には自分すら騙すのだろう。でもそんな噓にまみれた霧のなかで、ふいに誰かを助けるために手を伸のばす。その矛む盾じゆんが美しい。俺はそんなレオナが描きたいんだ！」

「ええと、あー……」

　手を握られたままレオナは天てん井じようを見上げた。そのまま考えを巡めぐらすように押し黙る。

　やがて再びこちらを向いた時、その顔にはありありと呆あきれの色が浮うかんでいた。

「あなた、頭おかしい人ですね」

「なぜ理解してくれない!?」

　リオンは、なぜだ、と頭を抱かかえた。

　絵のことを語る時、リオンはいつも誠心誠意真心を尽つくして説明する。

　なのに、なぜかそれが理解されたためしは一度もない。時代はいまだにリオンの感性に追いつかないのである。

「だっておかしいですよ。それじゃあまるで、またあたしに騙されても構わないって言ってるみたいです」

「構わない。何度騙されようが、何度でも俺は君を赦ゆるす」

「や、だからそれが頭おかしいって──」

「いいんだ」

　少女の疑問を消し飛ばすように、リオンは力強く頷いた。

「正しいだけの人間なんてクソ喰らえだ。噓つきで、狡ずる賢がしこく、でもお人ひと好よしな君がいい。俺はありのままのレオナが好きなんだ」

「……っ」

　なぜか少女は虚きよを衝つかれたような顔をした。

　素す晴ばらしいモデルだと絶賛したつもりだったのだが、レオナはなぜか頰ほおを赤くして俯うつむく。

「……馬ば鹿かな人」

「ん？　なんだって？」

「あたしの敗まけです、って言ったんです」

　顔を上げたレオナは、今度は笑っていなかった。

　少し怒おこったような表情で唇を尖らせる。

「分かりました。どうぞ煮にるなり焼くなり犯おかすなり絵に描くなり好きにして下さい」

「え、本当に？　いいの？」

「いいですよー。あたしはリオンに逆らいません」

「じゃあ脱だつ獄ごくするからそれも付き合ってくれる？」

「はっ!?　いや、いやいやいや！」

　物もの凄すごい勢いで首を振り、レオナは言った。

「ほ、本気ですか？」

「ああ、本気」

　リオンは気負いなく言い切る。途と端たん、悲鳴染みた声が飛んできた。

「馬鹿言わないで！　看守はこの監獄にいる限り一生楽して生きていけるんですよ？　それに『天空の大監獄』で脱獄を成し得た者なんて一人もいません！　それは文字通りの命いのち懸がけになります！」

「確かに囚人だけなら脱獄は難しいかもしれない」

　でも、と言って唇くちびるをつり上げる。

「俺は看守だ。囚しゆう人じんだけでやるより成功率は跳はね上がらないか？」

「まさか……そのために看守になったんですか!?」

　つぶらな両目が、信じられない、と見開かれる。リオンは力強く頷うなずいた。

「ここじゃ俺の求める絵は描けない。だから出るんだ」

「…………」

「嫌いやか？」

「なんか関かかわっちゃいけない人に関わっちゃった気がしてます……」

　ぐったりと頭を垂れるレオナ。リオンが再び「ダメか？」と訊きくと、地の底から響ひびくようなため息と共に、少女は顔を上げた。

「ハァ、仕方ありません。乗りかかった船です。どこへなりともお供しますよ、看守様」

「良かった！　断られたらどうしようかと思ってたんだ」

「当然、あたしも外に連れ出してくれるんですよね？」

「もちろんさ」

　すると彼女はすっとこちらへ首を向けた。

「ならば証あかしを下さい。その冷たい首輪をあたしに嵌はめて」

　リオンは「よし」と首輪を手に取り、銀細工のブレスレットへ呪じゆ文もんを唱えた。

　首輪が淡あわい魔術光を帯び、それをレオナの細い首へそっと嵌め込む。

　ガキンッとロックがかかり、首輪が完全にセットされた。

「これで君は俺の絵画だ。でも俺は──」

　君を所有物扱あつかいなんてしない、と続けようとした言葉を指で遮さえぎられた。

「もう形だけの言葉なんていりません。あなたはすべてを行動で示してくれればいい。代わりにあたしが言葉を紡つむぎます。リオン──」

　そっとリオンの唇へ指を這はわせ、少女は誓ちかいの言葉を口にした。

「今この時からあたしはあなたに付き従い、心からあなたのことを愛します。あたしの粗そ末まつな命と、この冷たい首輪にかけて」

「えっ」

　思いがけない告白にリオンは目を瞬しばたいた。だがその途端、

「あ、もちろん噓うそかもしれませんよ？　なんせあたしは噓つきですから」

　レオナはイタズラっぽく微笑ほほえんだ。







　二章




　混血種について説明しようとするならば、『魔術を使う動物』と言えば概おおむね間ま違ちがいはない。

　最初に混血種をこの世界に生み出したのは『外がい殻かくの神々』だった。

　神々は虎とらや狼おおかみといったこの世界の動物たち──在来種と呼ばれている──と自らの力を交配させ、人間の友となる混血種を生み出した。

　それらの混血種は騎き士しの乗るユニコーンのように、現在でも人に寄り添そって生きている。

　だが逆に魔王が生み出した混血種もいた。

　魔王の混血種は本能的に人間を敵視する。ゴブリンやオーク、コカトリスなどがそうだ。

　魔王亡なき今となっても、それらの混血種は人間の国へ侵しん攻こうを繰くり返している。

　そんななか王都では近衛騎士団が獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せ、混血種たちの侵攻を食い止めていた。

　宝ほう剣けんアスカロン・ジータを振ふるう飛ひ燕えんの騎士、キリカ・スワロウテイルもその一人だ。

　彼女は王都を守る英えい雄ゆうとして、人々から圧あつ倒とう的な支持を受けている。

　絵え描かきの少年が監かん獄ごく送りになってから、半年の時が過ぎていた。

　王都の平和は今日も揺ゆらぐことなく、国境での防衛戦に勝利したキリカは王立近衛騎士団・第四隊を率い、名めい誉よの凱がい旋せんをしていた。

　大通りには平民たちが詰つめかけ、城じよう門もんをくぐるユニコーンの騎き馬ば隊に惜おしみない声せい援えんを送っている。キリカはブロンドの髪かみをかき上げ、背後の部下たちを振り返る。

「さあ、みんな！　誇ほこり高く手を振りましょう。民たみの称しよう賛さんに応こたえるのも騎士の務めよ！」

　疲ひ労ろうの色など微み塵じんも見せない騎士長の胆たん力りよくに感服し、部下たちも手を振って民の声援に応えた。

　キリカほど人々から信しん頼らいを得ている騎士はいない。

　来年には史上初の女大騎士長へ推挙されるのではないかという噂うわさもある。

　キリカ・スワロウテイルの往ゆく道は、常に栄光に満ちていた。

　──だが、その栄光はこの日、唐とう突とつに終わりを告げる。

　城に帰き還かんしたキリカを待っていたのは、完全装備の守衛兵。

　そして、鉄の枷かせだった。







「これはどういうこと!?　わたしが何をしたっていうんです!?」

　両りよう腕うでを拘こう束そくされ、鎧よろいも脱ぬがされ、サーコートだけとなったキリカは周囲へ批難の声を上げる。

　ここは高等法院の一室だ。上層階級の者へ罪を問う、裁判所の役目を担になった場所である。

　壁かべには王家の旗が飾かざられ、議会席には元老院の貴族たちが座っている。

　キリカの背後に控ひかえているのは、屈くつ強きような守衛兵たちだ。王に仕える騎士たちとは違ちがい、彼らは元老院直下の兵たちである。

　城に凱旋した途端、キリカは問答無用で捕ほ縛ばくされ、こうして高等法院へ連行された。

　まるで罪人のような扱いだ。まったくワケが分からない。

　もちろんキリカには後ろ暗いことなど何もない。

　王に忠誠を誓い、平和のために剣けんを振るい続けてきた半生に、このような処しよ遇ぐうを受ける謂いわれなどあろうはずがない。

「まあまあ、落ち着きたまえ。キリカ・スワロウテイル。あまり取り乱しては飛燕の騎士の名が泣くぞ？」

　そう言って議会席から下りてきたのは、初老の男だった。

　皺しわ一つないテイルコートにステッキ、片目にはモノクルを嵌めている。

　ウォーガルド議会長。キリカも嫌というほど面識がある。元老院のまとめ役をしている大貴族だ。

「気分を落ち着けるために紅茶でも飲むかね？　グランドル地方で採れた良い葉がある。ああ、しかし枷のついた手では飲めないな。これは失礼」

　ウォーガルドの揶や揄ゆに反応し、議会席から嘲ちよう笑しようが洩もれた。

　……なんなの、この雰ふん囲い気きは？

　元老院は王への助言機関であり、王直属の騎士たちとは何かと対立が多い。

　今までも当て擦こすり程度は日常茶さ飯はん事じだったが、ここまであからさまな態度は初めてだ。

　誰だれもがキリカを侮あなどり、蔑さげすみ、笑いものにしようとしている。まるで見み世せ物もの小屋に立たされているような気分だった。

「実は君には今、一つの嫌けん疑ぎが掛かかっている」

「嫌疑ですって？」

「ここ数日、王都で火つけ騒さわぎが起こっていてな。上級貴族の屋や敷しきばかりを狙ねらった卑ひ劣れつな行こう為いだ。君に掛かっているのはこの嫌疑さ。つまり連続放ほう火か魔まではないか、と君は目されているわけだ」

「……みなさん、本気で仰おつしやっているの？」

　キリカは国境での防衛戦を終え、つい先ほど帰還したばかりだ。

　ここ数日の放火などできるはずがない。

「冗じよう談だんにしてもひどい侮ぶ辱じよくです。王陛下から賜たまわった宝剣に誓ってわたしは潔白よ！　王立近衛騎士団・第四隊騎士長として正式に抗こう議ぎするわ！」

「君の宝剣はもう手元にないだろう？　捕縛した時に守衛兵が没ぼつ収しゆうしているのだから」

　議会席からどっと笑いが洩れた。ウォーガルドがわざとらしく首を振る。

「キリカ・スワロウテイル、君はもう騎士ではないのだよ」

「一体なんの権利があってあなたたちは──」

　ウォーガルドの枯かれ枝えだのような指が天てん井じようを指し示した。

「『天空の大監獄』から通達がきたのだ。『魔ま王おうの絵画』のキャンバスと成り得る人物が新たに判明したゆえ審しん判ぱんを行え、とね。──そう、君のことだ」

「な……っ!?」

　思わず息をのむ。

「こ、このわたしが『魔王の絵画』のキャンバスにですって!?　そんなことあるわけないでしょう!?」

　平民には知らされていないが、『魔王の絵画』は若い少女をキャンバスとして存在している。

　そして厄やつ介かいなことに『魔王の絵画』が好むような少女が地上にいると、あたかも少女を求めるように絵画が暴走することがあるという。そのため、キャンバスに成り得る少女が判明すると、監獄は先んじてそれを収しゆう監かんするため、捕縛の命を下してくるのだ。

　また捕縛の対象として、少女以外の者──男や妙みよう齢れいの女性が指名されることもある。

　これは監獄の看守として働かせるためだ。大監獄は地じ獄ごくのような環かん境きようゆえ、そこで働く人間もまた罪人から選ばれるらしい。

　どちらにしろ、キャンバスとなるのは魔王が好むような不ふ浄じような魂たましいを持った少女である。

　自分がそれに該がい当とうすることなどありえない。キリカは大声で否定しようとする。

　だがそこでウォーガルドが心底愉ゆ快かいそうに唇を曲げた。

「キャンバスの審判を下しているのは『天空の大監獄』だ。我々にはその是ぜ非ひを判ずる術すべなどない。そうだろう？」

「……っ」

　その指し摘てきには二の句が継つげなかった。

『天空の大監獄』が命を下し、王都が従う。その図式は古いにしえからの仕し来きたりとなっている。

　だが、実際『天空の大監獄』がどんな場所で、誰が運営しており、どのような基準でキャンバスを見つけているのかはほとんど誰も知らない。

　この場でキリカが『自分がキャンバスになるわけない』と主張してもなんの意味も成さないのだ。しかし、

「罪人の捕縛には手続きとして王都の調査も必要なはず！　『地上の法に照らしても紛まぎれもなく罪あり』と判明して初めてわたしたちは罪人を捕縛する！　防衛戦に出ていたわたしが王都で放火なんてできるわけがないでしょう!?　筋が通らないわ！」

　大監獄からただ命じられるままに人々を捕縛しては、地上の秩ちつ序じよが立ち行かない。

　だからたとえ大監獄の命が下ったとしても、果たしてその対象が罪人かどうかの調査は当然行われる。

　これまでのことを言えば、大監獄に指名された人間はやはりすべからくなんらかの罪を犯おかしていた。しかし今回に限って言えば、事実としてキリカは放火などしていない。

　史上類を見ないことかもしれないが、大監獄に問い質ただす必要があるだろう。

　これはキリカの潔白を証明すること以上に、これからの王都の秩序を守る意味でも重要なことだ。

　しかしここで、ウォーガルドが今日一番の哄こう笑しようを上げた。

「はは、調査を行っているなどと本気で思っていたのかね、君は！」

　議会席からも洪こう水ずいのような笑い声が上がる。キリカは思わず啞あ然ぜんとしてしまった。

「どういうこと……？」

「たとえばそうだな。半年ほど前、君が捕縛した絵描きがそうだ。あれは御ご用よう絵師が判別を行ったと騎士団には伝えたが、実際あんな落書きのような絵に面めん倒どうな判別などするわけがないだろう？　監獄が黒と言えば、黒。我々は求められるままに被ひ疑ぎ者しやをドラゴンに乗せ、監獄に向けて飛ばすだけだ」

「なっ!?　それじゃあ……っ」

　自分は地上の法に反しない者までも監獄に送り続けていたというのか。

　キリカのなかにあった確固たるものがガラガラと崩くずれていく。

「君が実際に罪を犯したかどうかなど問題ではない。ショックを受けているようだが、放心している暇ひまはないぞ。もしも君が看守候補ならば我々は無言で空へ送るだけだ。しかしキャンバスとなると事情が変わる。監獄の指示通り、こちらで審判を行う必要がある」

　審判。そんなものをキリカは知らない。

　ウォーガルドが懐ふところから一冊の本を取り出した。

　血の赤を塗ぬり固めたような禍まが々まがしい表紙の書物。それがキリカの鼻先に突つきつけられる。

「騎き士し団の諸君はすべての絵画が監獄に封ふう印いんされていると思っているだろう？　だが事実は違う。空の上にあるのは、キャンバスを得た絵画だけだ」

「なんですって……？」

「キャンバスが死ぬと『魔王の絵画』は新たなキャンバスを捜さがして宿る。では適したキャンバスがいない場合、絵画はどこへいくのか？　──ここさ」

「ここ？」

「この書の名は『イグリエの絵画目録』。キャンバス待ちのすべての『魔王の絵画』が封ふうじられている」

「──っ!?」

　忌いむべき魔王の力が封じられし書。壮そう絶ぜつな嫌けん悪お感かんに襲おそわれ、キリカは反射的に後あと退ずさった。

　まるで玩がん具ぐを自じ慢まんする子供のようにウォーガルドは言う。

「かつて魔王が描えがいた絵画は６６６枚。そのうち一枚は消失し、３３４枚は監獄に封印されている。そして残りの３３１枚はこうして私の手元にあるのだ。君は王族を神聖視しているようだがね。この地上を真に守護しているのは、我々元老院なのだよ」

　その言葉に議員たちが喝かつ采さいを送り、ウォーガルドの口調に熱が籠こもる。

「キリカ・スワロウテイル、君は非常に目め障ざわりだった。この世の真の理ことわりも知らず、王のため王のためと阿あ呆ほうのように繰くり返す。恐おそろしいのは民もその言葉に惑まどわされてしまうことだ。だが正義は勝つ。監かん獄ごくの通達に君の名があった時、我々は祝しゆく杯はいを上げたものだよ」

　ウォーガルドの顔が愉ゆ悦えつに歪ゆがむ。その手のなかで悪あしき書物が光を放ちだした。

「君が神に愛されし者であるならば『イグリエの絵画目録』は沈ちん黙もくを保つだろう。だが魔王の寵ちよう愛あいを受け得る者であるならば、封印は解かれ、絵画はその身へと乗り移る」

　背筋が凍こおりついた。首を振ふり、キリカは後退る。しかしすかさず守衛兵に押さえつけられた。悲鳴のような叫さけびが漏もれる。

「や、やめて！　やめなさい……っ！」

　ウォーガルドが呪じゆ文もんのようなものを口にする。

　するとひとりでに『イグリエの絵画目録』のページがめくられ始めた。風に煽あおられるように猛もう然ぜんとページは進み、その後半部分でピタリと動きを止める。

「おめでとう、君は絵画に選ばれた！」

　書物がさらなる光を発し、炎ほのおのような魔ま力りよくが噴ふきだしてキリカに襲い掛かる。

「……っ!?」

　魔力が入ってくる。自分のなかに異物が混入してくるのを感じた。

　足の先から髪かみの毛の一いつ端たんまで、塗り潰つぶされていく。

　やめて。そう叫ぼうとした。だが声にならない。ただ、えずく音が響ひびくだけ。

「かはっ……」

　すべての魔力が体のなかに溶とけ、蹂じゆう躙りんし尽つくされたキリカはその場に崩れ落ちた。

　ウォーガルドが『イグリエの絵画目録』を確かく認にんし、こちらを見下ろす。

「作品番号３５７番『無限煉れん獄ごく』。それが君に刻まれた絵画のタイトルだ。喜べ、今この時を以もつて君は魔王の慰なぐさみ者となったのだ！」

　議会席から拍はく手しゆと喝采が巻き起こり、守衛兵たちが手てつ甲こうを打ち鳴らして褒ほめ称たたえた。

　キリカは震ふるえる手で自分の胸むな元もとを開いていく。

　そんなはずはない、という思いはすぐに打ち砕くだかれた。

「……いや……いや……」

　キャンバスであることを示す呪じゆ印いんが胸元に刻まれていた。

「いやああああ──ッ！」







　王都の英えい雄ゆうも堕おちたもんだな。

　胡う乱ろんな意識のなか、守衛兵の一人がそう言ったのを聞いた。

　高等法院を出ると、すぐにキリカはドラゴンに乗せられ、空へと飛ばされた。

　暴力的なまでの気流と震しん動どうが襲ってくる。騎士の意地でなんとか耐たえたものの、ドラゴンが着陸する頃ころにはすでに意識は朦もう朧ろうとしていた。

　首に何かを嵌はめ込まれた感覚。次いで、どこかに運ばれているのが分かった。

　そしてまたしばらくすると──唐とう突とつに頭から水をかけられた。

「とっとと起きろ。いつまで寝ねてる気だ」

　前まえ髪がみから雫しずくが滴したたる。水の冷たさで意識がはっきりした。

　どこかの部屋だ。ランタンの魔ま術じゆつ炎えんがぼんやりと辺りを照らしている。

　棚たなに瓶びん詰づめの鉱石がいくつも並んでいて、そこかしこに板時計や尺時計がある。執しつ務む机の上にあるのは……地図だろうか。だが球体形をしている。あんな地図は見たことがない。

　部屋のなかは衝つい立たてでいくつかのスペースに区切られているようだった。衝立の先にそれぞれ人の気配がある。

「ここは……」

「言われなきゃ分からないか？」

「……『天空の大監獄』ね」

　取り乱すまい、と必死に心を自制した。

　高等法院で審しん判ぱんを下され、ドラゴンによって飛ばされた。行きつく先は大監獄しかない。

　この身にはすでに『魔ま王おうの絵画』が宿っている。与あたえられる身分は囚しゆう人じんだ。

　冷静にそこまで整理することができた。……が、そんなもの認められるか。

「……キミは看守かしら？」

　キリカに水をかけたのは、同い歳どしぐらいの男だった。

　見慣れない服装だが『天空の大監獄』は特異な文化を有していると聞いたことがある。

「その通りだ」

「じゃあ、看守さん。責任者を呼んでもらえるかしら？　わたしは王立近衛騎士団・第四隊騎士長キリカ・スワロウテイル。今後について話があるわ」

「はは、放ほう火か魔ま風情ふぜいがずいぶん偉えらそうな物言いだな。まだ立場を理解していないのか？」

「……聞かなかったことにしてあげるから責任者を呼びなさい。三度は言わないわ」

　キリカは粗そ末まつな椅い子すに座らされていた。

　両手にはいまだに鉄の枷がある。首には冷たい首輪が嵌められていた。ひどい屈くつ辱じよくだ。

「こりゃ想像以上に生意気な娘むすめだな」

　看守が薄うすら笑いを浮うかべて近づいてきた。

　深く帽ぼう子しを被かぶっていて目元は見えない。だが口元には明確な嫌いや味みが浮かんでいる。

　ぐいっとあごを持ち上げられた。

「……っ!?　無礼者、離はなしなさい！」

「おいたをするのはこの口か？」

　いきなり指を突っ込まれた。

　そのまま口こう腔こうをぐちゃぐちゃに蹂躙される。

　とっさに指を嚙かみ切ろうとしたが、頰ほおを押さえられて上手うまくできない。

「……うっ……ぐっ……はァ……っ！」

「はは、良い顔だ。気持ちいいのか？　体は従順だな」

　看守が指を引き抜ぬき、キリカはゴホゴホッとえずいた。

　唾だ液えきでぬらぬらと光る指先を看守は自ら舐なめ取った。

「甘美な味だ。これが英えい雄ゆう殿どのの唾液の味か」

　あまりの恥ち辱じよくに頰がかっと熱くなった。堪たまらず、えずきながら怒ど鳴なる。

「……や、やめて……、汚きたないわ……っ」

「いいや、君の体に汚いところなんてない。大だい丈じよう夫ぶ、俺は気にしない」

　意図せず寝しん所じよで交かわすような会話になり、キリカはさらに羞しゆう恥ちを感じて歯は嚙がみする。

　一方、看守は嫌味な笑えみをさらに深くした。わざとやっているのだ。

　さて、と呟つぶやくと、看守はキリカの正面──もう一つの椅子に座った。

「今から行うのは収しゆう監かん前の身体検査だ。お前が監獄に危険物を持ち込んでいないか、俺にはきちんと調べる義務がある。さあ、服を脱ぬげ」

　啞然としてしまった。だが看守は悪びれない。気安い調子で肩かたを竦すくめ、繰り返す。

「ほら脱げ。サーコートなんだから枷をしてても脱げるだろう。とっととしろ」

「……それは、わたしに言っているの？」

「他ほかに誰だれがいる？　ここが路地裏の酒場だったら娼しよう婦ふに言うところだがね。生憎あいにくと今俺が見たいのはお前の裸はだかなんだ。いいか、これは名めい誉よなことだぞ？　今この場において、酒場の娼婦よりお前の裸に価値があるって俺は言ってるんだ」

「飛ひ燕えんの騎士を侮ぶ辱じよくするのか！　そこに直りなさい！」

　椅子から立ち上がって、床ゆかを蹴けった。騎士は誇ほこりを汚けがす者を赦ゆるさない。たとえ枷をされていようと、ひと一人くらい簡単に打ち倒たおせる。

　だがキリカの両手が今まさに届かんとする寸前、看守の左手が空を切った。

　銀細工のブレスレット。

　それが光を放った瞬しゆん間かん、首輪から衝しよう撃げきが走り、キリカは床に突っ伏ぷした。

「……ぁっ」

「油断も隙すきもないな、まったく」

　倒れたキリカを看守が冷たく見下ろしている。

「お前はすでに俺の所有物として認にん証しよう済み。その首輪には魔ま術じゆつ的な安全装置が組み込まれているんだ。体の自由を奪うばうなんて朝飯前だ」

「卑ひ怯きよう者……っ」

　沸わき起こる怒いかりに胸を焦こがす。しかしキリカはふいに気づいた。床から見上げることで先ほどより看守の顔がわずかに見えた。それが──どこか見覚えがあるような気がする。

　だがキリカのそんな胸中には気づかぬ様子で、看守はそばにある執務机へ手を伸のばした。

　その右手には厚い革かわ手て袋ぶくろをしている。

　……やはり記き憶おくのどこかに引っかかる。

　だが思い出す間もなく、看守が一冊の本を取り出した。

「これがなんだか分かるか？　『イグリエの絵画目録』の写本だ。もちろん絵画が封印されてるわけじゃない。だが、代わりに『魔王の絵画』の絵え柄がらがすべて記述されてる。まだ自分の立場が分かっていないようだから、見せてやる。お前の絵画は……ああ、これだ」

　開いた写本を目の前にかざされた。

「作品番号３５７番『無限煉獄』。これがお前の魂たましいに刻まれた絵画さ」

　それは燃え上がる聖堂の絵。

　天に暗く暗雲が立ち込め、荘そう厳ごんな聖堂が燃え盛る業ごう火かに焼かれている。

　その絵を見た瞬間、魂の奥底に突つき刺ささるような衝撃を感じた。

「う、あ、あ……っ」

　分かる。自分のなかにこの絵画が存在するのを感じる。

「お前が放火魔として捕とらえられたのはこの絵柄ゆえさ。お前はもう飛燕の騎き士しじゃない。ただの薄うす汚ぎたない連続放火魔、『魔王の絵画』を宿した、囚人３５７番だ！」

「違ちがう！　違う違う違う、違う！　わたしはキリカ・スワロウテイル、誇り高き飛燕の騎士よ！　王立近衛騎士団・第四隊の騎士長よ！」

　すると衝立の向こうから新たな人物の声がした。

「今のは囚人の声ですか？　ずいぶんと元気な大声だ。やれやれ、着任から半年経たってもいまだに囚人の一人も御ぎよせませんか。本当に能無しですね、貴様は」

　途と端たん、目の前の看守が小さく舌打ちした。同時、衝立が倒れる。

　その向こうにいたのは、長身瘦そう軀くの看守。

　そしてキリカと同様に枷を嵌められた、三つ編みの少女だった。

「痛い痛い痛い痛いっ、誰か助けてぇぇぇっ！」

　衝立が倒れたのは、少女が転がり込んできたからだった。

　少女の姿を見て、キリカは言葉を失う。

　爪つめが剝はがされている。

　顔は痣あざだらけで腫はれ上がっており、歯も所々欠けている。着ている服は無残に破かれていた。乳ち房ぶさや足の付け根も露ろ出しゆつしている。

　衝立の向こうで何が起こっていたのか、如によ実じつに想像できる姿だった。

「いいですか？　よく聞きなさい、無能な二級看守。囚人を御するのに言葉はいりません。ただ力で捻ねじ伏ふせればよいのです。激痛を与え、自尊心を砕く。それが最も合理的な家か畜ちくの作り方です。貴様は温ぬるすぎる。私が見本を示しましょうか？」

　長身瘦軀の看守の目がキリカを捉とらえた。

　途端、背中に悪お寒かんが走る。

　罪人を捕ほ縛ばくするなかで何度か見たことがある。あれは拷ごう問もんを好む異常者の目だ。

　だが、そこで革手袋の看守が立ちはだかった。

「……お言葉ですが、バルドロック副署長。俺には俺のやり方があります。こいつはもう俺の所有物だ。正規の手順で手に入れた、俺の絵画です。口出しは無用に願いたい」

「ほう、私に口答えを？　貴様のことはずいぶんと目を掛かけてやってるつもりなのですがね？」

「ええ、この半年おかげでずいぶんと鍛きたえられましたよ。いまだにジャッカルの件を根に持ってるんですか？」

「フン、戯たわ言ごとを。せいぜい囚人に舐められないようにしなさい」

　長身瘦軀の看守が少女の三つ編みを摑つかむ。

　悲鳴を上げる少女を引きずり、看守は衝立の向こうへ去っていった。

「やれやれ……」

　革手袋の看守が衝立を戻もどす。途端、三つ編みの少女の悲鳴がより一層響ひびき渡わたった。

　顔色一つ変えずに、看守はブレスレットを一ひと振ふりする。

　するとその動きに連動して、キリカの体に自由が戻った。

「さて、看守に逆らうとどうなるか、今のでよく分かっただろう？」

「……そこをどいて」

　キリカは警けい戒かいしながら立ち上がる。

「何をする気だ？」

「今の女の子を助けるの。理り不ふ尽じんな暴力から民たみを守るのは騎士の務めよ」

「やめておけ。君も二の舞まいになるぞ。それに言うほど理不尽でもない。あの囚人はもともと強ごう盗とう紛まがいの美つつ人も局たせだ。地上にいた頃に何人も殺してる。騎士が守るのは善良な民だけだろう？　おっと今はもう囚人だから元・騎士か」

　看守はもとの嫌味な笑みを浮かべて肩を竦める。

「しかし副署長のおかげでお前の弱みが確かく認にんできたな。用意しておいてよかった。──おい、こっちへこい、４８８番」

　看守が背後を向いて誰かを呼んだ。すると棚たなの陰かげから幼い少女が現れる。

　４８８番と呼ばれたその少女は、キリカや先ほどの囚人よりもずっと幼い。

　そしてやはり首輪と鉄の枷をされていた。

「お、お呼びになりましたでしょうか、看守様……」

　４８８番は怯おびえたように忙せわしなく目を泳がせている。

「呼ばれたからお前はきたんだろ。当たり前のことを訊きくな」

「ご、ごめんなさい……っ」

　ひっ、と４８８番は首を竦める。それを一いち瞥べつすると、看守が再びこちらを向いた。

「さあ、身体検査の続きだ。嫌いやなら脱がなくてもいい。ただし、お前が言うことを聞かないなら……」

　看守が４８８番の肩を摑んだ。

「代わりにこの４８８番を犯おかす」

「な……っ!?」

　キリカは絶句した。にやりと看守が口の端はしをつり上げる。

「もちろんこの４８８番は善良で潔白な娘むすめだ。それが無残に犯され、慰なぐさみ者にされる。俺に反はん抗こうするお前の代わりにな」

「やめなさい！　そんな幼い子相手に恥はずかしくないの……っ!?」

「恥ずかしいのは、我が身可愛かわいさに民を見捨てるお前の方だろ？」

　すると４８８番が真っ青な顔で懇こん願がんしてきた。可か哀わい想そうなほどに声が震ふるえている。

「き、騎士様、どうかお助け下さいっ。どうか……っ」

「く……っ」

　キリカは血が滲にじむほどに唇くちびるを嚙み締しめる。

「さあ、どうするんだ？」

　看守が４８８番の背中を押した。

　少女の体は容易たやすく倒れ、伏せた犬のような姿勢になる。そこに看守が覆おおい被かぶさっていく。

「騎士様っ、どうか御お慈じ悲ひを！　騎士様ぁ……っ」

「分かった！　脱ぐ、脱ぐからその子から離れなさい……っ！」

　屈くつ辱じよくと羞恥にまみれながら、キリカは服を脱ぎ始めた。

　両手をもつれさせながら側面のボタンを外していき、サーコートの前まえ掛かけを床に落とす。次いでベルトを外し、スカートも床に落ちた。枷をされているので、下地のブラウスは半はん端ぱに腕うでに掛かったままだ。

　あとは下着を残すのみである。

「……これでいいの？」

「下着もだ」

「……っ」

　唇を嚙かみ締めながら下着も外した。

　すると看守が立ち上がり、袖そで口ぐちからブラウスを破り捨てられた。

　恥ずかしさで頰ほおは紅潮し、悔くやしさで涙なみだがこぼれそうになる。

　だが決して泣くまいと必死に堪こらえる。

「どうした、生き娘むすめ？　今にも泣きだしそうな顔をしているぞ？」

「……馬ば鹿かを言わないで。騎士の誇りはこんなことで失われたりしない……っ」

　もはや完全に一糸まとわぬ姿だった。

　両手が不自由でちゃんと体を隠かくせない。下を隠そうとすれば胸の谷間が強調され、胸を隠そうとすれば下が無防備になってしまう。
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　結果、看守の顔色を窺うかがいつつ、やや後ろを向くような格好になる。

　すると看守は囃はやし立てるように手を叩たたく。

「いいぞ、その調子だ。そのまま後ろを向け」

「……な、何をさせる気なの？」

「直腸の検査だ。尻しりを突きだせ。穴の奥までしっかりと見えるようにな」

「……っ!?」

　さすがに硬こう直ちよくした。だがそれを見み越こしたように看守は４８８番へ手を伸ばす。

「わ、分かったわ！　言うことを聞くから、その子には手を出さないで……っ」

「なら、尻を突きだせ。交こう尾びを求める雌めす犬のようにな」

　言われるまま四よつん這ばいの姿勢となり、キリカは奥歯を嚙み締めた。

　間かん髪はつを容いれず体内に異物が入ってくる感かん触しよくがきた。嘔おう吐と感が込み上げてくる。

　これほどの屈辱を味わったことはない。

　もはや騎士の誇ほこりも関係なく、一人の人間として真っ黒な感情が胸を焦がす。

　それは大義や義ぎ憤ふんなどとは程ほど遠い、純じゆん粋すいな憎にくしみだった。

　あらん限りの憎ぞう悪おを込めて、キリカは呟つぶやく。

「……赦ゆるさない。あんたもこの監かん獄ごくもいつか必ず滅ほろぼしてやる……ッ」

「それでいい」

　その瞬しゆん間かんだ。体内の異物感が消え、突とつ然ぜんふわりと何かが体を包んだ。

「この監獄も看守の行いも何もかも間ま違ちがってる。その想おもいを忘れないでくれ」

　裸ら体たいにかけられたのは、看守が着ていた上着だった。

「すまない、色々と酷ひどいことを言った。副署長が近くにいるうちは看守らしくしていないといけなかったんだ。ま、俺もあんたに両足斬きられたし、お相子だろ？」

　顔を上げると、まるで人が変わったように看守から嫌いや味みな笑えみが消えていた。

　同時に衝つい立たての向こうにあった人の気配が消えていることに気づく。

　副署長と呼ばれていた看守と美つつ人も局たせの少女はいつの間にかこの部屋を出ていったらしい。

「レオナ、俺の演技はどうだった？」

　看守が振ふり向むくと、先ほどまで真っ青な顔をしていた少女がケロッとした顔でリストのようなものを確認している。

「んー、七十点ってとこです。ところどころ冷やっとしましたが、特別に及きゆう第だい点をあげましょう。あたしの演技指導の賜たま物ものですね。もうちょっと頑がん張ばればリオンも立派な噓うそつき少年になれますよ。はてさて……えーと、今ので最後の直腸……っと。はい、これで身体検査のチェック項こう目もくも埋うまりました」

　看守は頷うなずき、被かぶっていた制せい帽ぼうをひょいと外した。

「久しぶりだな、飛ひ燕えんの騎き士し。俺のこと覚えてるか？」

　その顔を見て、キリカははっとする。

「キミは……っ」

　思い出した。半年前、他ほかならぬキリカが監獄送りにした絵え描かきの少年だ。

「おっと、待て待て、叫さけぶな。小声で頼たのむ。隣となりの隣にはまだ他の看守たちもいるんだ」

　少年は自分の唇に指を当て、囁ささやき声で言う。

「改めて、酷い真似まねをしてすまなかった。でも最後の啖たん呵かは結構良かったぞ。ようやく少しだけ君を描かきたいと思えた」

「一体、何を言ってるの……？」

「うん？　俺が描かないからって怒おこってただろ、地上で会った時」

「そうじゃなくて……っ」

　キリカが問いたいのはそういうことではない。

　だが少年はきちんと理解していたらしい。にやりとイタズラっぽい笑みを浮うかべ、

「この半年、計画を練りながら『無限煉れん獄ごく』を宿した囚しゆう人じんがくるのをずっと待ってたんだ。それが君だ。飛燕の騎士、どうか──」

　そして、少年は言った。

「俺たちの脱だつ獄ごくに協力してくれ」







　本来、異世界の監獄で独どく房ぼうと言うと、それは囚人を単独で入れる房のことを指していたらしい。だが今日、『天空の監獄』で独房と言えば『看守が囚人を独どく占せんするための房』という意味だ。

　キリカとレオナを連れ、リオンは自らが管理する独房へ戻ってきた。

　雑ざつ居きよ房ぼうよりはやや広めのスペースにベッドや簡単な家具が置かれている。

　各独房は完全に独立しているため、他の看守や囚人の姿はない。

　監かん視し役のミタマは一定数監獄のなかを周回しているが、独房のエリアにまで現れることは稀まれである。

「楽にしてくれ。必要なら監視室からお茶も淹いれてくるぞ？」

「いらないわ。それよりキミも一いつ緒しよに檻おりに入るの？」

「鉄てつ格ごう子し越ごしに話すのは失礼だろ？」

「リオンとあたしはよく檻のなかでお話しするんです」

　キリカとレオナが檻に入り、リオンもまた後に続く。

　レオナは定位置のベッドに腰こし掛かけ、キリカは部屋の中央でぐるりと辺りを見回している。

　さっきまで全ぜん裸らだったキリカもすでに囚人服だ。

　手て渡わたした時はさすがに葛かつ藤とうするような顔をしたものの、さすがにサーコートのまま闊かつ歩ぽさせることはできないと説明すると、しぶしぶ袖そでを通してくれた。

　ちなみに雑居房の囚人服とは違ちがい、独房のそれは非常に華か美びなものになっている。

　看守たちにとって手持ちの絵画の美しさは大きなステータスとなる。それを宿した囚人そのものの美しさも同様だ。

　リオンはそういった見み栄えや権けん威いに興味はないものの「リオンの前では可愛くしてたいですっ」とレオナに目いっぱいねだられて、上物の囚人服を用意している。

　ちなみに看守たちは給金制である。監獄内でも金銭は流通しており、金のある看守は良い暮らしができる。その辺りは地上と変わらない。

「一応、清潔に保たれているのね。てっきりカビや泥どろに塗まみれたところだと思ってたけど」

「あたしがいつも綺き麗れいにお掃そう除じしてるんです。えっへん」

「……レオナちゃん、だっけ？　ずいぶん自由に振る舞まってるのね。さっきも身体検査室に同行してたし、囚人の扱あつかいってそういうもの？」

　キリカが不思議そうに眉まゆを寄せる。説明するのはリオンだ。

「独房に移った囚人の管理は担当の看守に一任される。もちろんいくつも禁止事じ項こうはあるが、ある程度は看守の責任で連れ歩くことができるんだ。さっきみたいに仕事の手伝いをさせることもある」

「ふーん、地上の監獄とはやっぱり色々と違うのね。まあ、その辺も含ふくめてそろそろ説明してもらおうかしらね──っと！」

　気のないふうに言った次の瞬間、キリカが動いた。

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめると、リオンの腰こしから警棒を抜ぬき取る。

　警棒とは魔ま術じゆつ処理のない伸しん縮しゆく式の棍こん棒ぼうだ。しかし重さがあり、十分に殺傷力がある。

　威い嚇かくするように顔面スレスレの斬り上げがきて、リオンの制帽を吹ふき飛ばした。

　返す手首で、警棒が喉のど元もとへ突つきつけられる。

「はい、チェックメイト。洗いざらい喋しやべりなさい。噓やハッタリは赦さないわ」

「……あのな。こんなことしなくても俺は説明するつもりだぞ？」

　両手を上げるリオンを、キリカが鋭するどく睨にらむ。

「主導権を握にぎるのはわたし。これはその意思表示よ」

　……どうやら相当不信感を買ってしまっているらしい。

　ぽかんとしていたレオナが慌あわててベッドから腰を浮かせる。

「やめて下さい、キリカさんっ。だいたいそんなことしても無意味です。あなたはすでに首輪をしてるんですから──」

「魔術で体の自由を奪うばえるって？　でも見たところ、その制せい御ぎよは左手のブレスレットで行ってるのよね？　彼がそれを発動させるのが速いか、わたしの突きが彼を穿うがつのが速いか、試ためしてみる？　わたしは圧勝する自信があるわよ？」

「いや、だから魔術で拘こう束そくとかそんなことするつもりないっての。なんならこうして手を上げたまま説明してもいいぞ。手が疲つかれるけど我が慢まんする」

「賢けん明めいな選せん択たくね。言っとくけど、おかしな動きをしたら容よう赦しやなく突くからそのつもりでいなさい。じゃあキリキリ説明しなさい。まずは……本当にわたしは絵画のキャンバスになってしまったの？」

　そう尋たずねるキリカの声はひどく強こわ張ばっていた。不ふ憫びんと思いつつ、リオンは答える。

「ああ。その胸の呪じゆ印いんが動かぬ証しよう拠こだ」

　唇くちびるを嚙み締しめるキリカを見つめ、続ける。

「『魔ま王おうの絵画』が気に入るのは不ふ浄じような魂たましいを持つ少女──って王都では言われているらしいな。まあ概おおむね間違ってはない。だが、極ごくたまにそうとは言い切れない善人が絵画に見み出いだされてしまうこともあるんだ。『魔王の絵画』は描かれたテーマに添ってキャンバスを選ぶらしい。現存している絵画は６６５枚にも及およぶ。なかには多少異色なものもある」

「……事故だと思って諦あきらめろ、とでも言うの？」

「悪いが他に慰なぐさめようがない」

　リオンはキリカの呪印へ目を向ける。

「君に宿った絵画のタイトルは『無限煉獄』。以前にそいつを宿していた囚人もやっぱり清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間だったそうだ」

「本当になんの慰めにもならないわ」

「自分の置かれた境きよう遇ぐうが不満かい？　だったら脱獄するしかないな。俺たちと一緒に」

　キリカが無言で視線を鋭くする。だが警棒を突いてくる様子はない。リオンは続ける。

「俺が看守をやっていることに説明はいらないな？　キャンバス候補以外でこの監獄に送られる人間はみな看守候補だ。で、俺も御ご多た分ぶんに漏もれずここで看守をやっている。……けど俺も自分の置かれた境遇に不満なんだ。だから是ぜが非ひでも脱獄したい」

「信用ならないわ。見たところ、看守たちは我が物顔で振る舞っているみたいじゃない。キミだってここで看守をしていた方が不自由がないでしょう？　違う？」

「絵が描けない」

　たった一言のなかに強い熱が籠こもっていた。気け圧おされたわけではないだろうが、キリカも押し黙だまる。リオンはそのままの口調で、

「ここでは描きたい絵が描けない。それがすべてだ。信用できないか？」

「……確かにキミの絵描き馬ば鹿かっぷりはよく覚えてるけど」

　キリカが困ったように眉を寄せる。

　それを好機と見て、リオンはこれまでの経けい緯いを手早く説明した。

　雑居房に放り込まれ、レオナと出会ったこと。署長たちに聞いたこの監かん獄ごくの成り立ち、そして囚人のコレクションを奨しよう励れいする方針のこと。脱獄する上で有利になると考え、看守になるのを受け入れたこと。

「俺は看守の仕事をこなしながら情報を集め、脱獄計画を練った」

　監獄には看守に対しても立ち入り禁止区域が存在し、自由に行き来することはできない。

　それを踏ふまえ、リオンは複数の脱獄計画を練り上げた。

　なかで最も成功率の高いルートには作品番号３５７番『無限煉獄』の絵画が必要になる。だが監獄にはまだ『無限煉獄』の囚人が収しゆう監かんされていなかった。

　他のルートの計画を詰めながら、リオンは『無限煉獄』の囚人がくるのを待った。

「そしてつい先日、とうとう『無限煉獄』収監の一報がきた」

　本来、新入りの囚人はまず雑居房行きになるのだが、収監前に買い手がつけばそのまま独房行きも許される。

　リオンはこれまで培つちかってきたコネとツテ、そして賄わい賂ろを総動員して『無限煉獄』の囚人を手に入れる権利を獲かく得とくした。

　幸運だったのが、当の囚人があの飛燕の騎士だったことだ。『地上で俺を捕ほ縛ばくしたのがあいつだったんだ』と言えば、リオンが躍やつ起きになって『無限煉獄』を手に入れようとしても誰だれも不ふ審しんに思わない。なかには積極的に協力してくれる看守すらいた。

「そして俺は今日、とうとう『無限煉獄』の囚人を迎むかえ入れることができた。それが君だ」

「だから協力して下さいって？」

「そうだ。絵画にはかつて魔王が振ふるっていた魔術が込められている。看守である俺が封ふう印いんを解くことで、君は『無限煉獄』に込められた魔術を振るうことができる」

　絵画が宿った時点で、その魔ま力りよくも魔術もすでに少女と一体となっている。

　ある程度の訓練は必要だが、封印を解くと同時に魔術の扱い方は理解できるらしい。レオナ曰いわく、川で自然に泳げるのと同じような感じだそうだ。

「先代の囚しゆう人じんの記録を見るに『無限煉れん獄ごく』は炎ほのお系統の魔術だ。君にはそれを──」

「待ちなさい。勝手に話を進めないで。わたしは……脱獄なんてしないわ」

　ふいに告げられ、リオンは言葉を切る。そして慎しん重ちように問う。

「……なぜだ？　君は王都に戻もどりたいとは思わないのか？」

「思うわ。当然でしょう？　でもね、『魔王の絵画』が世界に危機をもたらす……そのことに間ま違ちがいはないんでしょう？」

　遅おそまきながらリオンは気づく。キリカの瞳ひとみにいつの間にか悲ひ壮そうな決意が宿っていた。

「最初は自分がキャンバスだなんて認めたくなかった。……でも事実そうならば、わたしは甘んじて受け入れなければならない。たとえ魔王の慰み者になろうともこの身は騎き士しよ。世界を混こん沌とんに帰すことなんてできないわ」

「なるほど、そうきたか」

　だが予想していなかったことではない。リオンは一つ頷うなずき、分ぶん水すい嶺れいとなる言葉を投げる。

「『イグリエの絵画目録』」

　キリカの眉がピクリと上がった。

「あれにはキャンバス待ちの絵画が封印されている。だけど、おかしいとは思わないか？　そもそもこの『天空の大監獄』が築かれたのは、地上でこそ真価を発揮する『魔王の絵画』を天上で封印するためだ。でもキャンバス待ちの絵画は地上で、あんな小さな書物一つに大人しく封印されているんだ」

「何が言いたいの？」

「絵画の魔術がそれ単体で世界を滅ほろぼすなんてことはない、ってことさ」

　キリカの頭のなかでは、監獄を出た途と端たんに絵画が暴走して世界を滅ぼす、なんてイメージが出来ているのだろう。だがおそらくそんなことはまず起こらない。

　確かに『魔王の絵画』の魔術は強力だ。しかしそれは大たい砲ほうや弩ど弓きゆうであっても同じことである。要は使い手次し第だいだ。

『外がい殻かくの神々』が大おお仰ぎような監獄を築いたのは、かつては一定数存在したという魔王に賛同する者たちへの見せしめのためだったのではないか、とリオンは考えている。

「さらに言うなら、『イグリエの絵画目録』はそもそもこの監獄で保管していたものだ。それがなぜ地上の元老院に委ゆだねられているのか？　答えは単純、大監獄と元老院は蜜みつ月げつの関係なのさ」

「どういうこと……？」

　戸と惑まどいを表すように警棒の角度が浅くなった。リオンはその先せん端たんを摑つかんでゆっくりと下ろさせていく。一瞬、キリカの表情が硬くなるが、突いてこようとはしない。

「『魔王の絵画』には膨ぼう大だいな魔力が蓄ちく積せきされているんだ。『天空の大監獄』は囚人からその魔力を抽ちゆう出しゆつし、王都の高等法院へ供給している」

　地上の監獄では囚人に粉ひきや鎧よろいの継つぎ物をさせることがあるが、この監獄でも刑けい務む作業という名で似たような義務が課せられている。

　主たるものは看守の制服を縫ぬわせたりなど地上と大差ないものだが、そのなかに一つだけ特異な仕事がある。

　それが魔ま力りよく抽出だ。

　囚人たちは定期的に絵画の魔術を解放させられ、その魔力を監獄の中ちゆう枢すうに流し込むことを義務付けられている。

　看守のブレスレットによって囚人の魔術を解放できるのは、この作業に必要なためだ。

　また手持ちの囚人から抽出した魔力量は、看守の評価に直結する。看守たちが絵画のコレクションに躍起になるのはこれが理由である。

　抽出された魔力の大部分は島の飛行に割さかれている。しかし余よ剰じよう分の魔力がどこに供給されているかと言うと、王都の高等法院である。

「元老院の貴族たちはその魔力で武器を作ってるそうだ」

「武器を？　そんな話聞いたことがないわ」

「当然さ。騎士団はもちろん王族たちにも秘密なんだ。この監獄じゃ三級看守だって知ってる常識だがね」

「武器なんて作って、元老院は何をしようとしているの？」

「──革命さ。元老院の貴族たちは王権の転てん覆ぷくを狙ねらってる」

「なんですって……っ!?」

　キリカは警棒を投げ捨て、リオンの襟えり首くびを摑み上げる。

「証拠はあるの!?　噓うそやハッタリじゃないでしょうね!?」

「証拠も何もここにはそういうシステムが出来上がってる。数日も過ごせば何が真実かは分かるだろうさ。王族と事を構えることになれば、君が持っていた宝ほう剣けんのような神具とやり合うことになる。元老院はその準備をしているんだ」

　キリカの顔はすでに蒼そう白はくだ。

　他ほかの囚人たちと違ちがって罪を犯おかしていない彼女は、元老院に手て酷ひどい扱あつかいを受けたことだろう。その時の様子も鑑かんがみ、彼女は結論に行きついたようだった。

　キリカは怒いかりを滲にじませて呟つぶやいた。

「……赦ゆるされることじゃないわ。主君の寝ね首くびを狙い、あまつさえそのために魔王の力まで利用するなんて……っ」

　そして決意を込めて顔を上げる。

「決めたわ！　わたしはこの監獄を脱だつ出しゆつする。そして王陛下に元老院の企たくらみをお伝えするの。これは王陛下に仕える騎士として与あたえられた試練、果たすべき使命よ！」

　すると、それまで様子を見守っていたレオナがこちらへきた。

「じゃあキリカさん。元老院へ向けられたあなたの怒りのなかに『なんの罪もない人間を罪人に仕立てあげて』っていうのも付け加えて下さい。キリカさんが連続放ほう火か魔まじゃないように、リオンも王様を馬鹿にする絵なんて描かいてませんから」

　レオナにはこれまでの経緯をすべて話してある。

　責めるように言われたキリカは気まずげに目を逸そらした。しかし意外にも、

「……そうね。謝罪するわ」

　すぐに意を決した表情になると、リオンに向かって真っ直すぐに頭を下げた。

「ごめんなさい。キミを監獄へ送ったのは間違いだった。心から謝罪します」

　これにはリオンの方が面めん喰くらった。

「や、いやいやそんなご丁てい寧ねいに……。えっと、なんだ、素す直なおに謝られるなんて思ってなかった」

「他にもキミと似たような境遇の人はいる？　つまり無実にも拘かかわらずわたしに監獄へ送られたような人たちが……」

「安心してくれ。看守でも囚人でもここはクズばっかりだ。少なくとも俺はまだ会ったことがない」

「そっか……」

「あ、でもあたしはリオンやキリカさんと違って冤えん罪ざいじゃありませんよ？　正しよう真しん正しよう銘めいの三流詐さ欺ぎ師しです」

　そう言ってレオナが笑うので、リオンはその頭をぽんと叩たたいた。

「そこで自じ虐ぎやくに走る必要はない。レオナはもう何年もこの監獄にいる。十分、罪は償つぐなったはずだ」

「こんな監獄で罪を償えたなんて言えるんですか？」

「看守の俺が言うんだ。異論があるか？」

　するとレオナは「……甘い人ですね」と呟いて吐と息いきをはいた。

「で、キリカ。改めて頼たのむ。俺たちの脱だつ獄ごくに協力してくれないか？」

「ええ、そうね……」

　キリカは髪かみをかき上げると、そのままベッドへ移動し、長い足を組んで座った。

　その顔には元の鋭するどさが戻っている。

「元老院が王権転覆を謀はかっていることを知った以上、わたしは騎士としてそれを断固阻そ止ししなくてはならない。そのためには脱獄を避さけては通れず、しかもその最も確実な手段はどうやらキミたちに協力することみたいね」

「そうだ。利害は一いつ致ちしている」

「でもイヤ」

　きっぱりと断られた。

　リオンが面喰らっていると、一転して子供のような口調でキリカが捲まくし立ててくる。

「とにかくイヤ。絶対イヤ。何がなんでもイヤ。脱獄ならわたし一人でやるから、そっちはそっちで勝手にやれば。わたしは協力なんてしないから！」

　啞あ然ぜんとした。断られる理由が分からない。利害は一致しているはずなのだ。

「……な、なんでだ？」

「なんでだですって!?　今キミ、なんでだって言った!?」

　語気も荒あらく、指を突つきつけてくる。

　そのまま理由を叫さけぼうとしたようだったが、キリカは途と中ちゆうではたと言葉を止める。

　躊ちゆう躇ちよするように間を置き、視線をさ迷わせ、もう一度勢い込んで、だがやはり言い淀よどむ。

「……えーと、理由を言ってくれないと分からないんだが」

「だ、だからそれは……っ」

「それは？」

「それは、その……」

「裸はだかを見られたのが恥はずかしかったからですか？」

　ふいにレオナが爆ばく弾だんを放ほうり込んだ。そして恐おそろしいことに正解だったらしい。

　キリカは真っ赤な顔で立ち上がり、ヤケを起こしたように叫ぶ。

「そうよ、そういうことよ！　悪い!?　男の子に裸を見られたことなんてなかったのに！　だいたいあそこまでする意味あったの!?　四よつん這ばいで、あ、あんなところに指まで突っ込まれて！　やり過ぎじゃない!?」

「でもあそこまでやらないと、キリカさんは副署長にズタズタに犯おかされてましたよ？」

「だとしてもイヤ！　絶対イヤ！　何がなんでも協力なんてしないんだから！」

「や、待て、待ってくれ。え？　君が協力しないのって、本当にそんな理由なのか？」

「それ以上の理由なんてあるの!?　ないわ！　断固としてない！」

「だって君、自分は男たちの憧あこがれの的だとか言ってなかったか？　それが裸の一つや二つ見られた程度で……」

「リオン、リオン。モテることと経験豊富なことは違います」

「そういうものなのか……？」

　レオナが嚙かんで含ふくめるように教えてくれるが、リオンにはいまいちピンとこない。

　裸ら体たいのデッサンで慣れてしまっているということもあるが、そもそもリオンは女心の機き微びには疎うとかった。

「あー……っと、これはどうすればいいんだろう？」

「責任取って！　裸を見たんだから男の子として責任取って！」

「……分かった。なら責任を取ろう。俺の本気の誠意の証あかしとして──」

「絵を描いてやるとか言ったら殴なぐるわよ？」

「なぜ分かった!?」

「なんとなく分かったわよ！　あのね、『ドラゴンより魅み力りよくがない』みたいなあの態度、まだちゃんと覚えてるんだからね！」

「ま、まだ根に持ってたのか」

「根に持ってるわよ！　あれから結構悩なやんだんだから！」

　もはや協力うんぬんとは別の話になっている気がする。なんなんだこの不条理さは。

　キリカという人間は鋼の如ごとき騎き士しの化け身しんだと思っていたが、意外に感情豊かな少女でもあったらしい。

　これはさすがに想定外で、リオンは途と方ほうに暮れそうになる。だがこんなところで躓つまずいてはいられない。どうすればいいか必死に考える。つまり彼女は男に裸体を見られたことを憤いきどおっている。だとするなら……。

「よし、分かった」

「またくだらないこと言ったら殴るわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。名案を思い付いた」

　ベッドの脇わきに移動し、リオンはキリカの前に跪ひざまずく。そして彼女の白い手を取った。

「──結けつ婚こんしよう。俺が君を娶めとれば、すべての問題は解決だ」

　空気が凍こおりついた。一拍ぱく遅おくれて、背後から盛大にため息をついたのはレオナ。

「なんかムカムカを通り越こして可か哀わい想そうになってきました……。あのね、リオン。そんな馬ば鹿かな求きゆう婚こんでなびく女性なんてこの世には──って、え？　キリカさん？」

　言葉の途中でレオナがはっと目を剝むいた。

　その視線の先では、キリカがサンユの実のような真っ赤な顔になっていた。

「えっ、な、何？」

「なんで赤くなってるんですか!?」

「な、なってない！　なってないわよ、別にっ」

　慌あわてたように手を振ふると、キリカは目を逸らし、毛先をいじりながら呟く。

「た、ただ求婚なんてされたの初めてだなー、とか。わたしの人生でこんなこと本当に起きるなんて夢にも思ってなかったなー、とか……だってわたし、生まれた時から騎き士し道どう一筋だし、まわりの男の子たちは遠くから見てるばかりで近づいてもこないし、部下たちはわたしのこと鬼おにみたいに怖こわがるし、こんな面と向かって求婚してきてくれる人なんて今までいなかったし、なんかちょっとびっくりしたって言うか……」

「ちょ、ちょっと待って！　待って下さい！　キリカさん、よく考えてっ」

　今度はなぜかレオナが慌てた様子で騒さわぎだす。

「リオンは絶対『芸のためなら女によう房ぼうも泣かす』タイプですよっ。真性の絵描き馬鹿ですから、こんな人で転んだら人生詰つんじゃいます！　よっぽどの聖人か悪人じゃなきゃリオンの妻なんて務まりませんっ」

「なんか凄すさまじい言われようだな、俺……」

　が、レオナの必死の説得でキリカも我に返ったらしい。

　それまで握にぎられっぱなしだったリオンの手を慌てて振り払はらい、そそくさと背を向ける。

「そ、そうね。わたしとしたことが危なく絆ほだされちゃうところだったわ。か、感謝するわね、レオナちゃん」

「ええ、もう真しん剣けんに感謝して頂きたいです……」
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「で、キミ、えーと……リオン？　いい？　そう安々とわたしを手に入れられるなんて思わないことね。わたしは王都で最も高貴な高たか嶺ねの花はなよ。そこんとこをよく理解してよね」

「安々と手に入れようなんて思ってない。俺は本気だ。残りの人生半分、君に捧ささげたって構わない」

「えっ……」

　ドキリとした表情でキリカが振り向むく。しかしすかさずレオナが、

「騙だまされないで！　この人は絵を描くことがすべてです！　人生の半分絵を描いて過ごせたら、残りの半分なんて添そえもの程度にしか考えてません！」

「や、レオナ、さすがに辛しん辣らつ過ぎるんじゃないかな。あんまり否定はできないが……」

「できないでしょう？　あたしの方こそ、あなたのために生きてるようなものですから」

「えっと……リオンとレオナちゃんってどういう関係なの？」

「ただの看守と囚しゆう人じんですよ？」

　どこか探さぐりを入れるようなキリカの問いに、レオナは鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで応対する。

「あたしはリオンのためにいつでも死ぬ覚かく悟ごですけれどね？」

「……それは本気の言葉なのかしら？」

「どうでしょう？　あたしは噓うそつきですから」

　少女二人の間に不可視の火花が散る。

　が、リオンは状じよう況きようがあまりよく分かっておらず、二人の間で首を傾かしげる。

　しばらくして、先に視線を切ったのはキリカの方だった。

「ハァ、まあいいわ。とりあえずは脱獄することが先決だしね。仲間割れはやめとくわ」

「ん？　ってことはキリカ」

　おもむろに髪をかき上げ、騎士は勝気な笑みを浮うかべた。

「協力したげる。実際、わたしは一刻も早く王都に戻もどらなきゃいけないし」

　そしてやや申し訳なそうに小首を傾げ、

「それにキミを監かん獄ごく送りにしちゃった借りもあるしね」

「それは気にしなくていい。でも、助かるよ」

　するとキリカは頰ほおを赤らめ、わずかに視線を逸そらした。

「……プロポーズの返事は、無事に脱獄できたらしてあげる。どう？」

「ああ、問題ない」

　横でレオナが頰を膨ふくらませたが、リオンは気づかず大きく頷うなずいた。







　それから脱獄の実行日に向け、キリカの特訓が始まった。

　リオンの目もく論ろ見み通り『無限煉れん獄ごく』は炎えん熱ねつ系の絵画だったのだが、唯ゆい一いつの誤算はキリカが恐ろしく魔ま術じゆつが下手なことだった。

　レオナの言う通り、キャンバスは解放と同時に魔術の扱あつかいを理解できるはずなのだが、キリカはまったく『無限煉獄』を制せい御ぎよできず、そこら中に火の粉が燃え移って一度などは独どく房ぼうが火の海になりかけた。

　それがなんとか制御できるところまで漕こぎ着けたのは、一ひと重えに指南役のレオナの根気強さのおかげだろう。当初はどこかで牽けん制せいし合っていた二人だが、魔術の特訓を通して互たがいに落としどころを見つけたようで、今ではまあ良好な関係を保っている。

　リオンの方は着々と下準備を進めている。今回、要かなめとなるのは情報だ。看守たちの動向や監獄の状況など出来うる限りに調べ尽つくし、計画を盤ばん石じやくに近づけていく。

　一方で非常に面めん倒どうなのは、ジャッカル一派の動きである。

　リオンが正式に看守になって以降、目立った衝しよう突とつはないものの、それでも水面下での小こ競ぜり合いは続いている。リオンが監かん視し任務の時に限って囚人たちが喧けん嘩か沙ざ汰たを起こし、止めるべく近づいた拍ひよう子しにとばっちりの魔術を放たれ、あわやという目に遭あったことも一度や二度ではない。すべてジャッカルの差し金だ。

　当然、ジャッカルの主あるじであるバルドロック副署長は騒そう動どうの度たびにここぞとばかりにリオンの責任を問い、鞭むち打うちや宙ちゆう吊づりの懲ちよう罰ばつによってリオンは何度も命の危険にさらされている。

　もしも実行日前に脱だつ獄ごく計画を知られれば、その時こそ奴やつらは有う頂ちよう天てんでリオンを殺しにくるだろう。気取られないよう極力接せつ触しよくを避さけつつ、しかし今まで通りの体ていを装わねばならず、そこはかなり神経を使わされた。

　唯一、心が休まるのは看守の仕事や囚人の刑けい務む作業が終わった夜半である。

　一日が終わると、絵画持ちの看守は自分の独房にこっそりと顔を出し、就しゆう寝しん時間まで好き勝手に過ごすのが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっている。

　これが大方の囚人にとっては悪夢のような時間なのだが、リオンの独房では一日で一番穏おだやかな時間となっていた。

　まあ時にはキリカがまた『無限煉獄』の制御に失敗して小火ぼや騒ぎになりかけたり、レオナの食事の好き嫌きらいをなくそうとして喧けん嘩かになったり、独房のトイレ問題で二人にボイコットされかけたりという問題も発生するにはしていたが、概おおむね平和な時間である。

　今日はリオンが手製のキャンバスを持ち込み、二人の前で絵を描かこうとしている。

　あまり人前でやることでもないのだが、看守の居住スペースでは他ほかの看守の目があるため、どうしてもやりにくい。リオンにとってもこの独房が一番落ち着く場所なのだ。

「レオナちゃんはリオンが描いた絵、見たことあるの？」

「いえ、あたしも初めてです。なかなかそんな暇ひまもありませんでしたし」

「そもそもここじゃ道具が揃そろわないからな。このキャンバスや筆も材料集めだけで何か月もかかったよ」

　道具はすべてリオンの手作りだ。

　長いこと放ほう浪ろう生活をしていたので道具を作ること自体は慣れているのだが、いかんせんこの監獄には材料そのものがほとんどなく、しかも脱獄の準備の片手間なのでどうしても時間が掛かかってしまった。

「絵の具は本当にキリカのおかげだ。心から感謝してる。ありがとう」

「いいえー、わたしの魔術にかかればざっとこんなものよ」

　指先から小さな炎ほのおを上げ、キリカが肩かたを竦すくめる。首輪の外装部分が外れ、魔術を解放している状態だ。当初は制御に苦労していたものの、今では安定して行使できるようになっている。

　火か炎えん系の魔術を持つ絵画はいくつか存在するが、そのなかでも作品番号３５７番『無限煉獄』は実は威い力りよくとしては極ごく々ごく小さい方だ。

　煉獄などという大層な名を冠かんしているが、安定して制御できるのはロウソク程度の小さな火だけ。

『魔ま王おうの絵画』の魔術は監獄内の結界によって本来よりもかなり弱体化させられているものの、それを差し引いてもキリカの炎は非常に小さい。だが代わりにその火をいくつも同時に発生させることができる。

　キリカがやってくれたのは、鍋なべに入れた木の実や根をグツグツと煮に詰つめ、染せん料りようにする作業だ。深みのある色として仕上げるためには、リオンがやっても火加減が非常に難しい作業なのだが、そこは自由に火の強弱を変えられる魔術の力、キリカは見事に理想通りの色を作ってくれた。

「まるで朝焼けを反射する宝石のようなこの赤。サンユの実をただすり潰つぶすだけじゃこの赤は出ないんだ。何度お礼を言っても言い足りないよ。本当にありがとう、キリカ。君に出会えたことを俺は魔王に感謝したい」

「まあね、わたしも魔王の力を使うのはいまだに抵てい抗こうがあるし、感謝してくれるのは嬉うれしいんだけど……あまりに目が本気過ぎて、脱獄じゃなくて絵のためにわたしを仲間にしたんじゃないかって、ちょっと勘かん繰ぐりたくなるわ」

「う、うーん……そんなことないですよって、フォローできないのがなんともですね。あたしも若じやつ干かんそれ感じます」

「失礼だな、二人とも。俺は本気で感謝してるのに」

「へえ、じゃあその証しよう拠こに」

　手作りのイーゼルの前に座るリオンへ、キリカが近寄ってきてしなだれかかる。

　挑ちよう発はつするようにブロンドをかき上げながら顔を寄せ、

「お姉さんにキスしてくれる？」

「ああ、いいぞ」

「ふぁっ!?」

　力強く腰こしを引き寄せられ、キリカの頰が真っ赤に染まる。

　同時に指先からボォッと炎が燃え上がり、危あやうく天てん井じようを燃やしかけた。

　慌てて首輪の封ふう印いんを戻すと、キリカは跳はねるように部屋の隅すみへ。

　リオンから十分に距きよ離りを取り、ドキドキと高鳴る心臓を押さえ、

「な、なんで平然とそういうことできるの、キミは!?」

「何を焦あせってるんだ？　結けつ婚こんするって言ってるんだから問題ないだろ」

「まだお返事してないの！」

　キリカは涙なみだ目めで悔くやしげに肩を震ふるわせる。

「なんでいつもこうなるの？　ありえない、騎き士し長のわたしが他人に動どう揺ようさせられるなんて今まで絶対なかったのに……っ」

　最近、キリカは主導権を握にぎろうとしてリオンを挑発し、日々返り討うちに合っている。

　本人的には年下のリオンをドギマギさせて華か麗れいにあしらいたいようなのだが、結果はいつもこの有様だった。

　リオンはリオンで鈍どん感かんなので、いまいちキリカの意図を理解しておらず、単なる堂どう々どう巡めぐりになっている。

　今回も、キリカは何がしたいんだ？　と首を傾げつつキャンバスに戻ろうとしたら、すぐそばでレオナがジト目になっていた。

「どうした、レオナ？」

「……リオンのばーか」

　頰を膨らませ、プイッとそっぽを向かれてしまう。

　毎度のことながらなぜレオナが不ふ機き嫌げんになるのか、リオンにはイマイチ分からない。

　だが下手に気を遣つかうとかえって機き嫌げんを損そこねることだけは学習したので、兎とにも角にも絵を描き始めることにした。

　今日描くのは、看守の仕事中に手に入れた砂時計だ。

　古い樫かしの木の砂時計なのだが、瓶びんの上部が割れてしまっている。

　一度でもひっくり返せば砂がこぼれ、二度と時を刻むことはできない。

　その儚はかなさに惹ひきつけられた。でも、

「本当は……」

　筆を滑すべらせながら、隣となりでキャンバスを覗のぞき込んでいる少女へ呟つぶやく。

「俺はレオナを描きたいんだ。でも今はまだその時じゃないから我が慢まんしてる」

「……ふーん、そんなにあたしを描きたいんですか？」

　まだちょっと不機嫌そうな顔でレオナが見上げてくる。

　キャンバスを見つめたまま、リオンは答えた。

「この衝しよう動どうは、命を賭かけて余りある」

　最初は魅み力りよくあるモデルの一人だと思っていた。

　しかしレオナを描きたいという衝動は日に日に強くなっている。

　きっかけはレオナに宿っている『霧む海かいの騙だまし絵』を見た時だろう。

　刑務作業で魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつを行う際、看守は囚しゆう人じんの魔術を解放する。

　その時、リオンは初めてレオナの『霧海の騙し絵』を見た。

　タイトル通り、山河に立ち込める深い霧の絵だった。

『魔王の絵画』は少女の魂たましいのカタチに魅ひかれて宿るという。

　ならば『霧海の騙し絵』は、レオナの魂を描いたものだと言えるだろう。だが、

「……俺ならもっと相応ふさわしいものを描ける。魔王なんかよりずっと相応しい絵を」

　リオンが抱いだいた感情は、嫉しつ妬とだった。

　自分ならもっとレオナに相応しい絵を描けるのに、そうでない絵がレオナの魂を現したものとして存在している。それがどうしても赦ゆるせない。リオンは、魔王に嫉妬していた。

「へえ、そうですかぁ」

　レオナが膝ひざに頰ほおをすり寄せてきて、子こ猫ねこのように目を細めた。

「だったら許してあげます、ふふ」

　くすぐったそうに微笑ほほえみ、よいしょっと声を上げると、すとんと膝の上に収まった。

「邪じや魔まですか？」

「いや、心揺ゆさぶるモチーフがそばにいると筆が進む」

「えへへー」

　年相応の表情で背中を預けてくる。

　キリカが部屋の隅でムッとしていたが、気づかずリオンは筆を進めた。

　それから何日かして、絵は描き上がった。……のだが。

「……下手くそね」

「……下手くそですね」

「なぜだ!?」

　二人からの評価は散々だった。

「なぜこの絵の素す晴ばらしさが分からないんだ!?　ほらこの優美な曲線！　もう二度と時を刻めないという哀かなしみを表現した色しき彩さい！　一目見ただけで感かん涙るいを禁じ得ないだろ!?」

「いや、っていうか……これは本当に砂時計なの？　昔、国境に攻せめてきたゴーレムを思い出すんだけど」

「確かにそう言われると、求愛のダンスを踊おどるゴーレムに見えてきました……」

「あれだけ絵画絵画言ってるからどれだけ上手うまいのかと思えば……まあ、考えてみれば王陛下を侮ぶ辱じよくしたあの絵も酷ひどいモンだったわね」

「だからあれは窓辺のリンゴだって言っただろ!?　それにこの絵は砂時計だって！　なぜ分かってくれない!?　クソッ、やっぱり時代がまだ俺に追いつかないのか!?　シェリー酒！　どこかにシェリー酒はないか!?　この独どく房ぼうを沈しずめるほどのシェリー酒を！」

「お、落ち着いて下さい、リオンっ。あ、ほらその革かわ手て袋ぶくろのせいじゃないですか？　描いてる間もずっとつけてたし、そのせいで筆ふで遣づかいが鈍にぶったとか」

「そういえばキミ、それずっとつけてるわね。わたし、怪け我がをしてるのなら動きで分かるけど、そんな様子もないし……普ふ通つうに不便よね？」
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「ん、あー、これは……」

　リオンは椅い子すに腰こし掛かけ、革手袋の右手を見つめる。

「師し匠しようの言いつけなんだ。絶対に人前で外しちゃいけない、って」

　そのまま口を閉とざし、リオンは胸の内に意識を沈める。

　物心つく前からリオンは師匠と旅をしていた。

　師匠がそもそも何をしていた人なのかはいまだに知らない。

　さすらいの絵え描かき、なんて自じ称しようしていたが、いまいち正体が謎なぞだった。

　一人で山さん賊ぞくの一味を相手にできるほど腕うでっぷしが強く、絵のためなら平気で混血種の巣に突つっ込んでいきもする。

　極きわめつきは魔術を使うことだろう。

　現在、人間が行使する魔術は依より代しろとなる道具に術を付加し、任意で発動できるようにするものがほとんどだ。監かん獄ごくの照明や鉄てつ格ごう子しもこれに当たる。

　依代を使わず、人間単体で魔術を扱あつかえる者は魔ま術じゆつ師しと呼ばれ、非常に希少な存在となっている。それこそこの監獄の囚人たちのように特異な存在だ。

　にも拘かかわらず、なぜか師匠は魔術が使えた。

　リオンも直じかに見たのは数えるほどだが、危うくコカトリスに石化されそうになった時、空を覆おおうほどの魔術の矢を放ってコカトリスの群れを一いつ掃そうしたのは師匠である。

　独り立ちする別れ際ぎわ、その師匠がリオンの右手に何かをした。

　──自分の絵より大切なものが見つかったなら、この手を使え。

　そんな言葉を残して。別段、体調などに変化があったわけではない。だがリオンはそれ以降、言いつけを守って人前ではずっと革手袋をつけている。

「はっ！　まさか師匠が呪のろいでも施ほどこしたのか!?　俺の絵が誤った評価をされる呪いとかそういうものを……っ!?」

「いやたぶんキミの実力だと思うわよ？」

「人のせいにするのはいけないと思います」

　突とつ如じよ顔を上げたリオンに対し、二人が冷静にツッコんだ。

　結局、砂時計の絵は高評価を得られぬまま、独房の片かた隅すみに飾かざられることとなった。

　そうして、束つかの間の平へい穏おんな時間は過ぎ、やがて──準備は整った。







　その日、独房のテーブルを囲んでそれぞれが座り、リオンが重々しく口を開いた。

「明日、決行する」

　脱だつ獄ごく計画には前提としてクリアしなくてはならない問題がいくつかあった。しかしそれも片がつき、いよいよ計画の段取りがついた。テーブルの上で手を組み、リオンは続ける。

「その前にもう一度だけ確かく認にんしておきたい。俺から持ちかけたことだけど、だからこそ。もしもこの脱獄が失敗すれば、想像以上に悲ひ惨さんな未来が待っているはずだ。おそらく死ぬより辛つらい目に遭あうだろう。目を抉えぐられ、舌を抜ぬかれ、息絶えるまで男共の慰なぐさみ者ものにされる。つまり──」

「端たん的てきに言って、命も尊厳も奪うばわれるってことね」

「そうだ。囚人が死亡した場合、絵画は『イグリエの絵画目録』に再封印される。代だい替たいが利きく以上、脱獄者に慈じ悲ひはかけられない」

「でもそれはリオンも同じですよ？　先月、副署長に逆らった三級看守が生きたままケルベロスに喰くい殺されたって聞きました。失敗すればもれなく死亡。それでもやるって決めたんです」

　でしょ？　レオナが首を傾かたむけ、キリカも頷うなずいた。

　二人とも覚かく悟ごは決まっているようだ。

　そうだな、と苦く笑しようし、リオンはテーブルに手書きの地図を広げる。

「必ず脱獄するぞ。誰だれ一人欠けることなく、全員でだ」

　そしてリオンは地図の一点を指差した。

「俺たちが目指す最終地点は、ここ。ドラゴンの発着場だ」

　この『天空の大監獄』は文字通り空を飛行している。

　脱獄するならば、最後は必ず空を行く手段を確保しなくてはならない。ゆえに、

「俺たちはドラゴンを奪う」

　そのためにレオナの『霧海の騙し絵』と、そしてキリカの『無限煉れん獄ごく』が必要だった。

　二人にはすでにその手順を説明してある。

「一つ確認してもいい？　発着場があるのは監獄の地表よね？　でもわたしたちがいるのは地下よ。それはどうするの？」

「その通り。現状では俺も地表に出ることは許されていない」

　現在、リオンたちがいる独房を含ふくめ、囚人たちの収しゆう監かん区画は地下──島の内部にある。

　地表と地下の間はミタマが守る門に閉ざされており、許可がなければ何なん人ぴとも通ることができない。二級看守であるリオンも地表へ上がることは禁止されている。それを破って通ろうとすれば、ミタマの総そう攻こう撃げきを喰くらうことになる。

「ただし例外がある。初めてこの監獄にきた時、俺は三級看守に連れられて地表の署長室に上がったことがある。署長の許可さえあれば、地下から地表へは通行可能なんだ」

「その署長の許可はどうやって得るんですか？」

「明日になれば、自動的に許可が出る。俺たちだけじゃなく、相当数の看守と囚人にな」

　どういうこと？　とキリカが眉まゆを寄せる。

　反対にレオナは「あ」と何かに気づいた顔をした。リオンは頷く。

「明日、囚人のオークションが開かれる」

　この監獄では囚人を絵画としてコレクションすることが奨しよう励れいされている。

　それは非常に熾し烈れつな争いで、時には水面下で囚人の奪い合いが起こり、看守同士の殺し合いに発展することもあるほどだ。

　署長がそういう事態を黙もく認にんしているため、大方は事故として処理されるのだが、表向きの防止策として不定期に開かれるのが、今回のようなオークションである。

　これには様々な看守が参加する。

　より質の高い絵画を欲ほつする上じよう昇しよう志向の看守もいれば、そろそろ絵画を手て放ばなして小こ銭ぜにを稼かせぎたい古参の看守もいる。単純に安価で新しいオモチャを手に入れたい看守もいれば、自分の調教した囚人を自じ慢まんがてら出品する看守もいる。

　様々な思おも惑わくが交こう錯さくする監獄の一大イベント、それが囚人のオークションである。

　そしてその開かい催さい場所が地表なのだ。

　参加予定の看守と囚人には明日、署長直々に地表へ上がる許可が与あたえられる。

　脱獄の下準備として、リオンが最も苦労したのがこの参加権を得ることだった。

　だがあまり大声で言えないような手段を多々使い、なんとか今日までにその参加権を得ることができた。

「つまりこれで地表まではリスクなく出られるってわけだ」

「じゃあそのあとは、そのまま発着場に向かえばいいの？　看守のキミが囚しゆう人じんのわたしたちを移送している、みたいな体ていにすれば安全そうな気がするけど」

「いや、残念ながらそうはいかない。地表は看守に対しても執しつ拗ような監かん視し網もうが敷しかれている。オークション会場から不用意に外に出れば、すぐに魔術が飛んでくる」

「じゃあ、どうするのよ？」

「対応策は考えてある。で、そのために必要なんだが、キリカ」

「何？」

「折を見て会場に放火してくれ。その混乱に乗じて発着場へ向かう」

「放火!?　わたしが!?」

「そうだ。頼たのむ」

「またさらっと言ってくれるわね……っ」

「大おお掛がかりなものにする必要はない。そもそも『無限煉獄』の火力じゃそこまでは難しいだろうからな。数か所に小火ぼや程度の火をつけて、騒さわぎが起こる程度でいいんだ。犠ぎ牲せい者しやは出さない」

「まあ、それなら……。ハァ、まさか本当に連続放ほう火か魔まになる羽目になるなんて。わたしの騎き士し道どうも堕おちるとこまで堕ちたわね……」

「いらっしゃいませ、キリカさんっ。ようこそ、犯罪者の世界へ！」

「レオナちゃん、それ笑えない」

　リオンは地図の上の指を滑すべらせていく。

「オークション会場を出たら、発着場までは坑こう道どうを使う。地表と地下の間の水路だ。ここからはほぼ一本道になる」

「で、上手うまくドラゴンを乗っ取れたらそのまま空へ、ってわけですね」

「そうだ。俺たちは晴れて自由の身だ」

　一いつ瞬しゆん、三人それぞれに外の世界へ思いを馳はせる。だが、気を抜くわけにはいかない。

　最年少ながら冷静に口を開いたのは、レオナだ。

「リオン、今の時点で考えられる不安要素は他ほかにありますか？」

「ん……」

　問われ、珍めずらしく少し言い淀よどむ。

　確かにあるにはあるのだが、リオンにとってもそれは不確定過ぎる要素だった。

　だが言っておかないわけにはいかないだろう。

「『塔とうの住人』。もしもそれが実在し、俺たちの脱獄を察知したとしたら、どう動くのか正直想像もつかない」

　かつて魔ま王おうを打ち滅ほろぼした『外がい殻かくの神々』。

　彼らの正体は、異世界からやってきた人間たちだと言う。

　その本人たち、もしくは子孫たちと目されるのが『塔の住人』だ。

『塔の住人』は監獄の中心『氷ひよう珠ずの塔』にいながら、この世界のすべてを知覚しているという。

　だとすれば、リオンたちの脱獄も看破していないとも限らない。

　だが看守となって半年経たった今でもリオンは『塔の住人』を見たことがなかった。

　他の看守たちにも探さぐりを入れてみたが、やはり見たという人間はいない。

　話によるとこの監獄で唯ゆい一いつ、アルカマリア署長だけが『塔の住人』と直接やり取りを行っているらしい。

　正直、実在そのものを疑いたくもなるが、かといって完全に意識の外に置いておくということもできない。嫌いやな不確定要素だった。

「どこかには存在する、と考えておいた方がいいでしょうね」

　リオンの説明を聞いた後、どこか確信めいたものを以もつて口を開いたのはキリカだった。

「わたしの宝ほう剣けんはキミも見たことがあるでしょう？」

「ああ、あの宝石みたいに透すき通った剣けんだな」

「リオンの両足を斬きり裂さいた剣ですよね？」

「う……それはごめんってば」

　にこやかなレオナの指し摘てきに顔を引きつらせ、キリカはコホンと咳せき払ばらいをする。

「宝剣アスカロン・ジータ。あれは王陛下から賜たまわったものなんだけど、そもそもは王家の始祖が『外殻の神々』から与えられたものだったらしいわ。国境に侵しん攻こうしてくるゴブリンやレッドドロールは強力な魔ま術じゆつを使うけど、宝剣はそのすべてを斬り伏ふせた。使い手としての直感だけど、宝剣はたぶん魔術とはまったく別の理り屈くつから生まれてる」

「魔術とは別の理屈？」

「それが何かはさすがに分からないけどね。でもあの宝剣を生み出した、わたしたちとはまったく別の理屈で生きている何者かは、確実に存在すると思うの。だから……えーと、だから何ができるってワケじゃないんだけど、えーと、つまり……そうね、うーん……ま、まあそういうこと」

　最後は上手くまとめられなかったようだ。騎き士し長ちよう殿どのは範はん疇ちゆう外のことには非常に弱い。

「や、参考になった。『いるかもしれない』が『いるだろう』になっただけでも、いざという時、判断の速度に差が出てくる。ありがとう」

「もしかして『塔の住人』は、今もどこからかあたしたちを見てるんでしょうか？」

「どうだろう。さすがにそこまで暇ひまじゃないと思いたいな」

　冗じよう談だんめかしてそう言い、リオンは席を立つ。

「よし、作戦会議はここまでだ。最終的にどんな目が出ても、明日あしたはこの監かん獄ごく始まって以来の大おお騒さわぎになる。二人とも今日は早めに休んでくれ」

「あ、それならリオンも今日は一いつ緒しよにここで寝ねましょう？　あたしが抱だき枕まくらになってあげます」

「な、何言ってるの、レオナちゃん。そんな不道徳な行い、許さないわよっ」

　言い争いを始めた二人を見ながら、どうしても頭の隅すみを過よぎるのはやはり件くだんの不確定要素のことだ。もしも本当に『塔の住人』が現れたら、出たとこ勝負で対応するしかない。

　……それでも凌しのぎ切ってみせる。

　リオンは天てん井じようを見上げ、どこかで見ているかもしれない『塔の住人』に向かって、胸中で啖たん呵かを切る。

　──たとえ相手が神々だろうと、必ずお前たちを出し抜いてやる、と。







　満天の星空。夜の帳とばりのなか、氷のように透き通った塔がある。塔は星明かりを反射し、煌こう々こうと輝かがやいていた。

　監獄の中心、『氷ひよう珠ずの塔』。

　おそらくはこの世界で最も星に近い建築物だろう。

　そして本来ならば決して人が立ち入るはずのない場所だ。

　しかしその塔の先せん端たん、鉤かぎ爪づめのように突つき出した一角に今、一人の少女が座っている。

「ふふ、宣戦布告されちゃった。心で思ってるだけだとしても、まさか『塔の住人』に啖呵を切ってくるなんてね。ちょっとはコレを楽しませてくれるかな？」

　少女は自分のことを『コレ』と言った。まるで物か何かのように。

　そして楽しそうに笑い、足をぱたぱたと振ふっている。

　体が前後に揺ゆれる度たび、星ほし屑くずのような銀ぎん髪ぱつがふわふわと舞まう。その髪かみは身の丈たけの倍近くあり、まるで宙に浮うくように辺りに漂ただよっていた。

　彼女は腰こしに二本の長ちよう剣けんを差している。そして首には古い懐かい中ちゆう時計を下げていた。

　その出いで立ちは看守ではない。ましてや囚人でもない。アルカマリア署長をこの監獄の支配者とするならば、彼女は文字通りこの監獄の神たる存在である。

「んー、ひょっとして彼の仲間にはアスカロン・シリーズの適合者もいるみたい？　懐なつかしいなぁ。あれを創つくるのは結構苦労したんだ。アスカロン・アルファやベータは対消しよう滅めつ機き甲こうが途と中ちゆうでオーバーフロウしちゃってさ。対生成機甲だけが多重次元連れん鎖さしていくもんだから不確定性原理が成立しなかったんだよね。おかげで世界が光こう子しで溢あふれちゃいそうになったりして、もう笑った笑った。……や、まあその後メチャクチャ怒おこられたんだけどね。今となっては良い思い出だってば」

　彼女が話しかけているのは、隣となりで宙に浮いているミタマである。

　丸っこい毛玉は彼女の言葉にいちいち律りち儀ぎに頷うなずき、くりくりした目で彼女を見上げる。

「スピカ様。スピカ様は。あの人たち。お気に入り。ですか？」

「うん、コレは彼のこと気に入っちゃったかも。だって彼ってば右手に聖せい痕こんを持ってるんだよ？」

「聖痕？　呪じゆ印いんと違ちがう。ですか？」

「んー、似てるけどちょっと違う。あれは勇者が回収し損そこねた特異点だね。ほら結局、魔王には百年も逃にげ回られちゃったわけじゃん？　そん時の討うち漏もらしだよ。勇者ってばあの時さんざん怒られてたなぁ。詰つめが甘いわボケ、って賢けん者じやにボロクソに言われてた。ふふ、懐かしいね」

「スピカ様は。あの人たち。やっちゃう。ですか？」

「うんっ、とーぜん！」

　ふわっと浮き上がったかと思うと、彼女──スピカは塔の先端で仁に王おう立ち。

「売られた喧けん嘩かは買うのがコレの流りゆう儀ぎだからねっ。あーあ、黙だまってコソコソしてれば見み逃のがしてあげてもよかったのに。据すえ膳ぜん喰くわぬはナントカの恥はじって勇者も言ってた！　かくなる上はトコトンあの子たちで遊んじゃうよっ！」

　スピカは「えいえいおーっ！」と意気込んで両手を突き上げる。

　横にいるミタマが星のように光を明めい滅めつさせてそれに応こたえた。すると呼応して背後にどんどん光が増えていく。

　数十、数百、数千……光の一つ一つがすべてミタマたちである。

　凄すさまじい数の下僕たちを従えて、スピカは不敵に八や重え歯ばを見せる。

　その瞳ひとみが見み据すえるのは、明日の脱だつ獄ごく計画だ──。
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　三章




　オークション当日。

　規定に従い、リオンはキリカとレオナの首輪に鎖くさりをつけ、地表へ出た。

　普ふ段だんは固く閉とざされている地表への門も今日ばかりは通行許可が下りている。

　地表に出ると久々の青空が頭上に広がった。

　歩道は煉れん瓦がで舗ほ装そうされており、周囲には石造りの建物が連なっている。どこか冷え冷えとしたそれらの建築の先、遠くには氷のように透き通った『氷ひよう珠ずの塔』も見て取れた。

　オークション会場は門からほど近い場所にある講堂だ。

　異世界の監獄には、慰い問もんという形で外部の歌劇団などを招く仕し来きたりがあったらしく、この講堂はその様式に則のつとって築かれたものらしい。

　無論、『天空の大監獄』に歌劇団の慰問などありはしないが、今回のような催もよおしでは会場として重宝されている。

　周囲にはリオンたち同様、久々に地上へ出た二級看守と囚しゆう人じんたちがいて、その動向は門を出た瞬しゆん間かんから無数のミタマたちに監かん視しされていた。

　今回は囚人だけではなく、看守も監視対象である。

　妙みような動きをすれば、一いつ瞬しゆんにしてミタマの攻こう撃げきにさらされるため、講堂に入るまで下手な真似まねはできない。

「ねえ、この鎖ってどうしてもつけなきゃいけないの？　なんだか愛あい玩がん動物にされた気分だわ」

　道すがら、首輪についた鎖をジャラッと手に取り、キリカが不満を口にした。

　逆にレオナはニコニコしながらリオンの腕うでに飛びついてくる。

「えー、あたしはこれ結構好きですよ？　なんだかリオンに束そく縛ばくされてるみたいで嬉うれしいです」

「レオナちゃん、あなたって……いえ、いいわ。最近、あなたはそれでいい気がしてきた」

「公おおやけの場に囚人を連れ出す時は首輪に鎖をつけることがマナーなんだ。悪いが少しの間、我が慢まんしてくれ」

「マナーね。ハァ、ほんと腐くさってるわ……」

　そうこうしているうちに講堂が見えてきて、リオンたちは会場に足を踏ふみ入れた。

　まず最奥に舞ぶ台たいがあり、それを囲むように座席が放射状に広がっている。

　舞台に近い席は高位の看守たちの席だ。二級看守のリオンは後方の席となる。

　囚人たちに座席は用意されていないので、レオナとキリカはリオンのすぐ後ろに立つ形になった。

　そして、オークションが始まる。

　蝶ちようネクタイをつけた看守が司会に立ち、出品された囚人が次々と落札されていく。

　悲ひ喜き交こも々ごもな様相でオークションは進み、やがて終しゆう盤ばんに差し掛かかったが、リオンは動かない。

「……ねえ、ただ座りっぱなしでいいの？　なんかまわりの視線が厳しくない？」

「物見遊ゆ山さんは厳げん罰ばつだからな。でも問題ない。俺の狙ねらいはここからだ」

　宣言するように声を張ってそう言うと、周囲の二級看守たちが怪け訝げんな顔をする。

　すでに二級看守が参加できるような品は残っていない。

　ちょうど最後の出品者として、アルカマリア署長が舞台に上がったところである。

　誰だれもが身を乗り出して署長の一挙手一投足を注視した。

　毎回オークションの大トリを務める署長の出品は注目度が高い。

　ナンバリングが若く高こう濃のう度どの魔ま力りよくを内包している絵画だったり、絵え柄がらが劇的にむごたらしく見る者の心を奪うばうような絵画だったり、部下たちへの労ねぎらいと称しようし、署長は毎回非常に価値の高い絵画を出品するのだ。

　二級看守たちの間では、オークション前に『署長がどんな絵画を出品するのか』を予想する賭かけまで行われている。

　大穴はロストナンバー、作品番号６６６番の絵画だ。

　看守たちが持つ『イグリエの絵画目録』の写本には『魔ま王おうの絵画』のすべての絵柄が載のっている。──はずなのだが、たった一枚、作品番号６６６番の絵画のページだけは白紙になっており、タイトルすら記き載さいされていない。

　その絵画は『天空の大監獄』にも収しゆう監かんされておらず、また王都の『イグリエの絵画目録』の原典にも封ふう印いんされていないという。

　作品番号６６６番の絵画はロストナンバー、あるいは消失した絵画と呼ばれ、無いものとして扱あつかわれている。

　そうなった経けい緯いは何かしらあるのだろうが、リオンをはじめとした二級看守たち程度にはその情報は開示されていない。

　ゆえに憶おく測そくが憶測を呼び、『実は署長が秘蔵の一枚として隠いん匿とくしており、なんと今回出品されるらしい』というような噂うわさがオークション前にはいつも実まことしやかに囁ささやかれる。

　競せり落とそうとする一級以上の看守たち、すでに気分は観客となり賭けの結果だけを気にする二級看守たち、様々な視線を受け、署長は舞台の上で愛用の鞭むちを一ひと振ふりした。

「ハハッ、どいつもこいつも野や獣じゆうのような醜みにくい面つら構がまえをしているな。いいぞ、それでこそだ。その猛たける獣じゆう欲よくを囚人共にぶつけることが、貴様ら看守の仕事なのだからな。いいかよく聞け、豚ぶた共。その日ひ頃ごろの働きを労い、今日は私のとっておきを放出してやる！」

　露ろ出しゆつ度どでは囚人に引けを取らない署長が豊満な胸を揺らして声を張り上げる。

　それを合図に舞台奥のカーテンが開いた。

　立っていたのは、赤みがかった髪の少女である。

　出品される囚人は、ドレスなどで上等に着き飾かざっているのが常だ。

　しかしその定石に反して少女が着ていたのは、修道服である。

　収監される前はシスターだったのだろう。シスターの囚人という背徳的な魅み力りよくに、客席が一気にどよめいた。すると署長が鞭を一振りし、シスターの胸むな元もとを引き裂さいた。

　悲鳴を上げてシスターはたたらを踏み、すぐさま鎖を引っ張られて署長の方へ倒たおれ込む。

　引き裂かれた修道服へ手を突っ込み、赤くはれ上がった乳ち房ぶさを揉もみ上げると、署長は彼女の呪じゆ印いんを客席に晒さらした。

「作品番号１２９番、タイトルは『虹にじを待つ裸ら婦ふ』。私は常々、絵柄に準じた形で囚人共を弄なぶるのを趣しゆ味みとしている。なかでもこいつには精神の凌りよう辱じよくをテーマに徹てつ底てい的に調教を施ほどこした。何をしたと思う？　──快楽を教え込んだのさ。敬けい虔けんな神の信徒に淫みだらな喜びを刻み込んでやったのだ。おいおい、逸はやるな豚共。大事なのはここからだ。この神の信徒は私によって雌めすの喜びを教えられている。だがしかし──まだ生き娘むすめだ！　こいつは狂くるおしいほどの快楽を知りながら、いまだ女の喜びを知らん！　珠しゆ玉ぎよくの逸いつ品ぴんだぞ！」

　客席から下品な歓かん声せいが巻き起こった。

　一いつ般ぱん的に絵画はナンバリングが若いほど高濃度の魔力を有している。

　１００番台というだけで絵画としての価値が高いが、囚人そのものにも大きな付加価値を与あたえた署長の着眼点は看守たちの予想と期待を超こえるものだった。

　そして何より羞しゆう恥ちに涙なみだを浮うかべるシスターの顔が看守たちの情じよう欲よくに火をつけている。

「こいつは私からの贈おくり物だ！　手にした奴やつは好きに扱え。さあ、貴様ら値をつけろ！」

　一いつ斉せいに高値の声が上がる。競きそい合っているのは、主に客席前列にいる特一級以上の看守たちだ。彼らにとってこのシスターは是ぜが非ひでも競せり落としたい逸品である。

　もちろん絵画としての価値もある。しかしそれ以上に『労いとして署長が出品した囚人を競り落とす』という行こう為いは、役職者の看守たちにとって己おのれの格付けにも直結するのだ。

　そうした状じよう況きようのなか、当然のように頭一つ飛び抜ぬけたのは、副署長であるバルドロックだった。

「５０００万！　さあ、どうです？　私に対たい抗こうする者はいますか？」

　それまでの流れを断たち切るように大きく張った一言で、バルドロックが場を制した。

　自分こそが署長に次ぐナンバー２であると、改めて周囲に知らしめた形だ。

　司会の看守が空気を読み、ここで落札と声を上げようとした、その時だった。

　遥はるか後方の客席からすっと手が伸のびた。

「５５００万」

　リオンである。周囲の驚きよう愕がくの視線が集まった。

　すぐそばにいた看守が「あ、あんたっ。副署長に喧嘩売る気かよ!?」と慄おののく。

　遥か前方にいるバルドロックが射殺さんばかりの目でリオンを睨にらみ、声を張り上げた。

「５７００万！」

「６０００万」

「６１００万！」

「７０００万」

　バルドロックが声を上げる端はしからリオンは値をつり上げていく。

　天てん井じよう知らずに上がっていく値に誰もが啞あ然ぜんとした。

　さすがに不安になってきたのか、キリカがレオナに耳打ちする。

「ねえ、リオンってそんなにお金持ってるの？」

「ありませんよ？　そもそもキリカさんを買い付けた時に全財産ほぼほぼ使い果たしちゃいましたから」

「へっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなのそれ!?」

「ええ、大丈夫。これでいいんです」

　レオナが意味ありげに笑えむと同時、リオンが一足飛びに大台を口にした。

「１億だ！　さあ、どうする副署長!?」

「ぐ……っ、貴様という男は……っ」

　おそらく副署長の想定していた金額はすでにオーバーしているはずだ。

　だがまさかこの大おお舞ぶ台たいで二級看守に後おくれを取るわけにはいかないだろう。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすような表情で、バルドロックは声を張り上げた。

「１億５０００万！　これでどうですか!?」

　講堂のすべての視線がリオンに集中した。そこでリオンは大げさに肩かたを竦すくめ、

「降参だ。さすがにそんな大金持ってない」

　途と端たん、前席を中心に笑い声が巻き起こった。

　リオンにはシスターを買う気など毛頭なく、バルドロックへの嫌いやがらせが目的だったのだと全員が気づいたのだ。天下の副署長が見事にいっぱい食わされた形である。

　バルドロックと鎬しのぎを削けずる他ほかの特一級看守たちからすれば、痛快に映ったことだろう。

　だが下級の看守たちにしてみれば、文字通り神をも恐おそれぬ行為だ。

　殺されるぞあいつ、と誰もが青い顔で囁いた。

「なあに、覚かく悟ごの上さ」

　誰にともなくそう言い、リオンはキリカとレオナを伴ともなって、足早に会場を出る。

　ここまでは計画通りだ。むしろ問題はここからである。

「時間との勝負だ。講堂にはバルドロックの屋や敷しきが隣りん接せつしている。奴は必ず一いつ旦たん屋敷に戻もどるはずだ。そこを狙うぞ。覚悟はいいな、二人とも！」

「もちろんよ！」

「どこまでもお供しますよ！」

「よし、それじゃあ」

　二人の首輪から鎖くさりを外し、リオンは返す手でキリカの魔ま術じゆつを解放する。

「──脱だつ獄ごく開始だ！」







　一方、バルドロックは足音高く講堂を出るところだった。

　その後ろには彼の手持ちの囚しゆう人じんたちも付き従っている。

　数多くの囚人を所有しているバルドロックだが、今連れているのは見み栄ばえのいい選えりすぐりの五人だ。

「おのれ、ハイレインの奴め！　よくもやってくれましたね……っ」

　講堂の敷しき地ちを出ると、周囲にいたミタマが一気に集まってきた。

　今日は講堂を取り囲むように監かん視し網もうが設定されている。すぐさまバルドロックはミタマへ銀細工のブレスレットをかざした。

「監視網の一部解除申しん請せい。私の屋敷までのルートは除外しなさい」

「はい。了りよう解かい。しました。一部監視網を解除します」

　副署長権限で屋敷までの道を通行可能にさせる。

　ハイレインのせいで当初の予定よりも費用がかさみ、署長へ上納する金を取りに戻らなくてはならない。

　副署長たるバルドロックの屋敷は、貴族もかくやという立派な建築である。

　花々の咲さき誇ほこる庭園を過ぎ、屋敷に入ると、甲かつ冑ちゆうが立ち並ぶ大広間に出る。

　さらに螺ら旋せん状の階段を上ると、そこにあるのはバルドロックの巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がである。

　その額がく縁ぶちに設しつらえたプレートをブレスレットの魔術で反応させる。

　すると肖像画が横に移動し、隠かくし部屋が現れた。

　敷しき詰つめられているのは、今日までバルドロックが溜ため込んだ金貨と金きん塊かいである。

「まさかこの金まで動かすことになるなんて、ハイレインさえいなければ……っ」

「ですからご主人、あのクソ看守は早さつ急きゆうに始末すべきだと、わたくし何度も申し上げましたのに」

　忌いま々いましげにそう言うのは、横にいる４０４番だ。

「あの男は妙みように署長に気に入られている。それさえなければ私とて手早く始末していた！　私の力不足だったと言いたいのですか、貴様は？」

「い、いえ滅めつ相そうもございませんわ。ご主人の心中お察し致いたします」

　血走った目で睨むと、４０４番は顔を青くして首を振ふった。

　その胸に金貨の入った袋ふくろを押しつける。

「ならばとっとと金を運びなさい。貴様ら能無しの囚人は私の命令にだけ従っていればいいのです。こうなればもうハイレインにも容よう赦しやはしない。徹底的に弄なぶって殺してやる。奴の泣き叫さけぶ顔を想像するだけで今から胸が高鳴りますよ」

「──そりゃ奇き遇ぐうだな。俺も今、あんたが歯は軋ぎしりしてる顔を見て胸がすく思いだ」

「なッ!?　ハイレイン──ッ!?」

　唐とう突とつに背後から聞こえた声に、バルドロックと囚人たちは一斉に振り向むく。

「よお、バルドロック。それにジャッカル。ご機き嫌げんは如何いかがだい？」

　そこにいたのはリオン・ハイレイン、そして配下の二人の囚人だ。

　囚人の一人は剣けんを持っていた。おそらく大広間の甲冑からくすねたのだろう。

　鞘さやに仕し舞まったままの剣が弧こを描えがき、バルドロック配下の五人のうち二人を打ち据すえた。

　不意打ちを喰くらった二人は床ゆかに倒れ、剣を持つ囚人はブロンドの髪かみをかき上げる。

「あつらえは悪くないけど、あくまで観賞用の剣ね。気を遣つかわないとすぐに折れちゃいそう。持ち主の平和ボケが見て取れるわ」

「な、な……っ」

　バルドロックは怒いかりも露あらわに叫ぶ。

「なぜ貴様がここにいるのです、ハイレイン!?　一体どうやって入ってきた!?」

「どうやってだって？　馬ば鹿かなことを聞くんだな。あんたがその手でミタマの監視網を解除してくれたんだろ？」

「……っ！　貴様、私たちの後をつけてきたのか……っ」

「他に方法があるなら教えてくれ。次からの参考にしたい」

「一体何が目的ですか？　──はっ、まさか……っ、私の財産が狙ねらいか！」

　バルドロックは背後の隠し部屋を隠すように後あと退ずさる。

「くっ、そうか……オークションでの振る舞まいからすべてが貴様の計画だったということですね。なんと大それたことを……っ。生きて帰れると思わないことです！」

「なるほど、普ふ通つうはそう思うか」

　ハイレインが妙に含ふくみを持たせて苦く笑しようした。

　すると突とつ然ぜん、星ほし屑くずのような光が瞬またたき、バルドロックの正面にミタマが現れた。

　ミタマは神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、このように空間を渡わたって現れる。何事かと思っていると、

「緊きん急きゆう連れん絡らく。緊急連絡。講堂が燃えてます。燃えてます。副署長は指示を出した方が。いいですよ？」

　呆あつ気けに取られ、反射的に講堂側の天窓を見ると、果たして濛もう々もうと立ち込める黒こく煙えんが見えた。

「ハイレイン、これも貴様の仕し業わざですか!?」

　叫びながら顔を向け、バルドロックは致ち命めい的てきに出で遅おくれたことに気づく。

　今までハイレインの陰かげに隠れていたもう一人の囚人。

　その首輪の外装が外れ、魔術の解放状態となっていた。

「副署長。あんたは囚人をいびることには長たけてるみたいだが、とんと実戦慣れはしてないな。動どう揺ようした先から隙すきができてるぞ。──やれ、レオナ」

　まだ幼い子供の囚人は瞳ひとみを黄金に輝かがやかせ、両手を振り抜いた。

　バルドロックは悲鳴を上げそうになる喉のどをなんとか押し留とどめ、配下の囚人たちへ叫ぶ。

「お前たち、私を守りなさい！　肉の壁かべになってでもあの魔術を止めるんです！」

「ご主人、違ちがいますわ！　あの４８８番の魔術は攻こう撃げき系ではなく、幻げん覚かくの──」

　４０４番が何かを叫ぶが、それより速く魔ま力りよくの霧きりが渦うず巻まくように辺りに広がった。

　視界が真っ白に遮さえぎられ、ハイレインたちの姿を見失う。

「チ……ッ！　ご主人、わたくしの魔術を解放して下さいませ、どうかお早く！」

　だが４０４番の解放を行う必要はなかった。それより先に霧が瞬く間に晴れたのだ。

「ハイレインたちが去ったのか……？　はっ、まさか……っ」

　バルドロックは慌あわてて背後を振り返る。しかし隠し部屋の財産は手を付けられていない。

　どういうことだ？　眉まゆをひそめていると唐突に上から声。

「こっちだよ、副署長」

「貴様、そんなところで何をしているのです……っ」

　ハイレインたちは階段を上がり、三階天窓の前に立っていた。

「あんたには世話になったから、ちゃんと報告しておこうと思ってさ。よく聞いてくれ」

　天窓の青い空を背にし、二級看守は信じられないことを言った。

「俺たちは今から脱獄する！」

　一いつ瞬しゆん、奴やつが何を言ったのか分からなかった。

　啞あ然ぜんとしてる間にハイレイン一行は天窓を割り、外へと飛び出していく。

　その姿が消えても、バルドロックはまだ現状を飲み込めていなかった。

　代わりに手持ちの囚人のなかでも年長者である３６２番が声を上げる。

「バルドロック様、お早く対処しませんと！　ここまでのことをした以上、彼らは本気です。すぐにミタマの監視網で捕ほ縛ばくさせましょう」

　言うが早いか、３６２番はバルドロックの名でミタマに指示を出そうとする。

　はっと我に返り、バルドロックは凄すさまじい形相で３６２番を殴なぐり飛ばした。

「愚おろか者ッ！」

　そしてミタマを摑つかむと、握にぎり潰さんばかりの勢いで怒ど鳴なる。

「ミタマ、解除申請です！　副署長である私の名において、地表一帯の監視網を解除しなさい！　制限区域に立ち入る者があったとしても、すべて無視するのです！」

「はい。はい。了解。しました。地表すべての。監視網を。解除。……しましたっ」

　床に倒たおれた３６２番が頰ほおを押さえながら怪け訝げんな表情で見上げてくる。

「バルドロック様、なぜ監視網を……？　それでは彼らを見失います」

「よく考えなさい！　ハイレインは逃とう走そう経路に私の屋敷を使いました。このまま事が公おおやけになれば、私の責任問題になる。ただでさえオークションでやり込められたことで署長の心証は悪くなっているはず……これ以上、失態は犯おかせない」

　ギリッと奥歯を嚙かみ、ミタマを放ほうり投げる。

「講堂が火災に見み舞まわれているのは幸いです。この混乱に乗じて我々だけでハイレインを捕つかまえ、処しよ罰ばつします」

　すると、それまで黙だまっていた４０４番がニタァと笑った。

「ということはご主人、あのクソ看守を……」

　バルドロックですら嫌けん悪おを催もよおす、口が裂さけるような邪じや悪あくな笑えみで、

「無残にぶち殺して構いませんのね？　四し肢しを砕くだいてハラワタ爆ばく散さんさせて、血だまりのなかでゲェゲェえずかせながら殺して構いませんのね？」

「好きになさい。ただしトドメは私が刺さします」

「アハッ、素す敵てき！　わたくし想像しただけで愛液が溢あふれてしまいそう……っ！」

　もはや聞いているのかいないのか、勝手に身み悶もだえ始めた４０４番を軽けい蔑べつするように一いち瞥べつし、バルドロックは天窓を睨にらむ。

　こちらの手持ちの囚人は残り三人。この手札でハイレインを追い詰め、息の根を止める。

「私に続きなさい！　奴らを血祭りに上げる！」

　囚しゆう人じんたちの首輪を一いつ斉せいに解除し、バルドロックは駆かけだした。







　天窓から外に出たリオンたちは壁伝いに大通りへ下りていく。

　建物の向こうにはキリカが起こした小火ぼやの煙けむりが立ち昇のぼっていた。

　暗記した地図を記き憶おくから呼び起こし、周囲を探さぐる。二回ほど角を曲がると果たしてそこにマンホールと呼ばれる水路への入口が見えた。

　道に嵌はまった丸い鉄板を剝はがし、素す早ばやく水路へ下りる。透すき通るような水音が木霊こだました。

　水が溜まっているのは足首まで。走るのに不自由はない。

「よし、走れ！　ここから発着場まで一直線だ！」

　カビ臭くさい水路をリオンたちは全力疾しつ走そうで走りだす。

　バルドロックたちがくる前に辿たどり着けるかどうか。それが成否の分かれ目だ。

「ねえ、リオン！　なんで副署長たちに脱だつ獄ごくの宣言なんてしたの？　言わなければすぐに追われはしなかったんじゃない？」

　走りながらキリカが尋たずねてくる。答えたのは横を走るレオナだ。

「キリカさん、リオンは副署長を利用したんです」

「どういうこと？」

「脱獄の最も大きな障害は看守や配下の囚人じゃない。あいつらなのさ」

　リオンは視線で水路の壁かべ際ぎわを示した。

　薄うす暗ぐらいので目を凝こらさないと分からないが、そこにはびっしりとミタマたちがいる。




　普ふ段だんは可愛かわいらしい混血種たちが爛らん々らんと両目を光らせてこちらを凝ぎよう視ししていた。

　気づいたキリカが「ひっ」と気持ち悪そうに声を上げる。

　リオンは改めて脅きよう威いを感じつつ言う。

「こんな水路にまでひしめいているんだ。普段、俺たちがいる地下と違って、地表はほぼ完全にミタマの勢力下なんだろう。この監かん視し網もうをかいくぐるのは不可能だ。でもそれもお優やさしい副署長が解除してくれた」

　バルドロックは非常に体面を気にする男だ。

　脱だつ走そう者が自分の屋や敷しきを逃走経路に使ったとなれば、必ず事を秘ひ密みつ裏りに処理しようとしてくる。

　そうなればバルドロックにとっても不都合なミタマの監視網は解除される。

　リオンはあえてバルドロックの追つい撃げきというリスクを選せん択たくし、ミタマたちの監視網を封ふう殺さつしたのだ。レオナがやや息を切らしながら付け足す。

「つまり本来なら対監かん獄ごくを想定しなければならなかった脱獄を、リオンは対副署長という構図にまで落とし込んだんです」

「なるほどね。で、勝算はどれくらい？」

「正直、五分五分ではあった。でもキリカが上手うまくやってくれたおかげで六：四ぐらいに引き上げられたと思う。バルドロックの囚人のうち、あの二人を仕留められたのは大きい」

「不意打ちは騎き士しの行いに反するから気が進まなかったけどね」

　やや微び妙みような顔で、キリカは鞘に納まった剣を握り直す。屋敷にあった甲かつ冑ちゆうから拝借した剣だ。

　隠かくし部屋前のバルドロックに声をかける寸前、リオンは特定の二人の囚人を仕留めるようにキリカへ命じた。

　その二人はそれぞれ『強制腐ふ食しよく』の魔ま術じゆつと『力場強化』の魔術を持つ囚人だった。

『強制腐食』は文字通り対象を一気に腐くさらせる魔術で、しかも効果範はん囲いが非常に広い。

『力場強化』は詳くわしく調べ尽つくすことはできなかったものの、文字通り味方の魔術を強化する魔術と推測された。

　リオンたちが逃走する上で、どちらも致ち命めい傷しようになり得る力である。

　初手でそれを封殺できた成果は非常に大きい。

「今日までにバルドロックの囚人たちの魔術は出来得る限り調べてきた。あの場にいた囚人のうち、残っているのは三人。うち二人の魔術は判明している」

「一人はジャッカルという囚人です。その絵画は作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』。宿っている魔術は『魔力の結けつ晶しよう化』。凝ぎよう縮しゆくした魔力を爆ばく弾だんのように炸さく裂れつさせたり、放った魔力を重りのように結晶化させて動きを封ふうじてきます」

「もう一人は作品番号３６２番『巡じゆん礼れいの夕立ち』だ。これは植物の──」

　言葉の途と中ちゆうでリオンは気づく。視界の端はしに魔術光が輝いた。

　はっとして立ち止まり、即そく座ざに二人を押し倒す。

「屈かがめッ！」

　途と端たん、水路の端に生えていた水草が鋭えい利りな刃やいばのように伸のび、つい今まで三人の首があった空間を一いつ閃せんした。

「敵てき襲しゆう!?　今のも何かの魔術ね!?」

「『巡礼の夕立ち』の魔術っ、効果は植物の成長操作です！」

「あの魔術は効果範囲内のあらゆる植物に作用する。範囲は『強制腐食』ほどではないにしろ相当広い。半径２００メートルはあるはずだ！」

　メートルとは監獄で使われている長さの単位だ。１メートルが王都の単位で言う３セロナ半に相当する。

「ってことはもう近くまで副署長たちが迫せまってるってこと!?」

「そうだ、時間がない！　キリカ！」

　リオンは左手のブレスレットに呪じゆ文もんを唱え、魔術光が灯ともったその手でキリカの首輪に触ふれた。

　首輪の外装が外れ、キリカの胸の呪文が光り輝かがやく。

　迸ほとばしった魔術光で描えがかれるのは、燃え上がる聖堂の絵画だ。

「一気に焼き尽くせ！　植物が相手なら『無限煉れん獄ごく』の火力でも通用するはずだ！」

「……仕方ないわね！」

　キリカの両目が黄金に輝き、指先に集つどった魔術光によって指輪が形成された。その宝石部分に聖堂の絵画が映り込む。

　キリカに宿った、作品番号３５７番『無限煉獄』。

　この絵画は、旧きゆう暦れき１３２７年に魔ま王おうが東部のファタル大聖堂を描いたものだという記録が残っている。

　１３２７年は国中が大きな嵐あらしに見舞われた年だ。

　嵐によって暗雲が立ち込め、降り注いだ稲いな妻ずまによって大聖堂は炎えん上じようした。

　その舞まい散る火の粉のように、キリカの周囲にいくつもの蛍ほたる火びが出現する。

　水草が大きくしなり、鋭利な刃となってキリカへと向かっていく。その速度は兵士が剣けんを振ふるう速度と比べても遜そん色しよくない。しかし、

「──遅おそいわね」

　キリカが指揮をするように指を一閃すると、蛍火は弧こを描えがき、正確に水草を直ちよく撃げきして一気に焼き払はらった。

　赤い炎ほのおに照らされて、キリカのブロンドが美しく輝く。

　思わず見み惚とれてしまいそうな光景だったが、当のキリカは悩なやましげに眉まゆを寄せる。

「……うーん、やっぱりわたしのこの魔術って使えないわね。火力は今ぐらいが限度だし、効果範囲も手を伸ばしたぐらいまでしかないみたい……」

　元々戦せん闘とう向きではない魔術だが、実戦を踏ふまえてみて、キリカはやはり微妙という結論に達したらしい。

「──っ！　キリカさん、後ろ！」

　レオナがはっとした声を上げる。３６２番の追撃だった。水路の壁かべを這はっていた数十本の蔦つたが鞭むちのようにしなり、キリカへと殺さつ到とうする。

「うん、やっぱりわたしは剣の方が速いわね」

　まさしく一いつ瞬しゆんだった。

　背後からの蔦をまったく見ずに避よけたかと思うと、瞬しゆん時じに剣を抜ぬき放ち、キリカは数十本の蔦を瞬またたく間に細切れにした。数すう瞬しゆん遅れで蛍火が旋せん回かいし、蔦を完全に焼き払う。

「すごいです、キリカさん……」

「魔術を一いつ掃そうするほどの剣けん技ぎとは……飛ひ燕えんの騎士の名は伊だ達てじゃないな」

「そもそも魔術なんていうけったいな技わざに人間が敗まける道理はないのよ」

　キリカは先だって走りだしつつ、事も無げにそう言った。

　が、そもそも普ふ通つうの人間にそこまで剣の道を極きわめることなど到とう底てい不可能だ。

　植物を使し役えきする『巡礼の夕立ち』と相あい性しようが良かったということもあるが、剣技で魔術を撥はね除のけるキリカの技量はやはり驚きよう嘆たんすべきものだった。

　走りだしてすぐ、再び水草と蔦の攻こう撃げきがきたが、キリカがすべて捻ねじ伏ふせる。

　そうするうちにパッタリと攻撃がやんだ。

「３６２番が力尽つきたか」

『魔王の絵画』にはほぼ無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよくが込められているが、それを使って魔術を行使する囚人には相当の負ふ荷かが掛かかる。効果範囲の広い『巡礼の夕立ち』ならば尚なお更さらだろう。

　３６２番からの攻撃はもうこないと考えていいはずだ。

「リオン、発着場まであとどれくらいですか!?」

「もう目の前だ。このままいけば追いつかれる前に辿り着ける！」

　程ほどなくして出口が見えてきた。

　水路の突つき当たりに梯はし子ごがかかっている。あれを昇ればドラゴンの発着場に出るはずだ。

　しかし三人が梯子に手をかけようとした時だった。

　突とつ然ぜん、甲かん高だかい音が響ひびき、水路の壁に穴が開いた。リオンとキリカの顔色が変わる。

「え、この穴……」

　きょとんとするレオナの手をリオンが強ごう引いんに引っ張った。

「弾だん痕こんだ！　銃じゆう撃げきされてる！」

「これ一体どこから!?　まだ奴やつらの姿も見えてないわよ!?」

「ライフルを使ってるんだ！　スコープがあれば暗がりからでも狙ねらえる！」

　キリカは王都のマスケット銃じゆうしか知らないのだろう。驚おどろくのも無理はない。それでもとっさに反応できたのはさすがである。

　逆に監獄の銃を理解しているレオナも発はつ砲ぽうされるのは初めてだったらしく、とっさの反応は鈍にぶかった。リオンがレオナを抱だき込むようにして、水路の曲がり角に駆け込む。

「くっ、あと少しのところで……っ」

　ライフルの射線からは逃のがれたが、代わりに梯子から遠のいてしまった。

　看守にはそれぞれ銃じゆう火か器きが支給されている。リオンのベルトにも拳けん銃じゆうが一丁ある。

　監獄の銃は異世界の技術で作られており、地上のものとは比べ物にならない性能を誇ほこる。

　特に一級看守以上に支給されている銃は様々なアタッチメントがあり、瞬しゆん間かん的な殺傷能力で言えば絵画の魔術に匹ひつ敵てきするほどだ。

　バルドロックが使っている暗視スコープもその一つだ。

　こちらからは暗がりで見えないが、射線上に出た途端、正確に弾たまが飛んでくるだろう。

「すみません、あたしが呆ほうけてなければ一気に梯子を昇のぼれたかもしれないのに」

「いやあのタイミングで無む茶ちやをすれば誰だれかしら撃うたれてたはずだ。むしろ助かったよ」

　腕うでのなかのレオナがふいに見上げてきた。

「リオン、やりましょう。あたしの魔術を解放して下さい」

「できれば避けたかったが……それしかないな」

　この状じよう況きよう下、レオナの霧きりの魔術は非常に有効である。だが同時に諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。

　それでもやるしかない。

「十秒でここを突とつ破ぱするぞ！」

　リオンがレオナの魔術を解放する。首輪の外装が外れ、レオナの背後に絵画が現れる。

　それは、山河に立ち込める深い霧の絵だ。

　雄ゆう大だいな自然を濃のう霧むが覆おおい隠し、不気味で妖あやしい光景に変えている。

　さらに、見方を変えると山河の景色が老女の顔に見えてくる。

　見る者を惑まどわすような変へん幻げん自じ在ざいの絵画。

　これがレオナに宿った、作品番号４８８番『霧海の騙だまし絵』である。

「いきます！　これで副署長のスコープはあたしたちを捉とらえられません！」

　指輪の光る手をレオナが一ひと振ふりすると、霧きり状じようになった魔力が辺りを覆い尽くした。

　するとキリカが「えっ」と小さく声を洩もらす。すぐ目の前に自分の姿を見たからだ。

「わ、わたし!?　わたしがいる……っ。リオンやレオナちゃんも……えっ、何人もいる！　どうなってるの!?」

　霧のなかにリオンたち一行が何人も浮うかび上がっていた。まるで寝ね覚ざめの悪い悪夢のように。

「落ち着け、キリカ。これがレオナの魔術なんだ」

　バルドロックの屋や敷しきではただの目くらましとして使ったが『霧海の騙し絵』の真しん髄ずいは霧のなかで幻げん覚かくを見せる魔術だ。

　この絵画は、旧暦１３４５年に東部のリリアム湖で描かれたものだと言われている。

　キャンバスとなったのは湖で守り人をしていた少女だ。

　本来、リリアム湖は土着のメリシュ族だけの縄なわ張ばりだった。

　守り人であった少女はその禁きん忌きを犯おかし、多数の外部民族に「リリアム湖を解放する」という虚きよ偽ぎを触れまわり、結果争いの火種を蒔まいてしまった。

　やがてその責を問われ、捕ほ縛ばくされた少女はまるで老女のように憔しよう悴すいしていたという。

　魔王はその罪を気に入り、斬ざん首しゆ刑けいを待つ少女へこの絵画を描いた。

　そこに封じられたのは、幻覚で人々を惑まどわす霧の魔ま術じゆつ。

　守り人の少女がこの魔術を用いて逃にげだしたのか、それとも甘んじて首を断たち切られたのかは記録には残っていない。

　だがそれ以降、『霧海の騙し絵』を宿すキャンバスは代々『虚偽』を魂たましいに持つ少女だと言われている。

　リオンはこの絵画を見る度たびに苛いら立だちを感じるのだが……今はそんなことを言っている場合ではない。

「二人とも早く昇るんだ！」

　ただの霧ならば、うっすらと浮かぶ影かげを狙って撃たれるかもしれない。だが今周囲には無数の幻覚がひしめいている。

　まずはキリカが梯子を昇り、次いでレオナがあとに続く。そしてリオンも梯子に手をかけた、その時だ。

　ふいに悪お寒かんが背中を駆かけ抜けた。

　直後、異変を感じ取った表情でレオナが振り向むいた。

「ダメッ、追いつかれた！　奴がきます……っ！」

「レオナ、魔術の解除だ！　俺のことはいい！　霧を払え！」

　だがすでに追手は魔術を行使していた。

　パキッと何かが固まるような音がし、次の瞬間、レオナの霧が後方から物もの凄すごい速度で結けつ晶しよう化していく。

　さらには結晶化した先から砕くだけ、まるで大海を割るように霧が消し飛ばされていく。

　間かん一いつ髪ぱつ、レオナがリオンの周囲の霧を解除した。

　あと一歩遅ければ、リオンも結晶化に巻き込まれ、体ごと砕かれていたかもしれない。

「ふふ、うふふふふふ」

　ライフルのスコープから逃れるには、レオナの霧は打ってつけだった。だが相手にこの囚しゆう人じんがいるせいで霧は諸刃の剣となり、案の定リオンは体を砕かれかけた。

　彼我の距きよ離りは10メートルほど。

　砕けた結晶が舞い散るなか、追手──ジャッカルが頰ほおの裂さけるような笑えみで立っている。

「見ぃぃぃつけたぁぁぁぁッ！」

　叫さけび、地面を蹴けりだす。途と端たん、まるで風のような速度で突っ込んできた。

　足元に魔力の結晶を作り、その上を氷のように滑すべっている。

「く……ッ！」

　リオンはベルトから拳銃を抜いて、発砲した。

　加減など一いつ切さいしない。すべて急所狙いで装そう塡てんされている六発を撃ち放つ。

　だが、そのすべては結晶化した盾たてのようなもので防がれてしまった。

「ふははは！　馬ばぁ鹿かッですわねぇ！　撃ってくると分かっていれば、目の前に魔力の潮流を作るに決まっているでしょうがぁぁぁッ！」

　ジャッカルが銃じゆう弾だんを防いだのは盾ではなかったようだ。

　予あらかじめ自分の前面に魔力を滞たい留りゆうさせ、銃弾という異物が触ふれた瞬間に結晶化したのだ。

　たとえ結晶を盾にしても銃弾ならば撃ち抜けるかもしれない、とリオンは考えた。

　実際、それができる可能性はあったのだろう。

　だがジャッカルはその上をいき、銃弾を魔力で全方面から包み込む方法を取ったのだ。

　興奮しているように見えて、恐おそるべき対応力と応用力である。

　ジャッカルは４００番台の囚人たちだけではなく、バルドロックの囚人たちをも束ねている。

　本来、囚人たちの格付けは絵画の序列に倣ならい、作品番号が若い順に成されていくのが常である。にも拘かかわらず、４０４番という後半のナンバリングであるジャッカルが囚人頭を務めていられるのは、その狡こう猾かつな性格もさることながら、この魔術の応用力によるものが非常に大きい。

　時には１００番台や二ふた桁けた台の囚人まで仕留める大物食い、それがジャッカルという囚人である。

「はぁい、チェックメイトですわぁ♪」

　一瞬にして迫せまったジャッカルに梯子から引きずり下ろされ、背後の壁かべに叩たたきつけられた。

　そのまま制服を壁に結晶で縫ぬい付けられてしまう。腕が固定されてまったく動かない。

　不意打ちすらできないように計算されている。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅうですわ、クソ看守ぅ。わたくしのこと覚えておいでかしらぁ？」

「……誰だっけか？　もうちょっとで思い出せそうなんだが、悪いね」

「いえいえ、構いませんわぁ。たとえあなたが忘れてしまっても、わたくしは一いち途ずにずっとお慕したいしておりましたもの。こんなことくらいでわたくしの乙女おとめ心ごころはビクともしませんですのよぉ？」

　腐くさり落ちそうなほどの笑みを浮かべ、ジャッカルが左手を掲かかげる。

　ペキペキッと音を立て、その拳こぶしに魔ま力りよくの結晶が出来上がる。

「こういうふうになった手で、あなたはわたくしの顔面を殴なぐり飛ばしてくれましたの。思い出しましたぁ？」

「ああ、思い出した。あんたはあの時潰つぶれたカエルみ──」

　意識が飛びかけた。結晶化した拳で殴られたのだ。

　ジャッカルは返す拳でもう一いち撃げき、さらにもう一撃と間断なく打ち込んくる。

「こうやって！　こうやって！　こんなふうにしたの！　美しいわたくしの顔に拳を叩きつけたの！　気持ち良かったでしょう!?　すごく気持ち良かったですわよね!?　ああ、忌いま々いましい！　このわたくしがこんなクソ看守の自じ慰いに使われただなんて！　赦ゆるさない、絶対に赦しませんわ……うふふふふ」

　突とつ如じよ、振ふり上げた拳を止めると、だらんと腕を下げ、ジャッカルが顔を寄せてきた。

　眼帯の目でなぞるようにリオンへ頰ずりし、耳へ舌を滑り込ませてくる。

「殺してやる。無残に惨むごたらしく殺してやる。いい？　わたくしで気持ち良くなっていいのはわたくしだけなの。特例で許されるのはご主人だけ。お前はそのどちらでもない。だから罰ばつを受けなさい。わたくしを最高に気持ち良くしながらお前は死んでいくんです。子供のように泣なき叫んで、みっともなく命いのち乞ごいして、羽虫のようにプチッと潰されて死ぬんです。このわたくしの手によってね！　いい!?　お返事は!?」

「一つ言っておくが──」

「誰が喋しやべっていいと言いましたぁ!?」

　頰に嚙かみつかれた。もはや理り屈くつも何もない。

　そのまま喰くい千切らんばかりに歯は軋ぎしりし、頰にくっきりと歯型を残すと、ぬめりと唾だ液えきを引きながらジャッカルは顔を離はなす。

　イブニングドレスの体をぴったりと隙すき間まなくリオンに這はわせ、恍こう惚こつとした表情で覗のぞき込んでくる。

「ねえ、今どんな感じ？　わたくしの気分一つでお前は壊こわされ砕かれ犯おかされるのよ？　怖こわい？　ねえ、怖い？　今どんな気分か、今のお前の気持ちを聞かせなさいな」

「……あー、今の気持ちがどんなかと言うと、一つ疑問を抱いだいてる」

「なになに？　どんなこと？　どんな疑問を持ってるの？」

　ジャッカルの犯歴は監かん獄ごくの誰だれもが知るところだ。

　端たん的てきに言うと、この少女は名実共に捕ほ食しよく者である。ヒエラルキーの頂点に立ち、文字通り思うままに他者の命を喰らい尽つくす。そうすることに無上の喜びを感じる人間だ。

　無論、そうなった原因は何かしらあるのだろう。

　けれどジャッカルには後こう悔かいなどなく、罪悪感だって欠片かけらもない。哀かなしみもなければ、痛みもない。

　ただただ潔いさぎよく、自らを真っ黒に塗ぬり潰した完成型。だから、リオンは彼女になんの魅み力りよくも感じない。

「俺が抱いている疑問は一つだけさ」

「うんうん、だから早くそれを聞かせなさいな」

「時間稼かせぎだとは思わなかったか？　俺がこうしてただ黙だまってやられていることを」

「は？」

　次の瞬しゆん間かん、とてつもない震しん動どうが水路を襲おそった。
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　バラバラと落ちてくる破は片へんのなか、ジャッカルはたたらを踏ふみ、その隙すきにリオンは上着を破り捨てて拘こう束そくから逃のがれる。

　はっとした顔でジャッカルが魔術を放とうとした。しかしそれより速くリオンは左の拳を握にぎり締しめ、

「言っとくが、こっちだって忘れちゃいないぞ。お前が、俺の大切なモデルを傷つけたことをなぁッ！」

　全力で殴り飛ばした。

　ジャッカルは吹ふっ飛び、汚お水すいの真ん中に叩きつけられる。

　上着を捨て、シャツ一枚の軽装となったリオンは肩かたで息いきをして告げる。

「この揺ゆれならバルドロックの照準もままならないな。教えてやるよ。あんたはずいぶんレオナを軽かろんじてたみたいだが、それこそがあんたの敗因だ」

「なん、ですって……？」

「レオナは頭が切れる。合理的で強したたかな計算ができる。そういう女だ。だから今あんたは倒たおれ、俺はこうして立っている」

　リオンを攻せめたてていた時、ジャッカルは梯はし子ごからの強きよう襲しゆうを警けい戒かいしていたはずだ。

　キリカとレオナがリオンを救出にくると考えていたことだろう。

　この場にバルドロックが姿を現さないのもそれが理由だ。

　奴やつは万が一にも自分が巻き込まれないように距離を取り、ライフルでキリカたちの強襲を警戒している。

　が、実際に彼女たちが取った行動は逆である。

　レオナとキリカはこの場にリオンを残し、先へ進んだのだ。

　なんらかの意い思し疎そ通つうがあったわけではない。事前の取り決めもしていない。

　だがリオンが『俺のことはいい』と言った瞬間、レオナは霧きりを解除し、梯子を昇のぼりきって外へと出ていった。

「レオナはすぐに気づいたんだ。今ここで俺を助けるより、先に進むべきだと。そしてこの場に連れてきてくれた。──脱だつ獄ごくの要かなめとなる仲間を」

「仲間ですって……？　ふははは、なあにを馬ぁ鹿ッなことをのたまってますの!?　あなたがたに仲間なんているわけがないでしょう!?」

　ジャッカルが嘲あざけったその時だった。

　震動がついに臨界点に達したかと思うと、水路の天てん井じようがぶち破られた。

　そして、圧あつ倒とう的な巨きよ体たいが下りてくる。

　ジャッカルが両目を見開き、リオンは我が意を得たりと笑みを濃こくした。

「リオンーっ！　お待たせしました！」

　瓦が礫れきの雨を降らせながら、天空の覇は者しやとも言うべき獣けものが現れる。

　その背にレオナとキリカを乗せ、排はい気き口から凄すさまじい蒸気を吐はきだし、巨きよ大だいな翼つばさを悠ゆう然ぜんと広げながら。その威い容ように当てられ、ジャッカルが尻しり餅もちをつく。

「な、仲間……？　噓うそですわ、まさか手て懐なずけたというんですの？　そんな、まさか……」

　粉々になった天井から光が差し、鉄の装そう甲こうを照らしだす。

「ドラゴンを!?」

　矮わい小しような人間の悲鳴を嘲あざ笑わらうように、ドラゴンが雄お々おしい咆ほう哮こうを上げた。







　かつてリオンは独どく房ぼうで二人に手順を説明した。

　どうすればドラゴンを懐かい柔じゆうできるのかという、その方法をだ。

　それにはまず相手が何者かを知らねばならない。

『あれは始祖竜りゆうの一種、アークドラゴンだ』

　アークドラゴン。それは別名『雲海の竜』とも呼ばれ、ほとんど陸地に寄りつかず、一生の大半を飛行したまま終えるという珍めずらしい混血種だ。

　リオンは昔、グランデ山脈で一度だけアークドラゴンを見たことがあった。

　監獄のドラゴンと違ちがって装甲はつけていなかったが、間ま違ちがいない。

『彼らのブレスは非常に強力で、長おさクラスになると雷らい雲うんも一撃で消し飛ばしてみせる。そのブレスには特とく徴ちようがあって、発射と同時に虹にじのような美しい紋もん様ようが浮うき出てくるんだ。彼らはその紋様の大きさや美しさで互たがいを格付けする』

　人に言っても信じてもらえないのだが、リオンはかつて師し匠しようがその習性を利用し、実際にアークドラゴンを懐柔したところを見ている。今回、行うのはその応用だ。

「──膨ぼう大だいな魔力を使って、アークドラゴンを従わせるほどの紋様を描えがく。俺たちは魔ま術じゆつ師しじゃないが、特定の『魔ま王おうの絵画』を組み合わせればそれができると踏んだんだ」

　いまだ呆ぼう然ぜんとしているジャッカルへ向けてというわけではないが、リオンはそう言ってドラゴンを見上げた。

　装甲板のやや上、鱗うろこに覆おおわれた背中にレオナとキリカの姿がある。

「どうやら上手うまくいったみたいだな」

　リオンの視線に気づき、レオナが空中に霧を発生させた。

　キリカがそこに蛍ほたる火びを舞まわせる。霧の幻げん覚かくによって蛍火は無数に増え、幾何きか学がく的な紋様を描きだす。

　それはまるで虹を重ねた万まん華げ鏡きよう。

　ドラゴンが称たたえるかのように咆哮し、リオンは駆かけだした。

　はっとした顔でジャッカルが「お、お待ちなさい！」と魔術を放とうとしたが、ドラゴンが威い嚇かくするように翼をはためかせ、その風圧だけでジャッカルは吹っ飛んだ。

　レオナの命令でドラゴンが頭を下げ、リオンは首元へ昇っていく。

　そばまでくると、改めてドラゴンの巨大さが伝わってくる。

　ちょっとした家屋一軒けん分には相当するだろう。広げた翼のせいで地面が見えないほどだ。

　ドラゴンの首元からまずレオナ、次にキリカ、最後にリオンという順に陣じん取どった。装甲の凹おう凸とつに手をかけ、体を固定する。

「久しぶりだな、こいつめ。地上に下りたらお前のことも描かせてくれよ」

「あーあ、嬉うれしそうな顔しちゃって……。ハァ、わたし、嫌きらいなものの筆頭がドラゴンになりそう……」

　ある程度予想していたが、棺かん桶おけはついていなかった。生身で下りることになるが、上手く使し役えきしてゆっくり下りるようにすれば、降下のダメージは抑おさえられるはずだ。

「ちゃんと思い通りに動いてくれてるか？」

「人間の言葉が分かるみたいです。あたしとキリカさん、どっちがお願いしてもちゃんと言うことを聞いてくれます」

「よし、じゃあ早さつ速そく頼たのむ！」

「はいっ、任せて下さい！」

　レオナが遥はるかな空を指差す。

「お願いします、ドラゴンさん！　空の彼方かなたまでゴーですよーっ！」

　ドラゴンが咆哮を上げ、翼を広げた。

　両りよう翼よくが猛もう然ぜんと羽ばたき、大気を叩たたく。排気口から凄まじい蒸気が噴ふき出て、膨大な土つち煙けむりを巻き起こした。そして、巨体は推力を得る。

　人間を遥かに超こえる巨大な背中、そこには圧倒的な力強さがあった。

　この瞬間、三人は確かに脱獄の成功を確信した。

　だが今まさにドラゴンが飛び立とうとしたその時、リオンの視界の端はしでふいに何かが動いた。

　ドラゴンに叩き壊され、水路の天井には長い亀き裂れつができている。

　装甲と鱗に覆われた一ひと際きわ高い視点から見下ろす先、そこに──バルドロックがいた。

　笑っていた。

「……ッ！」

　瞬間、悪お寒かんが走る。

　バルドロックの隣となりには囚しゆう人じんがいる。最後の一人、魔術が分からなかった囚人だ。

　首輪はすでに外装が外れ、その両手に凄まじい魔術光が輝かがやいている。

　囚人が光る両手をゆっくりと突つき出した。リオンたちの乗る、このドラゴンへ向けて。

「レオナ、高度を上げろ！　最後の囚人に狙ねらわれ──」

　てる、という続く言葉は形にならなかった。

　目も眩くらむほどの閃せん光こうが発射された。

　一いつ瞬しゆんにして視界がすべて真っ白に染め上げられる。同時、衝しよう撃げきがきた。

　大気を焼くような閃光がドラゴンの鼻先を突き抜ぬける。直ちよく撃げきこそしなかったものの、ドラゴンは完全にバランスを崩くずした。

　不意を衝つかれたレオナとキリカは悲鳴を上げ、リオンはなんとか振ふり落とされまいと二人の体に覆い被かぶさる。

　翼が空気を抑えきれず、地面に激げき突とつ。歯を食いしばって激突の衝撃に耐たえる。

　凄まじい土煙が立ち上るなか、リオンは咳せき込みながら体を起こした。

　まだドラゴンの背の上にいる。どうやら振り落とされるのは免まぬかれたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、二人とも……!?」

　リオンの腕うでのなかで二人は順々に頷うなずいた。

「何が起きたの……？」

「飛び立つ間ま際ぎわに魔術を撃うたれたんだ。完全に不意を衝かれた」

「ドラゴンを撃ち落とすような魔術が存在するんですか？　そんなのあたしも聞いたことありません……っ」

「……ああ、悔くやしいが俺もここまでの魔術は見たことがない」

「──ふふ、ハイレイン。貴様は呆あきれた不勉強だ。無知とは死に値あたいする罪ですよ？」

　土煙の向こうからバルドロックの声がする。あちらから距きよ離りを詰つめてきたようだ。

　ドラゴンはまだ微び妙みように背を震ふるわせている。致ち命めい傷しようには至っていないようだが、確実にダメージを負っていた。

「そのアークドラゴンがなぜ全身に装甲を纏まとっているのか、考えたことはありませんか？　無知な貴様に教えてあげましょう。損失した体を鉄の装甲で補っているからなのですよ。貴様たちが手懐けた彼はね、かつて『外がい殻かくの神々』と共に魔王と戦った英えい雄ゆうなのです」

　バルドロックの口調には勝ちを確信した者の余よ裕ゆうが滲にじんでいた。

「その傷はかつて魔王によって与あたえられたもの。つまり高位の『魔王の絵画』にはドラゴンさえ撃ち抜く魔術が存在するというわけです」

　土煙が晴れ、バルドロックと囚人の姿が露あらわになる。

　華か美びなドレスに歩兵のような鎧よろいをまとった少女だった。

　焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ、突き出した両手には紫し電でんを帯びた光球がある。

　光球は手のなかで少しずつ大きくなっていく。

「たとえばそう、この作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』のようにね」

「１００番台、準星魔術か……っ！」

『魔王の絵画』はナンバリングによって大まかに魔術が区分けされている。

　たとえばレオナやジャッカルの４００番台は補助系の魔術が多く、キリカの３００番台には自然元素を使役する魔術が多い。

　１００番台はそれらを複合し、同時並列で扱あつかう高威い力りよく・高純度の魔術が揃そろっている。

　だがまさかドラゴンにまで通用する破は壊かい力だとは予想だにしていなかった。

　おそらくジャッカルのような卓たく越えつした応用力がない限り、太刀たち打うちできないだろう。

　リオンは胸中で歯は嚙がみする。……完全に追い詰められた。

　だがそこで、

「リオン。もう一度飛びましょう」

　レオナがふいに囁ささやき、『霧む海かいの騙だまし絵』の霧を発生させた。

　今までよりずっと濃く、霧が皆みなの姿を覆い隠かくす。

「レオナ、無理だ。今度こそ撃ち落とされる」

　さっき直撃しなかったのは、おそらく距離があったからだ。だがこの至近距離で１００番台の魔術が外れる道理がない。

　レオナは霧に隠れて飛び立とうと考えているのだろう。

　だが『霧海の騙し絵』は術者であるレオナを中心にして霧を生み出す。

　ドラゴンが飛び立てば、バルドロックたちを惑まどわすことはできなくなる。

「いいえ、大丈夫。ぜんぶ大丈夫ですから」

　ふいに頰ほおに温ぬくもりを感じた。霧で覆われた視界のなか、レオナが頰に触ふれている。

「あたしに任せて下さい」

　囁くような一言を残し、レオナが離はなれる。

　すると再びドラゴンが羽ばたいた。霧をまとったまま、浮ふ上じようする。

　すると小こ馬ば鹿かにするようなバルドロックの声が響ひびいた。

「霧ごと飛び立つつもりですか？　はは、なんと愚おろかなのだ。吹ふきすさぶ風のなかで霧を維い持じできますか？　よしんばできたとしても、こちらは不自然な霧の塊かたまりを撃てばいいだけだ！」

　バルドロックの言う通りだ。次は確実に撃ち落とされる。

　リオンは必死でここからの逆転策を思考する。

　だが、そこで意外なことが起こった。

　何事もなくドラゴンが飛び立ったのだ。

　一瞬だけ跳ちよう躍やくの衝撃がきて、しかし直後には伸のびやかな風の息吹いぶきを肌はだに感じた。

　瞬またたく間に水路が遠ざかる気配。そして遥かな空が近づいてくる。

　バルドロックの焦あせり声が聞こえてきた。

「き、霧が晴れない……？　どういうことですか!?　ドラゴンの巨きよ体たいが遠のく気配があるのに、一向に霧が晴れない！　一体何が起こってるというのだ!?」

　リオンにも分からなかった。すると霧が徐じよ々じよに薄うすまってきた。

　いつの間にかキリカがドラゴンの首元で飛行の指示を出している。

「キリカ？　ドラゴンが何か力を使っているのか？」

「え？　わたしはただレオナちゃんにドラゴンを飛ばしてって言われただけよ？」

　ということは、やはりレオナが何かしているのだ。

　はっとしてリオンはまだ霧に覆われた周囲を見み渡わたす。

「レオナ、どこにいる？　レオナ！」

「はいはい、ここにいますよー？」

　意外にもレオナは目の前にいた。

　霧のなかからふわりと浮うかび上がるように現れたかと思うと、髪かみを耳元へかき上げる。

「もう少し待って下さい。あと少しで安全圏けんだと思うので」

　その間もドラゴンは上じよう昇しようを続けている。

　んー、と難しい顔で眉まゆを寄せていたレオナは、しばらくすると「はいっ」と言って両手を合わせた。

「このくらいまでくればもう安心です。さすがの１００番台と言えど、豆まめ粒つぶみたいに遠くの相手には当てられないでしょうから」

　その言葉を聞いた途と端たん、キリカが「脱だつ獄ごく成功ね！」と声を弾はずませた。

　だが逆に、リオンは顔を強こわ張ばらせる。

「豆粒みたいに遠くだって？　まさかそれは、今、自分の目で見て言ってるのか!?」

　不可思議な物言いに首元のキリカが首を傾かしげる。

「何言ってるの、リオン？」

　だが逆にレオナは困ったような顔で笑った。

「あらら、さすがにリオンは鋭するどいですねー」

　その笑え顔がおで確信する。

　レオナ・ローズラインという少女は辛つらい時ほど笑うのだから。

「なんでこんな馬ば鹿かなことをした!?」

「ちょ、何を怒おこってるのよ、リオン！　レオナちゃんのおかげで全員無事に脱だつ出しゆつできたんじゃない」

「違ちがう！」

　リオンは血を吐はくように叫さけんだ。

「ここにいるレオナは幻げん覚かくだ！　本物のレオナは今も地表でバルドロックたちを足止めしてるッ！」

「え……っ!?」

　レオナの体がうっすらと透すけてきた。地表にいる本物のレオナから遠のいたことで、幻覚が解けてきているのだ。少女は可愛かわいらしく首を傾かたむける。

「リオン、言ったでしょう？　あたしなんかを仲間に引き入れたら、またいつかあなたを騙しますよって。今がその時です。ふふ、まんまとあたしにしてやられましたね」

　えっへんと胸を張る。

「待てよ……ダメだ、そんなの！　ずっとお供するって言ってたのはなんだったんだよ!?」

「ざんねん、決まってるでしょ？」

　レオナは唇くちびるに指を当て、目を細めた。

「あたしは噓うそつきですから」

　そして、その視線はキリカへ。

「リオンは色々アンバランスだから……頼たのみますね、この人のこと。あたしの分まで」

　そして、舞まいを踊おどる直前のようにレオナは深く一礼した。

「詐さ欺ぎ師しはここで退場です。どうかお二人の道行きに幸さちあらんことを……お祈いのりしておりますねっ」

　顔を上げ、にっこりと微笑ほほえむと幻覚の少女は姿を消した。

「レオナ、待てよ！　レオナ──ッ！」

　途端、風に溶とけるように霧が晴れる。

　視界に広がるのは青い空、そして遥はるか下方に『天空の大だい監かん獄ごく』を乗せた島。

　どんどん遠ざかっていく。もはや彼らを追ってこられる者はいない。

　──脱獄は成功したのだ。













　リオンたちに見せていた幻覚が消えると、地表のレオナは静かに瞼まぶたを開いた。

「……はい、お仕事終わりっと」

　一部だけ薄くした霧の向こう、豆粒のように小さくなったドラゴンの姿が見える。

　あそこまでいけば、もう大丈夫だろう。

「我ながら最さい期ごにいいお仕事しましたね。三流詐欺師にしては上出来です」

　どこか他人ひと事ごとのようにそう呟つぶやく。

　リオンは全員で脱獄することだけを考えていた。彼の頭のなかには、誰だれかを犠ぎ牲せいにして脱獄するという発想がない。その甘さにレオナは気づいていた。

　この監獄の壁かべは高い。きっとどこかで犠牲が必要になる。

　だからもしもその時がきたら、その役は自分が買って出ようと決めていた。

　周囲に巡めぐらせた霧が結けつ晶しよう化していくのを感じる。ジャッカルがきたのだろう。

　この後、自分がどうなるかなんて想像するまでもない。

「さようなら、あたしの看守様。どうかお幸せに──……」

　たった一人で地じ獄ごくに残った少女は砕くだかれていく霧のなかで、ほのかに微笑む。







　リオンは固く拳こぶしを握にぎり締しめていた。やがて絞しぼり出すようにキリカへ言う。

「……監獄へ引き返してくれ」

「リオン、それがどういう意味か、分かってる？」

　ドラゴンは１００番台の魔ま術じゆつに敵かなわない。

　ジャッカルの結晶化に対たい抗こうする手段もない。

　ここで引き返せば全ぜん滅めつは必至。火を見るより明らかだ。

「ダメよ。レオナちゃんの覚かく悟ごを無む駄だにするつもり？　わたしはレオナちゃんからキミのことを頼まれた。だから行かせはしないわ」

　そう言った後、キリカは自じ嘲ちようするように目を伏ふせた。

「いや……この言い方は卑ひ怯きようね。わたしはわたしの目的のため、引き返すことを選せん択たくしないわ。わたしには王陛下の下へ馳はせ参じ、元老院の企たくらみをお伝えするという義務がある。だから、わたしはこのままドラゴンを進ませる」

「レオナを見殺しにしてか!?」

「ごめんなさい。わたしはこれまでそうやって戦ってきたの」

　王立近衛騎き士し団の騎士長として、キリカは混血種から国を守り抜ぬいてきた。

　戦いのなか、仲間の屍しかばねを踏ふみ越こえていかねばならない時もあっただろう。

　放ほう浪ろう生活で様々な経験を積んでいるとはいえ、それは一いつ介かいの絵え描かきであるリオンには到とう底てい想像しえないことだった。

　その価値観の違いが今、二人の間に絶対的な溝みぞを築いていた。

「策を考える。俺が必ずもう一度キリカをこの空へ連れてくる。だから信じてくれ！」

「確かにキミの策はほぼ成功し、こうしてわたしを空まで導いてくれた。でも今あそこに舞い戻もどって状じよう況きようを覆くつがえせるとは思えない。死線というのはね、意志や想おもいだけで越えられるものじゃないのよ」

「女の子一人救えなくて、それで君は自分を騎士だって言えるのか!?」

「犠牲を恐おそれず、国を守る。それが騎士の務めよ」

　そしてキリカは剣けんを抜き放った。手首を返して滑なめらかに柄つかを持ち変えると、装そう甲こう板の上に切っ先を突つき立てる。

「わたしは王立近衛騎士団・第四隊騎士長、キリカ・スワロウテイル。その誇ほこりがこの胸にある以上、わたしは引き返せない。だからキミがどうしてもレオナちゃんを助けたいと願うなら──わたしを斬きりなさい」

　リオンの顔が強張る。キリカは苦く笑しようの形に表情を作り、

「ま、それでドラゴンの制せい御ぎよがどうなっちゃうかは分からないけど、その辺りは自分でどうにかしなさいね」

　二人の間に風が流れる。空の上、剣を挟はさんでリオンとキリカは見つめ合う。

　リオンは苦く悶もんの表情で唇を嚙かみ締めていた。

「──さあて、迷える子羊よ。神様のお導きが必要かなっ？」

　リオンが決意を込めて口を開こうとした時、一いつ瞬しゆん早く響いてきたのは、まるで聞き覚えのない声だった。

　同時、ちょうど剣の真上で光が弾はじけた。

　ミタマが現れる時のような、星ほし屑くずに似た光だ。光のなかから現れたのは、一人の少女。

「初めまして、絵描きの少年。約束通りにコレはきたよ？」

　少女は自らのことをまるで物のように『コレ』と言った。

　身の丈たけの倍もある長い銀ぎん髪ぱつをなびかせ、腰こしには二本の長ちよう剣けん、首には古い懐かい中ちゆう時計をかけている。まるでこの世の物とは思えない、美しい少女だった。

　突とつ然ぜんの到とう来らいにリオンとキリカはとっさに反応できなかった。ただ啞あ然ぜんとし、呟く。

「一体、何者だ……？」

　途端、少女は思いきり頰ほおを膨ふくらませた。

「えー、何者かって!?　君が喧けん嘩かを売った相手じゃん！　よく考えてよ、一応ずっと警けい戒かいしてたはずでしょ!?　ほらヒントは目の前に！」

　少女が手を広げた先、そこに輝かがやくのは氷のような塔とう。監獄の中心『氷ひよう珠ずの塔』だ。

　リオンは、まさかと目を剝むいた。

「『塔の住人』か……っ！」

「当ったりー。名前はスピカ。よろしくね♪」

　ふわりと髪を舞まわせ、スピカと名乗った少女は剣の柄につま先を乗せる。

　ほとんど宙に浮いた姿勢で、リオンの顔を覗のぞき込んでくる。

「コレが自ら会いにくるなんてここ数十年はなかったことだよ。光栄に思ってほしいな」

「俺たちを捕つかまえにきたのか……っ」

「いいや？　このまま脱獄したいならすればいいよ。別に止めはしないから」

　真意の摑つかめない、ガラスのような瞳ひとみがリオンを映す。

「君で一番楽しく遊べるのはどんなやり方か、ずっと考えてたんだ。でね、やっと思いついたんだよ。ねえ、絵描きの少年。コレは君に選択をさせてあげよう」

　陶とう器きのように白い指がつ……とリオンの腕うでを撫なでた。

「……っ！」

　途端、まるで糸が解ほどけるように右手の革かわ手て袋ぶくろが消しよう滅めつした。

　師し匠しようと別れて以降、初めて右手が人目にさらされる。

「リオン、それ……っ」

　キリカが驚おどろきの声を上げる。無理もない。

　リオンの右手には──禍まが々まがしい紋もん様ようが刻まれているからだ。

　しかもその紋様は『魔ま王おうの絵画』で刻まれる呪じゆ印いんと酷こく似じしている。

　リオン自身、何か関連があるのではと思ったほどだ。

「これはね、聖せい痕こんさ」

　どこか懐なつかしそうな目でスピカが呟いた。その言葉にリオンは目を見開く。

「あんた、この紋様がなんなのか知ってるのか……？」

「知ってるよ。知ってるともさ。だからコレは、君に選択をさせてあげるんだ」

　胸むな元もとの懐中時計を手に取り、『塔の住人』はリオンを見下ろした。

「君が望むなら聖痕を統すべる力をあげる。それは君の現状を覆す、大いなる力になるだろう。ただしね──」

　スピカが続きを口にするより先に、ふと師匠の言葉を思い出した。

　あの人は紋様の入ったリオンの右手を見つめながら言ったのだ。

　──自分の絵より大切なものが見つかったなら、この手を使え。

　ふいに分かった気がした。師匠が言っていた、その意味が。

「代だい償しようが必要なんだな？」

　感情より先に言葉がついて出た。

『塔の住人』は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を丸くすると、すぐにニヤリと笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「ご名答。君が今、思い描えがいた通りさ！」

　そう笑い、ふわりと宙に浮いたかと思うと、キリカの頭上を飛び越え、ドラゴンの首へ腰かける。

　スピカが『塔の住人』であることは疑いようがない。軽々と空中浮ふ遊ゆうや空間転移の魔術を行い、さらに今はこちらの思考まで読み取った。もはや人間の域ではない。

　まるで協力しようとするかのようなスピカの真意は分からない。だが、なんだっていい。レオナを救えるなら、なんだっていい。

「さあ、選択するといいよ」

「言われるまでもない」

　スピカとリオンが交かわす会話に挟まれ、キリカが「どういうことなの？」と眉まゆを寄せていた。

　リオンは覚悟を決めるための一拍ぱくを置き、やがて「キリカ」と彼女の名を呼ぶ。

「どうやら手に入りそうだよ。死線を越えるための力が」

「リオン……？」

　口元に苦笑を浮かべ、言う。

「自分で言うのもなんだが、俺は上等な人間じゃない。与あずかり知らぬところで人が死んでも嘆なげかない。監獄のすべての囚しゆう人じんを救いたいとも思えない。でも自分が手を差し伸のべた人を見捨てることだけは……俺にはできない。それはきっと──自分の絵よりも大切なことだ」

　装甲板から剣を引き抜き、胸の前で平行に構えた。

　切っ先を突きつけたのは、己おのれの右手。

　キリカがぎょっとして叫さけぶ。

「何をする気なの!?　キミは絵描きでしょ？　右手に万一のことがあったら──」

「それが代償なんだ」

　白銀の刃やいばが右手を貫つらぬいた。

　鮮せん血けつが噴ふきだし、意識が消し飛びそうなほどの激痛が走る。

　血ち飛沫しぶきの向こうに見えるのは、キリカの愕がく然ぜんとした顔。

　額に脂あぶら汗あせを浮かべ、リオンは叫ぶ。

「さあ、この右手はくれてやる！　力を寄よ越こせ、『塔の住人』！」

　上等っ、と監かん獄ごくの神が破顔する。

「良い覚悟だ。楽しくなるね。それじゃあ──」

　懐中時計の歯車が凄すさまじい勢いで回り始めた。スピカの周囲の光が一いつ斉せいに輝きを増す。

　白い指先が光をまとって弧こを描いた。

「──君にあげよう。世界を描き直す権利を」

　直後、聖痕から真っ黒な魔術光が迸ほとばしり、リオンの右手を覆おおい尽つくした。







　その頃ころ、地表ではレオナが血まみれで倒たおれていた。

　ジャッカルによって霧きりを打破され、怒いかり心しん頭とうで向かってきたバルドロックにライフルの銃じゆう身しんで滅めつ多た打うちにされたのだ。

　ぐったりと水路の隅すみに横たわるレオナへ、バルドロックが罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせている。

「貴様のせいだッ！　すべて貴様のせいだぞ!?　ありえん、この『天空の大監獄』が脱だつ獄ごくを許すなど断じてありえん！　しかもこれでは私の責任問題……っ！　身の破は滅めつだ……ああ、一体どうしてくれる!?　この小こ汚ぎたない囚人風情ふぜいがッ!?」

　日ひ頃ごろの慇いん懃ぎんな口調も消し飛び、バルドロックはレオナを何度も打ち据すえた。

　それが止やむと、今度はジャッカルがレオナの腹を蹴けり上げる。

　激しく咳せき込む少女を見下ろし、ジャッカルはギリギリと歯を軋きしませた。

「あなたのせいでクソ看守にまんまと逃にげられてしまいしたわ！　まったくなんて野や暮ぼなことをしてくれましたの。ねえ、サンサギ。一人で残ればこうして弄なぶり殺されることは分かっていたでしょう？　なのにどうしてこんなことをしましたの？　馬ば鹿かなの？　あなたは馬ぁ鹿ッなの!?」

　すると少女は、はは、と小さく笑い声を洩もらした。

「……どうしてって？　決まってるじゃないですか……リオンを愛してるからですよ」

「ハッ、噓うそつき！」

　間かん髪はつを容いれず、吐はいて捨てるような否定がきた。

「噓と虚きよ構こうにまみれた小こ娘むすめが愛などと！　そんなものあなたは知りはしませんわ」

　悪意に満ちた言葉は、真っ直すぐレオナの胸に突き刺ささった。

　……残念ながら、その通りだった。

　哀かなしいことに仲間であるリオンたちよりも、悪意の化け身しんのようなこのジャッカルこそがレオナという少女の本質を言い当てた。

　実のところ、誰だれかを好きになったり愛したりなんて気持ちをレオナは実感したことがない。

　リオンに『愛してる』と言ってみたり、キリカの前でヤキモチを妬やいてみせたりするのは、とても楽しかった。本当に、生まれて初めて楽しいと思えた日々だった。

　けれどそれが愛情ゆえの行動だったかと言われると、たぶん……違ちがう。

　楽しいことと、愛いとしいことは違う。

　この身が表現しようとした愛はすべて偽にせ物ものだ。

　結局、自分はそういう性質たちの人間なのだ。

　噓つきの三流詐さ欺ぎ師し。

　この口から出た『愛してる』なんて言葉を信じちゃいけない。だって、ぜんぶ噓なんだから。

「ふん、おかしな話ですわ。どうしてそんなあなたが身を挺ていして奴やつらを逃がしたりしたんですの？」

　ああ、それなら至し極ごく簡単だ。

「……初めてだったんですよ。こんなあたしを良いって言ってくれた人。同情でも憐あわれみでもなく、ありのままのあたしが良いって言ってくれた人は……」

　だから、




「──……噓を本当にしたかったんです」




　上手うまくいったかどうかは分からない。

　でもこうして自分が命いのち懸がけで送り出し、どこか遠くの街で彼が幸せになってくれたなら、成功だって言える気がするのだ。だからレオナは祈いのるように願う。

　どうか幸せになって下さい、と。

「本当、馬鹿な子」

　ジャッカルは心底呆あきれたように鼻で笑った。

　そして、バルドロックがとうとう血走った目で銃じゆう口こうを向けてくる。

「４０４番、そいつの足を思いきり開きなさい。股またぐらに銃口を捻ねじ込んでやる」

「あらあら、それは素す敵てきですわ♪　良かったですわね、サンサギ。無機物に処女を奪うばわれるなんて、あなたにお似合いですことよ。ヒィヒィ言わせてあげますわぁ！」

　……どうやらここまでのようだ。昔からいよいよとなったら舌を嚙かんで死のうと思っていた。噓つきの死にざまにはそれが一番ふさわしい。

　こちらに伸びてくるジャッカルの手から目を背そむけ、レオナは最さい期ごに空を見上げた。

　リオンたちが去った空。冷たい檻おりのなかとは違う、何よりも自由な空。

　それを目に焼き付けて逝いこうと思い、そして──。

「え……」

　言葉を失った。

　空の彼方かなたへ去ったはずのドラゴンが──戻もどってきていた。

　レオナの様子に気づいたジャッカルが同じく空を見上げ、歓かん喜きの声を上げる。

「ご主人、見て下さいまし！　あれっ、あれ！　何を思ったのか、クソ看守共が戻ってきましたわ！」

「お、おお、おおおッ!?　１８９番、撃うて！　奴らを撃ち落としなさい！」

「……承知。ご主人のお申しつけ通りに致いたします」

　やめて、と飛び掛かかろうとした。だがもはや立ち上がる力もない。

　１８９番の閃せん光こうがアークドラゴンへと放たれる。

「リオン……ッ！」

　撃ち落とされ、落下するドラゴンを誰もが脳のう裏りに描いた。

　だが不可思議なことが起こった。

　１８９番が放った魔ま術じゆつがドラゴンへ直ちよく撃げきする寸前、まるで絵筆で塗ぬり潰つぶされたようにその閃光の半分がゾンッと焼しよう失しつしたのだ。

　結果、ドラゴンは直撃を免まぬかれた。だが残った半分ほどの閃光に半身を焼かれ、やはり体勢を崩くずして落下してくる。それもレオナたちのいる場所へ。

「ご主人、マズいですわ！　ドラゴンが降ってきます……っ！」

　ジャッカルたちは慌あわてて退たい避ひし、レオナだけがその場に残される。

　ドラゴンはギリギリで翼つばさをもう一度広げたが、やはり体勢を持ち直すには至らず、地面に激げき突とつ。猛もう烈れつな土つち煙けむりが上がり、レオナを周囲から覆い隠かくす。

　するとドラゴンの背から誰かが下りてくる気配があった。リオンだ。彼は無む茶ちやをさせたことを詫わびるように、ドラゴンの鼻先を撫なでる。

　すると今度はその隣となりへキリカが下り立つ。姿はまだはっきり見えないが、二人の話し声は聞こえてくる。

「すまない、キリカ。俺のワガママに付き合わせて」

「……あそこまでされたら、文句なんて言えないわ。それに……」

　何事か言いかけて、キリカは言葉を止めた。代わりにヒュンッと剣けんの音がする。

「三分稼かせいであげる。その間にやることやっちゃいなさい」

　そして騎き士しは副署長たちの方へ駆かけていく。反対にリオンはこっちへやってきた。

「お待たせ、レオナ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　土煙の向こうからリオンが姿を見せた。途と端たん、眉を詰つめ、駆け寄ってくる。

「傷だらけじゃないか!?　クソッ、バルドロックたちの仕し業わざか!?　すまん、俺がもっと早く戻ってきていれば……っ」

「……何を言ってるんですか、あなたは」

　唇くちびるが震ふるえた。まるで当然のように心配してくるリオンに対して感情が抑おさえられない。

　言葉が一気に胸から溢あふれだした。

「なんでここにいるの!?　どうして戻ってきたの!?　馬鹿じゃないですか!?　せっかく無事に脱獄できたのに！　これで自由になれたはずなのに！　なのに、どうして──」

　制服の胸を滅め茶ちや苦く茶ちやに叩たたきながらレオナは叫んだ。

「どうしてあたしを置いていかなかったの──ッ!?」

　崩れた水路に少女の慟どう哭こくが響ひびきわたる。

　するとリオンの左手がくしゃっと髪かみを撫でた。頭上から降る声は、ひどく穏おだやかだった。

「そんなの当たり前だろ。レオナがいなくちゃ地上に戻ったって意味がない」

「だから、どうして……っ！」

「俺が脱獄しようと思ったのは、ある言葉を聞いたからだ」

　リオンは静かに諳そらんじる。

「『……舞まいを踊おどる、舞ぶ台たいの上。嫌いやなことばかりだったし、お金で作られた輝かがやきだってことも分かってたけど、でも……舞台の上にいる時は、不思議と世界が綺き麗れいに見えました』」

「それは……」

　かつてレオナが言った言葉だ。

　リオンが初めてこの監獄にきた日、ジャッカルの魔術で傷だらけにされたレオナがベッドの上で熱に浮うかされるように言った言葉だ。

「あの言葉は噓じゃなかった。君の心からの真実だ」

　リオンの左手が頰ほおに触ふれた。見上げると、透すき通るような噓のない瞳ひとみがそこにある。

「心底、描かきたいと思ったんだ。虚構に塗まみれた舞台で君が見つけた、綺麗な世界。そこで舞う君の姿を」

　啞あ然ぜんとした。今の言葉が本当なら、

「あたしの、ため……？」

　からからに乾かわいた声で叫さけぶ。

「最初から、あたしのために脱獄しようとしてたの!?」

　リオンは苦く笑しようする。そして照れくさそうに、

「俺のためだよ。俺がレオナを描きたくて脱獄することに決めたんだ」

　もう何も言えなかった。目じりから涙なみだがこぼれる。後から後から溢れて止まらない。

　この人は馬鹿だ。噓つきよりもずっと性質の悪い、本物の馬鹿だ。

　目じりの涙をそっと拭ぬぐうと、リオンがしてやったりという顔をする。

「やっと泣いたな。レオナは辛つらいことがあると笑うから、一度本気で泣かしてみたかったんだ。これだけでも戻ってきた甲斐かいがあったよ」

「子供ですか、あなたは……」

　レオナは拗すねたように顔を背けた。するとリオンは左手で再びレオナの髪を撫でてきて、

「清せい濁だく併あわせ持もってこそ、絵は完成する。俺は君の噓が好きだ。でも君の真実も欲しいんだ。それだけなんだよ」

「……リオンは欲よく張ばりです。あたしはこのまま綺麗に終わりたかったのに」

「綺麗に散るより、みっともなく足あ搔がくんだ。その方がきっと美しい。言ったろ？」

　そして彼はあの時と同じ言葉を口にする。

「正しいだけの人間なんてクソ喰らえだ。噓つきで、狡ずる賢がしこく、でもお人ひと好よしな君がいい。俺はありのままのレオナが好きなんだ」

　少女は俯うつむき、肩かたを震わせる。どうにかして意地を張りたかった。

　でも体が動いてしまった。堰せきを切ったように彼の胸へと飛び込む。

「リオン……っ！」

　そして気づく。きっとこの気持ちがそうだ。

「あたしは、あなたのことが……っ」

　その先は嗚お咽えつに紛まぎれて言えなかった。

　でも構わない。もう揺ゆらがないものを見つけたから。

　──今、噓うそは本当になったのだ。







　リオンは飛び込んできたレオナを受け止めた。

　そのままずっと髪を撫でてやりたかったが、今は時間がない。

　キリカのもとへ向かい、バルドロックたちと決着をつけねばならない。

「レオナ」

　リオンはずっと後ろ手にしていた右手を静かに掲かかげた。

　勘かんの良い彼女はとっくに気づいていただろう。

　リオンの右手は今、禍まが々まがしい魔術光を帯びていた。

「君の魂たましいに触れてもいいか？」

　リオンは説明しようとした。だがそれより早く「どうぞ」とレオナが目を細める。

「煮にるなり焼くなり犯おかすなり、絵に描くなり魂に触れるなり、好きにして下さい」

　涙の跡あとを残したまま、彼女は微笑ほほえんだ。今までとは違ちがう、とても柔やわらかい笑えみで。

「噓も本当も、身も心も、すべてあなたに差し上げます」







　一方、キリカはバルドロック、ジャッカル、１８９番の三者をなんとかギリギリで押し留とどめていた。しかし明らかに限界が近い。

「くっ、宝ほう剣けんさえあれば……っ」

　避よけきれない銃じゆう弾だんが次々と肌はだを掠かすめる。

　しかしここで気を抜ぬけば囚しゆう人じんたちの魔術に捕つかまってしまう。

　ジャッカルの結けつ晶しようはもちろん、１８９番の魔術も散さん弾だんのような連射が可能なようで剣の間合いまでなかなか踏ふみ込めない。
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　よってキリカは隙すきを見て一いつ瞬しゆんで斬きり込んでは間かん一いつ髪ぱつで魔術を回かい避ひし離り脱だつするという、命を削けずるような攻こう防ぼうを繰くり返していた。

　常人ならば最初の一合で死んでいるだろう。二種類の魔術とライフルを前に剣一本で持ち堪こたえるという驚きよう嘆たんすべきことをキリカは成していた。

「ハッ！　ずいぶん頑がん張ばってらっしゃいますけど、これでお仕し舞まいですわ！」

　しかしとうとう追い込まれる。

　ジャッカルの魔術で剣が結晶化された。間かん髪はつを容いれず砕くだかれ、剣が中なか程ほどから真っ二つに折れる。マズい、と本能が警けい鐘しようを鳴らす。キリカの魔術は単体では役に立たない。剣がなければこの戦力差を抑えきれない。

「はあい♪　終しゆう了りようですわぁぁぁッ！」

　ジャッカルの魔ま術じゆつ光こうが風に舞い、両手を結晶化された。ズンッと重さが掛かり、そのままつんのめる。真っ黒な結晶に捕とらえられた両手が地面に沈しずんだ。剣に続き、機動力を奪うばわれた。

「やれやれですわ。よくもまあ羽虫のように煩わずらわしく飛び回ってくれましたこと」

「そこは優ゆう雅がなツバメのようにって言ってくれるかしら？　わたし、飛ひ燕えんの騎士で通ってるからね」

「ハッ、口の減らない女ですこと」

　冷たく見下ろし、ジャッカルが唾つばを吐はきかけてきた。

　頰に汚お物ぶつがかかり、燃えるような怒いかりが込み上げたが顔には出さない。

「そういえば、あなたとはあまりお話ししたことがありませんでしたわね、３５７番」

　キリカの到とう来らいによって脱だつ獄ごく計画が本格的に動き出して以降、リオンが細心の注意でジャッカル一派との距きよ離りを測っていたため、キリカ自身はほとんどジャッカルたちと関かかわったことがない。

「確か王都で騎士長をやってらしたんですって？　クソ看守をこの監かん獄ごくに放り込んだのもあなただとか」

「やめてくれる？　それ三日に一度はレオナちゃんにチクチク言われて辛いのよ」

「数すう奇きな運命ですわねぇ。自分で放り込んだ男と同じ監獄に入ることになり、一いつ緒しよに脱獄したと思いきや、また自分から戻もどってくるなんて。ハハッ、馬ばぁ鹿かッみたい！　どうせ戻ると言いだしたのはあのクソ看守なのでしょう？　何やってるんですの、あなた？」

「自分でも心底そう思うわよ……」

　頰にかかる枝し垂だれた髪を直すこともできず、キリカは細くため息をついた。

　あのままドラゴンに乗っていれば、今いま頃ごろは王宮に辿たどり着いていたはずだ。

　騎士として、王陛下に元老院の企たくらみをお伝えする。それ以上に大切なことなんて、自分にはなかったはずなのに。

「ただね、気づいちゃったのよ」

　わずかに顔を上げ、空を見る。

「わたしはずっと騎士として生きてきた。王陛下に仕え、混血種から国を守り、民たみからの賛辞を一身に受けて……。それは輝かしい栄光に満ちたものだったけど、でも……その末にわたしはこの監獄に堕おちたんだって」

　レオナを救うため、リオンが自らの右手を貫つらぬくのを見た瞬しゆん間かん、嵐あらしのように気がついた。

　この身が高等法院に連行された時、あんなふうに助けにくる人間はいなかった。

　他ほかの騎き士し長たちや部下たち、誰だれ一人としてこなかった。

　リオンから革命の話を聞いた時から、ひょっとしてという思いはあったのだ。

　実は皆みな、革命を望んでいるのではないだろうか。

　知らなかったのは、王陛下の忠臣たる自分だけではないだろうか。

　だとすれば、革命のため、この身が犠ぎ牲せいになることを誰もが良しとするだろう。

　大義の下、戦場で仲間の屍しかばねを越こえてきた自分のように。

　これまで歩んできた道が間ま違ちがいだったとは思わない。けれど、

「……羨うらやましいと思っちゃった。すべてを懸かけて救おうとしてもらえる、レオナちゃんのことが」

　リオンの右手はもう筆を握にぎれない。

　スピカが言うには、右手はこれから膨ぼう大だいな魔力に冒おかされて、どんどん人のものではなくなっていくそうだ。

　絵え描かきとしてのリオン・ハイレインは今日終わる。

　絵描き馬鹿のあの男が、絵を捨ててでもレオナを救おうとしているのだ。

　それは、ひどく尊いことのように思えた。

　これまで歩んできた道が間違いだったとは決して思わない。けれど、

「……わたしは何か大切なものを置き去りにしてきちゃったのかもしれない」

　俯いて、水みな面もに雫しずくをこぼすようにそう呟つぶやいた。

　すると呆あきれ返ったと言わんばかりにジャッカルが鼻で笑う。

「だから戻ってきたと？　まったく、あなたといいサンサギといい理解に苦しみますわ」

　イブニングドレスの裾すそを舞まわせて、彼女は己おのれの胸に手を当てた。

「愛すべきは自分！　尊ぶべきは自分！　それこそが人としての完成型！　余分なものはすべて吐いて捨てるべきですのよ」

　ジャッカルが歌うようにそう言うと、離はなれたところでライフルを構えている副署長が怒ど鳴なり声を上げた。

「４０４番、いつまでウダウダやっているのです！　とっととそいつの息の根を止めなさい！　あとにはハイレインの始末が控ひかえている！」

　途と端たん、ジャッカルは副署長から見えない位置で顔をしかめた。

「ま、吐いて捨てられない例外もいますけど、それはそれ。生きてくためには仕方ありませんわ」

　キリカの眼前に毒々しい睡すい蓮れんの映った指輪がかざされる。

「というわけで、口と鼻を塞ふさいで小こ汚ぎたなく窒ちつ息そく死しさせてあげますわ。ごめんあそばせ」

　そうしてジャッカルが手を振ふった瞬間だ。キリカは地を蹴けった。

「悪いけど、窒息死なんて柄がらじゃないの。そっくりそのままお返しするわ！」

　両りよう腕うでは地面に沈んだまま、喉のど元もとに向けて蹴りを放つ。

　完全に意表を衝ついた動きのはずだった。しかし寸前でジャッカルは身を捻ひねる。

「残念でしたぁ♪　その手の不意打ちは一度クソ看守に喰らったから、一番警けい戒かいしてますのよ！　死ぬのはやっぱりそちらでしたわねぇ！　抵てい抗こうしたから苦しさ倍増、鼻から錐きりを捻ねじ込んで差し上げましょう！」

　ジャッカルの手のなかに鋭するどい錐状の結晶が形成された。

　こちらは完全に体勢が崩くずれている。ここまでか、とキリカは奥歯を嚙かみ締しめた。

　だが、その時だ。

「──よく保もたせてくれた。あとは任せろ！」

　背後の土つち煙けむりから真っ黒な右みぎ腕うでが飛び出した。

　迸ほとばしった禍々しい魔ま術じゆつ光こうがジャッカルの目の前を駆かけ抜ける。

　途端、キリカの両腕の結晶が音を立てて崩れた。ジャッカルの魔術が解除されたのだ。

「なっ!?　一体なんですの!?」

　異変を感じたジャッカルが飛び退すさる。

　ぐらりと倒たおれかけたキリカを抱だき留めたのは、リオンだ。

「キリカ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……また良いタイミングできてくれるじゃない。てっきりわたしのこと忘れてイチャイチャしてるのかと思ってた」

「馬鹿言うな。言ったはずだぞ。手を差し伸のべた人を見捨てることだけは絶対しない」

　その言葉にキリカは目を丸くする。

「それってわたしも入ってたの……？」

「当たり前だろ」

　キリカを抱だいている左手が怒おこったようにぎゅっと力を込めてきた。

「必ず君をもう一度あの空へ連れていく。それは自分の絵より大切なことだ」

「だったら……」

　無意識にキリカはぽすんと彼の胸に頭を寄せた。

「わたしが困った時は助けにきてくれる？」

「イーゼルを蹴け倒たおしてでも助けにいくよ」

「そっか……」

　なぜだか涙なみだが出そうになった。それを誤ご魔ま化かすように、ぐいっと彼の胸を押し退のける。

「いつまで抱き締めてるのよ、えっち」

「いきなりひどい言い草だな……」

　ややよろけつつ、キリカは一人でちゃんと地面に立つ。

　途端、大地を揺ゆるがすような轟ごう音おんが辺りに響ひびいた。

　しかしリオンとキリカはそれが何か分かっている。

　逆にジャッカルたちは焦あせった顔で後退さった。

　今まさに土煙から顔を出したのは、天に向かって咆ほう哮こうする──ドラゴンだ。

　逃とう走そうのために乗っていたドラゴンを、今度はバルドロックたちへの攻こう撃げき手段として操あやつっているのだ。半身を焼かれていようとも、そこは世界最強の一角。巨きよ体たいから溢あふれる威い圧あつ感かんは半はん端ぱではない。

　ドラゴンの背にレオナが乗っていることを確かく認にんし、キリカは言う。

「レオナちゃんの方はできたのね？」

「ああ、構図も色しき彩さいも申し分ない。完かん璧ぺきな仕上がりだ」

「ならいいわ。わたしはもう足手まといにしかならない。あとは任せたからね」

　前進し始めたドラゴンの震しん動どうによって少しよろける。

　それを横から支えてくれながら、リオンが改めて表情を曇くもらせた。

「……すまない。ひどい無む茶ちやをさせた」

「何言ってるの。もっとひどい無茶をしてるのはどっちよ」

　リオンの禍まが々まがしい右手へちらりと目を向け、キリカは小首を傾かしげるように苦く笑しようした。

「わたしのことは気にしないの。キミの馬鹿みたいな無茶に付き合うのも……妻の務めよ」

「キリカ？」

　リオンが目を丸くし、恥はずかしくなったキリカは赤い顔で彼の背中を叩たたいた。

「ほら、ちゃっちゃと行って！　きっちり決着つけてきなさい！」

　すでにドラゴンはバルドロックたちの方へ向かっている。

　この先はリオンがいなければ立ち行かない。

　慌あわてて走り出す彼の背中を見送り、キリカは唇くちびるに柔やわらかく弧こを描えがいた。

「頑がん張ばれ。キミの格好良いとこ、わたしに見せつけてよね」







　リオンはドラゴンに並走しながら背中へ叫さけんだ。

「レオナ、霧きりを出せ！」

　ドラゴンが向かってきたことでバルドロックは慌てふためいている。

　だが隣となりにいる１８９番は冷静に両手を突き出し、魔ま力りよくを溜ため始めていた。

　目くらましが必要だ。

　ボロボロの体でそれでもレオナは魔術の霧を発生させる。

「出てきましたわねぇ、クソ看守ぅぅぅっ！　うふふふふふ！」

　リオンの正面、ジャッカルが壮そう絶ぜつな笑えみを浮うかべて立ち塞がった。

　しかし一定の距きよ離りを保ったまま近づいてこない。

　先ほどキリカを助けた時、リオンは結けつ晶しようを無力化してみせた。それを警戒し、中ちゆう距きよ離りから魔術を撃うってくるつもりだろう。好都合だ。それならレオナが霧を蔓まん延えんさせる時間が稼かせげる。

「なるほど、サンサギの霧の方を優先したいんですのね」

　ふっと冷静な口調になると、ジャッカルがこちらの表情を読み取った。そしてドラゴンの周囲に漂ただよいだした霧へと両手を広げる。

「ちぃ……っ！」

　リオンは舌打ちをしてジャッカルへ突っ込む。

「アハッ、いいですわその焦った顔！　見てなさい、サンサギの霧などわたくしの魔術にかかれ……ばァ!?」

　霧を結晶化し始めたジャッカルの手が突とつ如じよ、爆はぜた。

　ニヤリ、と笑むのはリオン。焦った振りをしたのはフェイクである。

「冷静に俺の動きを警戒してたのはさすがだよ。だがな、さっき結晶を無力化した時点で下地は塗ぬり終わってるんだ」

　一気に距離を詰つめ、ジャッカルの前で右手を一いつ閃せん。

　殴なぐるでもなく、突き飛ばすでもなく、ただ右手を横に薙ないだ。

「これで仕上がった」

「……？　なんのつもりですの？」

　ジャッカルがいぶかしげな顔で眉まゆを寄せた──途端、今度は全身から血が噴ふきだした。

「な、何が……っ!?」

　混乱した顔でたたらを踏ふむジャッカルの前へ、リオンはすっと立つ。

「忠告してやるよ、ジャッカル。金輪際、二度と魔術を使うな。次に魔術を使おうとした時があんたの最さい期ごだ」

「……なんですって？」

「あんたの魂たましいを汚よごした」

　直感的に気づくことがあったのか、ジャッカルは自らの薬指に目を向けた。

　その宝石部分には作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡蓮』の絵え柄がらが映っている──はずだった。

「な、何!?　なんなんですのこれ!?」

　その絵画は今、醜みにくく塗り潰つぶされている。

　まるで絵筆でサッと線を引いたような黒い影かげが『薄紅でない睡蓮』のど真ん中を貫つらぬいていた。

「あんたの『魔ま王おうの絵画』を塗り潰したんだ。もうその絵画はまともに魔術を行使できない。諦あきらめろ、あんたの敗まけだ」

「『魔王の絵画』を塗り潰した……？　はは、何を馬ば鹿かな。そんなことできるはずがないでしょう!?」

「できるんだよ。この右手ならな」

　もはや腕うでの輪りん郭かくを失い、闇やみの塊かたまりのようになった右手をリオンは掲かかげる。

　途端、叫び声を上げたのは、ドラゴンから距離を取ろうとしていたバルドロックだった。

「ハイレイン、貴様それは……ッ！」

「ああ、副署長のあんたは知ってるのか。そうだ。これは──絵画を描いた魔王の右手、そのものだそうだ」

「魔王の右手ですって……っ!?」

　スピカが言っていた。かつて６６５枚の絵画を描き終えた後、魔王は最後の一枚に『それらの絵画を生み出した右手』そのものを封ふう印いんしたのだという。

　６６５枚の絵画は清き少女をキャンバスに。

　６６６枚目の絵画は気高き少年をキャンバスに。

　そうして、魔王は自らのすべてをこの世界に残した。

『外がい殻かくの神々』も最後の一枚だけは見つけだせず、６６６枚目はずっと地上の人々に受け継つがれ続けていたらしい。

　それが巡めぐり巡って、こうしてリオンの右手に継けい承しようされていたのだ。

　魔王の右手は、既き存そんの『魔王の絵画』に干かん渉しようできる。

　色を付け足し、模様を変え、新たな意味を付加できる。

「たとえば無造作に塗り潰し、作品のテーマを汚してしまえば、もう絵画の魔術は機能しない。ジャッカル、今あんたの絵画にしたようにな」

「そんな馬鹿なことが……っ！　このわたくしの魂に貴様が手を入れたと言いますの!?　赦ゆるされない、そんなことは断固として赦されませんわァ！」

「許可なんて必要ないんだ。絵え描かきはいつだって自由にキャンバスへ筆を走らせ、心の赴おもむくままに形を描えがきだす。この右手はそういうものだ」

　スピカはこうも言っていた。

　もうこの手に人間の絵は描けない。代わりにすべての『魔王の絵画』を上うわ描がきできる。

　それは『天空の大だい監かん獄ごく』において、監獄署長や『塔とうの住人』とは別の次元で囚しゆう人じんたちの頂点に立つ力だ。

　ある時はロストナンバーと呼ばれ、またある時は消しよう失しつせし絵画と呼ばれたもの──。




「──作品番号６６６番『魔王』。それがこの右手、世界のすべてを描き直す力だ」




　感情薄うすく呟つぶやいた言葉に、バルドロックの怒ど声せいが被かぶる。

「誰だれだ!?　誰からその力を得た!?　６６６番の絵画は秘中の秘！　この世界の絶対的禁きん忌きだぞ!?　貴様如ごとき小僧に与えるような人間はいないはずです！」

「そりゃそんな人間はいないだろうさ。文句は神様に言ってくれ」

「戯たわ言ごとを……っ！　もういい、４０４番、奴やつを殺せ！　今すぐにです！」

「言われるまでもありませんわァァァァッ！」

　血走った目でジャッカルがいきり立つ。リオンはそれを冷めた目で見つめ、

「忠告はした。その上で向かってくるなら、死ぬだけだぞ」

「このわたくしを辱はずかしめて生きていられると思うなァァァッ！」

　ジャッカルの全身から一気に魔ま術じゆつ光こうが溢れた。爆ばく発はつを起こす結晶を作るつもりだ。

　だがその魔力が収束していく前に、

「あ……ッ!?」

　魔術光そのものに体中を引き裂さかれた。

「そん、な……」

　がくんと膝ひざが崩くずれ、イブニングドレスの裾すそに泥どろがつく。

　しかしジャッカルはそこからさらに力を振ふり絞しぼった。

　体がズタズタになるのも構わず、力任せに魔術を行使した。

　歪いびつな結晶がリオンへ向かっていく。ドラゴンの上からレオナが「リオン、危ないッ！」と声を上げた。

　だがリオンは安心しろというように右手を一ひと振ふりし、すべての結晶は右手のなかへ吸い込まれる。まるで闇に飲み込まれていくように。

「わたくしの結晶が……っ」

「あんたが撒まき散らしてる魔力はそもそも魔王のものだ。それが持ち主の下へ還かえっただけさ」

「こンの……ッ！」

　ジャッカルはさらに魔術を行使しようとする。さすがにリオンも顔色を変え、

「やめろ、それ以上は本当に死ぬぞ……っ」

　制止の声は届かず、突如プツンと糸が切れるようにジャッカルの体から力が抜ぬけた。

　澄すんだ音を立て、薬指の指輪が粉々に砕くだけ散る。

　イブニングドレスの身は崩れ落ち、破は裂れつした血管が地面に真っ赤な花を咲さかせた。

「ハ、ハハ……何これ、気持ちいい……すごい、解放感……こんな快楽がこの世にはありましたのね……」

　血の気を失った顔がこちらを向いた。

「……あなた、ハイレイン……って言いましたっけ？　もしも違ちがう出会い方をしていたら、わたくしたち、お互たがいに気持ち良くなれましたかしら……？」

　リオンは奥歯を嚙かみ締しめて首を振った。

「……いいや、たとえ何度生まれ変わっても、俺はあんたに興味を持たないよ」

「……ハッ、死ねクソ看守……」

　ジャッカルの瞼まぶたが閉じられる。

　リオンは一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせ、しかしすぐに遠方のバルドロックへ視線を向ける。

「さあ、決着をつけようか」

「……まるで私と対等になったような物言いですね？」

「安心してくれ。気のいい俺はそもそもあんたを下に見たことなんて一度もないよ」

「ふっ、その右手があれば私に対たい抗こうできると考えているのですか？　いいでしょう」

　バルドロックは鋭するどくこちらを睨にらんだ。

「私は貴様らを捻ひねり潰してけりをつけねばなりません。一方、貴様らはこの私の口くち封ふうじをしたいことでしょう。確かに決着といえば決着だ。だがね、私が気づいていないとでも？」

　舐ねぶるような視線が一点を見つめる。

「貴様はその右手を扱あつかい切れていない」

「なぜそう思う？」

「言うまでもない。──１８９番！」

　バルドロックの背に隠かくれ、すでに囚人の光球は極限まで膨ふくらんでいた。

「貴様が本当に絵画の魔力を喰らい尽つくせるなら、先ほどドラゴンは墜おちなかった！　違いますか!?」

「……鋭いな」

　その推察は正せい鵠こくを射ていた。

　先ほどドラゴンの上で１８９番の閃せん光こうを防いだのはリオンである。そしてそれは半分ほどで制せい御ぎよしきれず失敗した。閃光の勢いで右手が弾はじかれてしまったのだ。だが、

「その対策はもう済んでいる」

　リオンが呟くと同時、さざ波のように霧きりが現れ、辺りを覆おおい隠した。

　バルドロックが苦々しく口を歪ゆがめる。

「４８８番の霧……なるほど、それを使うために先に４０４番を仕留めたというわけですか。幻げん覚かくで狙ねらいを外させるという腹積もりですね。はは、愚おろかな！　１８９番の妖よう光こうが直線型だけだとでも？　こちらは１００番台の準星魔術だ。たとえ幻覚が出てこようとも、霧ごと辺り一帯吹ふき飛ばすことなど造作もない！」

　バルドロックが１８９番に閃光──否いな、妖光の発射を命じた。

　しかし、１８９番は光球を構えたまま動かない。

「おい、どうした!?　命令だ！　撃うちなさい！」

「……動けません」

「ああ!?」

「……ご主人、体が動かないのです」

「なんだと……っ!?」

　口を開いたのは、リオン。

「俺はさ、ずっと思っていたんだ。レオナの魂たましいを描えがいたものがなんで老女の顔なんだ、ってな。正直、腹が立ってた」

「なんだ？　何を言っている!?　ハイレイン、これは貴様の仕し業わざなのか!?」

　バルドロックが焦あせりの声を上げるが、リオンは取り合わない。

　それよりも今は語りたかった。

　内容はレオナの『霧海の騙だまし絵』について。

　あれは山河に立ち込めた霧の絵だ。そしてタイトル通り、騙し絵でもある。

　よく見ると、霧が老女の顔に見えてくるのだ。

「はっきり言うがレオナは可愛かわいい女の子だ。絵描きの審しん美び眼がんから言ってもそれは断固たる事実だ。それがなんで老女になる？　精神性を描いてるなんて戯言は聞かないぞ。そりゃ描いた当時のキャンバスのことは知らんが、それでも思うね。魔王ってやつはまったくもってセンスがない！」

「だからなんの話だ!?」

「だから、今あんたの囚人に起こってることを説明してやってるんだよ、副署長」

　リオンは右手を掲かかげてみせた。

「言ったろ？　この右手は絵画そのものに干渉できる。俺はレオナに不ふ釣つり合いな絵画を描き直してやったんだ」

　バルドロックの両目が驚おどろきに見開かれる。

「ま、『魔ま王おうの絵画』を丸ごと描き直したというのか!?　ではそこに込められた魔術はどうなる!?　まさか……っ」

「変化する。この霧はそうして生まれたレオナの新しい魔術だ」

「なんだと……っ!?」

　そしてバルドロックはようやく気づいたようだ。

　体の自由を奪うばわれている１８９番、その視線は一点に集中している。

　リオンはにやりと笑い、

「古いにしえより霧の向こうにいるのは、魔ま性しようの存在と相場が決まっている。ある者は美しい歌で、またある者は持って生まれた美び貌ぼうで人々を惑わせる。であれば俺はレオナの霧の向こうに何を描くのか。決まっている。──軽かろやかな舞ぶ踏とうに興じる、舞まい姫ひめさ」

　惑わされた１８９番だけが霧の向こう、ドラゴンの上のレオナの姿を見ていた。

　レオナの指輪に映っているのは、新たに描き直された『霧海の騙し絵』。

　山河に立ち込める深い霧の絵──そこから浮うかび上がるのはもはや老女ではなく、若く美しい舞姫の姿だ。

　絵画が描き直されたことで、レオナの魔術は変化した。

　もう霧のなかで幻覚を見せる力はない。代わりにレオナは他者の体を束そく縛ばくできる。

　対象は霧に怯おびえる旅人のように、心に隙すき間まを持つ者。

　レオナの新しい魔術は限定条件下の『疑き似じ石化』だ。

「発射された妖光に弾かれ、俺の右手はその魔ま力りよくを飲みきれなかった。だがそれなら」

　霧のなか、ドラゴンが首を下げ、リオンはその装そう甲こう板に摑つかまった。

　ドラゴンが再び首を上げると、リオンはその頭上に立つ。

「妖光を上から押し潰つぶして喰くい尽つくす！」

「力任せに突とつ撃げきしてくる気か!?」

　凄すさまじい咆ほう哮こうを上げ、前まえ脚あしを持ち上げたドラゴンがそのままバルドロックと１８９番へ突つっ込んでいく。

　リオンの右手は暗黒色の魔術光を灯ともし、ドラゴンの頭上で流星のように瞬またたいた。

　１８９番の妖光と魔王の右手が激げき突とつする。

　互いを喰い破らんとするように、両者の魔術光が紫し電でんとなって周囲を焦こがす。

　バルドロックは眼前に迫せまったドラゴンと魔術光に腰こしを抜かし、それでもベルトから拳けん銃じゆうを引き抜いてリオンへ撃ち放つ。

「あああッ！　来るな、来るなぁ！」

　銃じゆう弾だんはあらぬ方向へ飛んでいく。右手の魔術光は揺ゆらぎもしない。

「なぜだ!?　なぜ私がこんなにも追い詰つめられてしまった!?　どうして貴様のような奴やつが私の前に立ちはだかる!?　ありえない、私の何が間ま違ちがっていると言うんだ!?　私は囚しゆう人じん共を閉じ込め、この世界を守っていたんだぞ!?」

「別に、俺はあんたが間違ってるなんて言ったことはないよ。ただの一度もな！」

　照準が合い始めた。銃弾がリオンの左ひだり肩かたと右みぎ腿ももを掠かすめる。だが魔術光はさらに猛たける。

「囚人から見ればあんたは悪の権ごん化げだが、外の人間たちからすれば確かに世界の守護者だろうよ！　それは認めざるを得ない！」

「そ、そうだろう!?　そうに決まっている！　私は正しいのだ！　なのになぜ私がこんな目に遭あう!?」

「簡単さ。あんたが最適だったんだ。脱だつ獄ごくに利用するにはな！」

「──ッ!?　この人でなしめぇぇぇッ！」

　銃じゆう口こうが額に狙いをつけた。そして引き金が激情のまま引かれようとした。だが、

「ぁ……？」

　バルドロックの体はまるで射い竦すくめられたかのように動かない。

　その瞳ひとみが愕がく然ぜんと見つめた先にいたのは──霧のなかの舞姫。

「させません！　あたしの霧がある限り、リオンには誰だれも触ふれさせない！」

　感情を乱し、心に隙すきを見せたバルドロックはレオナの『疑似石化』の魔ま術じゆつに捕らわれたのだ。

　そして右手が妖光を喰らい尽す。１８９番の光がリオンの闇やみに飲み込まれる。

　咀そ嚼しやくの瞬間、紫電となった魔術光が地面を抉えぐった。

　絶ぜつ叫きようを上げて吹き飛ぶバルドロックへ、リオンは皮肉げに頰ほおをつり上げた。

「人でなしだって？　馬ば鹿か言うなよ。言ってみりゃ──」

　咢あぎとのように右手を握にぎり込み、ザァッと地面に降り立った。

「──あんたの目の前にいるのは魔王だぜ」







　かつて水路だった場所には、巨きよ大だいなすり鉢ばち状のクレーターができていた。

　その中心には力尽つきたアークドラゴンが伏せている。

　リオンはクレーターの外周に倒たおれているバルドロックのもとまで足を引きずりながら歩いていく。

　あちこち銃じゆう創そうで血だらけだ。ひどく動きにくい。唯ゆい一いつ、１８９番の魔力を喰らった右手だけは力が漲みなぎっているが、気を抜ぬけば逆に暴走しそうである。

「……おい、生きてるのか。副署長」

　ぐったりと横たわったまま、バルドロックが目を開ける。

「私を見み逃のがせ……。地位も名めい誉よもくれてやる……」

「いいや、駄だ目めだ」

「なぜだ……」

「決まってるだろ」

　右手に淡あわい光球が現れる。１８９番から喰らった『収束する妖光』の魔術だ。

「あんたはレオナとキリカを傷つけた」

「……貴様が脱獄などしなければ、私もそんなことをしなかった……」

「だな。でもあんたがもうちょい優やさしければ、俺たちもきっと脱獄なんてしなかった」

　結局、争いの理由なんて堂どう々どう巡めぐりだ。右手の妖光をバルドロックへ向ける。

「個人的にはあんたのこと嫌きらいじゃなかったよ。正義を守るクズ。そんな奴がいてもいい」

　そして魔術が静かに放たれようとした時、それより一いつ瞬しゆん速く銃じゆう声せいが響ひびいた。

　穴が開いたのは、バルドロックの左胸。

　振ふり向むくと、背後で銃じゆうを構えていたのは、１８９番の少女だった。

「……あなたが手を汚よごすことはない。悪人は悪人が連れてくから」

　そのまま１８９番は銃口を自らのこめかみへ。

「でも気をつけて、我らが魔王。あなたは……悪に染まるには優しすぎ、善になるには歪いびつすぎる」

「おい、待て……っ！」

「終わりをくれて、ありがと」

　銃声が響き、少女もまた息絶えた。

　リオンはしばらくそのまま立ち尽つくした。

　だがドラゴンの方からレオナとキリカが駆かけてくる音が聞こえ、頭を振って切り替かえる。

「リオン、平気ですか……っ!?　今、銃声がしましたけどっ」

「って、キミも血だらけじゃない!?　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　そう言う二人もボロボロである。ここからさらに逃とう走そう劇を演じるのはもう無理だろう。

　──脱獄は失敗だ。しかし、

「ああ、なんとか生きてる」

　全員無事だった。それだけで今は十分だ、とリオンは苦く笑しようした。







　エピローグ




　あれから数日が経たった。

　リオンが今いるのは監かん獄ごく内の面会室だ。

「面めん倒どう事は避さけたいんだが……まあ、仕方ないか。これも看守の仕事だ」

　独り言を言い、適当な手つきで資料を机の上に置く。

　色々あったが、リオンは今も変わらず『天空の大監獄』で看守をしている。

　あの後、リオンたちは火災の混乱に乗じて講堂へ戻もどった。

　バルドロックが死亡したり、地表の水路が破は壊かいされたりしたにも拘かかわらず、監獄は平へい穏おんという沈ちん黙もくを保っている。

　脱獄者がいたことは察知しているはずだが、その主犯がリオンだということは露ろ見けんしていないようだ。植物操作の３６２番をはじめとした、元バルドロック配下の囚人たちには口止めをしてある。しかしあまりにも上手うまくいきすぎている感があった。

　ひょっとすると、スピカと名乗ったあの『塔とうの住人』が裏で何かしたのかもしれない。

　リオンの右手を解放して以降、スピカは姿を見せていない。その真意も謎なぞのままだ。

「『塔の住人』、それに６６６番『魔ま王おう』か……」

　面会室の椅い子すに腰こし掛かけ、自分の右手を見つめる。

　新しい革かわ手て袋ぶくろを嵌はめたその手は、一応人間らしい形に戻っている。

　囚人たちの『魔王の絵画』と同じで封ふう印いん状態にすることができたのだ。ただし……。

「やめよう。無意味なことを考えている暇ひまはない」

　とりあえずスピカや右手のことは棚たな上あげし、リオンは次の計画のことを考える。

　無論、脱獄計画だ。

『霧む海かいの騙だまし絵』の魔術が変化したため、もうアークドラゴンは使えない。だが準備していたルートはまだ複数ある。諦あきらめるつもりはない。

　ただ今日になって面倒な問題が降りかかってきた。

「……あの、失礼致いたします」

　控ひかえ目なノックが響き、一人の囚人が面会室に入ってきた。

「きたか。そこに掛かけてくれ」

「……い、いえ、わたくしのような者が看守様の前で着席するなどとんでもありません。ここに立っております。もし失礼に当たるのなら靴くつも脱ぬぎますから」

　ビクビクとこちらの顔色を窺うかがいながらそう言うのは、オークションで署長が出品したシスターの囚人である。

　本来の買い手であるバルドロックがいなくなったため、繰くり上げでリオンが引き取ることになったのだ。無論、署長相手に拒きよ否ひ権はなかった。おかげでリオンは今、深刻な資金難に陥おちいっている。

　まあ、資金難だけならまだいいのだが、問題はこのシスターを独どく房ぼうに迎むかえ入れなければならないことだ。正式な引き渡わたしは明日以降になるが、脱獄計画の大きな障害になることは間違いない。

「……あの、靴はここに揃そろえておけばよいでしょうか？」

　考え事をしていたら、いつの間にかシスターは本当に靴を脱いでいた。

　面会室の床ゆかは冷たい。素す足あしでは相当辛つらいだろう。

「や、大丈夫だ。署長のとこでどんなだったかはまあだいたい想像つくが、俺の前ではそんなにへりくだらなくていい。ほら、立って」

　床に靴を揃えようとしているシスターの腕うでをやんわりと摑つかみ、立たせようとした。

　だがそうして触れた途と端たん、

「……ァ、ンぁ……っ！」

　シスターは妙みように艶なまめいた声を上げてよろめいた。

「どうしたんだ……？」

「は、離はなして……っ！」

　怪け訝げんに思って尋たずねると、シスターはこちらの手を振りほどき、体をかき抱いだいて俯うつむいた。

　その様子を見て、ああそういえば、とリオンは思い出す。

　このシスターは署長から徹てつ底てい的に調教されてしまっているのだ。相手はあのアルカマリア署長である。それはもう筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい快楽を教え込まれたことだろう。

「……わ、わたくしは神に仕える身でありながら、このように所構わず熱を帯びる体になってしまいました。どうぞはしたない女だとお笑い下さい……っ」

　おそらくオークションの日からずっと看守たちの好こう奇きの目にさらされ続けていたのだろう。シスターは目に涙なみだを浮うかべて震ふるえている。彼女は男が怖こわいのだ。

　それに聖職者として今の自分が耐たえ難がたいというのもあるのかもしれない。

　崇すう高こうな精神を持ちながら、肉にく欲よくの塊かたまりのような体を持った少女。その有り様は、

「か、描かきたい……っ」

　リオンの創作意い欲よくを強きよう烈れつに刺し激げきした。

「あ、あの……？」

　リオンが向けてくる視線が他ほかの男たちとどこか違ちがうことに気づいたらしい。

　シスターが怪訝な顔で見上げてくる。

「心配しなくていいぞ。君を悪いようにはしない。俺に任せとけ」

　そう言ってリオンは力強く頷うなずいた。

　すでに頭のなかでは、なんとかして彼女を仲間にしようと考え始めている。







「ふーん、その新しい娘このことは描きたいんだ。へー。あ、そう」

　シスターのことを話すと、なぜかキリカの機き嫌げんが一気に悪くなった。

　今は刑けい務む作業場にキリカを連れていく最中だ。絵画のナンバリングによって作業場が変わるため、レオナは独房で待機中だ。今はキリカだけである。

　首輪に鎖くさりをつけ、それをリオンが引く形で廊ろう下かを歩いている。当初、キリカはこの歩き方を相当嫌いやがっていたが、今ではもう慣れたものだ。

「まー、いいけど。それよりキミ、右手の調子はどうなの？」

「……ん、ああ、まあな」

　力を解放していなければ、多少痺しびれがあるくらいで今のところ普ふ通つうの手と変わらない。

　しかし筆を持とうとすると、まるで魂たましいが拒否するかのように自由が利きかなくなる。

　スピカの言った通り、もう人間が描くような普通の絵は描けないらしい。

　いずれこの腕は別物に変質してしまうのだろう。その予兆は感じている。だが、

「後こう悔かいはしてない。これでいいんだ」

「そう。……じゃあ、はい。これキャッチして！」

　突とつ然ぜん、キリカが30センチほどの棒を投げてきた。ケープを織る時の棒ぼう芯しんだ。刑務作業のために独房から持ってきた物である。

　驚おどろくべきはその投げ方だった。キリカは左手の指先を器用に使い、三本の棒芯をほぼ同時に投げて寄よ越こした。

　慌あわててそれらをキャッチしたリオンへ、得意げな笑えみが向けられる。

「今見た投げ方ができるように、これから毎日鍛たん錬れんしなさい」

「ど、どういうことだ……？」

「戦場ではね、左右どっちの手も使えないと役に立たないの。キミにその気があるのなら、わたしがみっちり鍛きたえてあげる。──右手が動かないなら、左手で描けばいいのよ。そうでしょう？」

「キリカ……」

　暗くら闇やみに一いち条じようの光が差した気がした。リオンは制せい帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり直して呟つぶやく。

「君は立派な妻になる。俺は今そう確信したぞ」

「ば、ばかっ、何言ってんのよ、いきなり……っ」

　キリカは顔を赤くして明後日あさつての方を向く。しかし窺うようにちらりとこっちを見ると、

「ま、まあ、これからの頑がん張ばり次し第だいでは考えてあげなくもないけど……ね？」

「ん、それは求婚の承しよう諾だくと思っていいのか？」

「な、なんで真顔で聞き返すの!?　そこはキミが『え、それって……』ってわたしにドキドキしちゃうところでしょっ!?　もう知らないっ。ぜんぜん動じないような子はお姉さん嫌きらいです！」

　なぜか突とつ然ぜん怒おこり出し、キリカはすごい勢いで歩きだしてしまう。

　だが首輪には鎖が繫つながっている。いきなりだったのでピンッと張りつめてしまい、キリカが「へ!?」と倒たおれてくる。

「おっと、大だい丈じよう夫ぶか？」

　必然的にリオンが後ろから抱だき留める形になった。途端、

「～～っ」

　湯気が出そうなほど真っ赤になり、そのまま無言でぽかぽかと叩たたいてくる。

　とくに痛くもないがその攻こう撃げきは延々と続き、危あやうく刑務作業に遅おくれるところだった。

　本当、キリカはたまによく分からないなぁ、とリオンはつくづく首を傾かしげる。







　独房に戻り、左手でも描けるように鍛錬することにしたと告げると、レオナはいきなりへなへなとその場に座り込んでしまった。

　たぶんずっと気に病やんでいたのだろう。レオナは年相応の子供のように泣きだした。もう大泣きだった。これにはリオンも驚いたが……けれどきっと良いことだ。

　しばらく背中をさすって宥なだめ、レオナが落ち着くと、リオンはイーゼルを組み立て始める。

　一度試ためしに左手で描いてみようと思った。レオナはベッドに移動し、鼻をすすりながら遠巻きにこちらを見ている。しかしそれがなんとも落ち着かない。

「こっちにこないのか？」

「……え？　なんでですか？」

「俺が描いてると、いつも膝ひざの上に乗ってくるじゃないか」

「あ、あー……そうですね。でもなんでか最近、そういうの恥はずかしくて……。自分でも変だなって思うんですけど、なんだか照れくさいんです……」

　自分でも戸と惑まどっているのか、レオナはまるで言い訳するように明後日の方を向く。

　最近、レオナは妙によそよそしい。最初は右手の件を気にしているのかと思っていたが、どうやらそれが原因でもないようだ。

「ふむ……」

　リオンは立ち上がるとベッドのところまでいき、レオナを抱かかえ上げた。

「ふえっ!?　あのっ、リオン!?」

「言わなかったか？　心揺ゆさぶるモチーフがそばにいると筆が進むんだ。膝に座っててもらわないと、むしろ俺が困る」

「う、うー……リオンがそう言うならいいですけど」

　レオナは膝の上で小動物のように小さくなった。やはり照れくさいようだ。

　今までのレオナの魅み力りよくとは一風違うが、これはこれで結構悪くない気がした。

　すると自然に言葉が湧わき出てきた。

「今にして思えばさ」

　左手に持った筆は思うように動かない。けれど不思議と気持ちは穏おだやかだった。

「俺はずっと自分のために絵を描いてたんだ。でも、絵は見てくれる人がいて初めて絵になる。それを気づかせてくれたのはレオナだ。だから、ありがとう」

　イーゼルの前にあるのはいつかも描いた、割れた砂時計。でも今キャンバスに歪いびつな線で描かれていく時計は割れていない。

　またいつか時が刻めるようにと、リオンは在りし日の形を描いている。

「あ、あのっ、リオン……っ」

　突然レオナが膝の上からこちらを向いた。そしてぎゅっとシャツを摑んでくると、頰ほおを赤らめた必死な顔で、

「あたし、二番目でもいいですっ」

　瞳ひとみを揺らしながら見つめてくる。

「一番がキリカさんでもいいですからっ。だから無事に脱だつ獄ごくして、あたしを描いてくれた後も一いつ緒しよに、だからその、あの、つまりあたしはリオンのことを……あ、あい……っ」

　しかしその声はどんどん小さくなり、やがて口ごもって俯いてしまう。

　どうしたんだろうと思っていると、レオナはやがて大きくため息をつき、落ち込んだ様子でリオンの胸に額を押し当ててきた。

「……うー、ダメです。噓うそならスラスラ出てくるのに、どうして本当のことを言うのはこんなに難しいんでしょう……」

「えーとよく分からないけど、三流詐さ欺ぎ師しもヤキがまわったってことか？」

[image: ]

「うわ、すっごく腹立ちますその物言いっ、一体誰だれのせいだと……っ、いえいいです、分かりました。そっちがその気ならっ」

　ふいにレオナがシャツを引っ張った。

　されるがままリオンは前まえ屈かがみになり、不意打ちで──キスがきた。

「レ、レオナ……っ!?」

　さすがにがばっと体を引き、目を丸くする。

　すると少女は、してやったりという顔をした。

「リオンのせいですよー？　三流詐欺師はもう廃はい業ぎようします。それで今日から──」

　そして、どうだとばかりに胸を張り、

「──目指せ泥どろ棒ぼう猫ねこですっ」

　イタズラっぽく微笑ほほえんだ。


〈おわり〉









　あとがき




　スニーカー文庫でははじめまして、永なが菜な葉よう一いちです。

　この度たびは『天てん空くう監かん獄ごくの魔ま術じゆつ画が廊ろう』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　筆者は富士見ファンタジア文庫や富士見Ｌ文庫で、偉い人じんやらゾンビやら忍にん者じややらを書いているのですが、今回ご縁えんがあってスニーカー文庫で囚しゆう人じんを書かせていただくことになりました。

　簡単にストーリーに触ふれると、本作はファンタジー脱だつ獄ごくモノです。

　魔術やモンスターが跋ばつ扈こする監獄で、主人公たちがいかにそれらを逆手に取って脱獄するか、というお話になっています。

　ちなみに最も熱を込めたのはヒロインが収しゆう監かんされるシーンでして、何を隠かくそう首輪をつけられたヒロインが身体検査で背後から無理やりに──ゲフンゲフン。訂てい正せい。全編に渡わたり、自由とは何かを真しん摯しに描えがきました（営業スマイル）。

　ではでは制作秘話などを。

　本作が生まれたきっかけは、スタミナ丼どんです。あ、大だい丈じよう夫ぶ、正気でございます。

　ある日、肉にく汁じゆういっぱいのスタミナ丼が仕事用ノートパソコンに降り注いだのです。

　まさに青せい天てんの霹へき靂れき。なかにはまだ保存してないあのデータとかそのデータとか×××な画像とか、あとついでに書きかけの原げん稿こうとかっ！

　あわれ肉汁まみれになったパソコンは完全に沈ちん黙もく。

　そこからが苦難の道でありました。

　パソコンという皿に盛られたご飯とお肉（ハードディスクの熱で程ほどよくホカホカ）を丁てい寧ねいに食べ、肉汁をタオルで拭ふいてドライヤーで乾かわかし、キーボードに挟はさまったしんなりキャベツを一本一本ピンセットで除去。

　いつ終わるとも知れず、また報むくわれるかも分からず、悲劇に涙なみだしながら一心に手元を動かす深夜二時。それはさながら獄ごく中ちゆうでトンネルを掘ほるが如ごとし。

　迫せまりくる看守という名の締しめ切きり！　進まないトンネルもとい復旧作業！

　やがて朝日が昇のぼった頃ころ、真っ白になった頭で呟つぶやきました。

　……そうだ、脱獄書こう。

　という事件がきっかけだったとかなかったとか。半分ぐらい盛りました。でも半分ぐらい本当です。恐おそろしいことに！

　ちなみに事件直後、動転した私が電話で友人に開口一番言った言葉は、

永菜「に、肉汁ぶしゃぁーっ……」

友人「ああ、ついに……」

　ついにとはどういう意味かね、マイフレンド？

　おかげさまでその後復旧し、なんとか色々間に合いました。

　作業中にスタミナ丼食べながらバラエティ観みちゃダメ、ゼッタイ。馬ば鹿か笑わらいした拍ひよう子しに皿が宙を舞まうから。絶対、絶対ダメだぞ！（後日、追加でコーヒーもこぼした者の談）







　最後になりましたが、謝辞を。

　打ち合わせの度たびに「大人おとなになったら石油王になりたいんですっ」とのたまう私（いい歳としした大人）の与よ太た話を笑って聞いてくれる優やさしい担当様。いつもありがとうございます。

　私が油田を制したあかつきには国家元首の座をお譲ゆずりしたいと思っているので、楽しみに待っていて下さい。

　キャラクターたちへ鮮あざやかに命を吹ふき込こんで下さったイラストの八や坂さかミナト様。素す晴ばらしいデザインの数々、本当にありがとうございます。拝見する度、脳内にドパッとアドレナリンが溢あふれ出し、四よ畳じよう半はんで全力の小こ躍おどりをしております。

　果てしない誤字脱だつ字じの嵐あらしを一いつ掃そうしてくれる校正様。正直、頭が上がりません。本当すみません。これからもよろしくお願いします。

　そして今この本を手に取ってくれているあなた様。

　肉汁溢れる経緯いきさつから生まれた本作ですが、少しでも楽しんでいただければ幸いです。

　それではまたお会いできることを祈いのって。


永菜葉一
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